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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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絶対の領分　第３章







「この、泥どろ棒ぼう猫ねこッ!!」

　そんな罵ば声せいとともに繰くり出された拳こぶしが、猛もう烈れつな勢いで俺の頰ほおにぶち当たった。

　突とつ然ぜんのおたけびと、予想外の衝しよう撃げき。 俺は椅い子すから転げ落ち──目の前に広がる天てん井じようの木目模様を、呆ぼう然ぜんと凝み視つめた。

「いつまでもチンタラ寝ねてんじゃないわよっ。起きなさいっ」

　この容よう赦しやない怒ど鳴なり声は、紛まぎれもなく姉・有ゆ麻まのものだ。

　その命令にうっかり従おうものならば、起き上がりざまをもう一発殴なぐられるに決まっているので、俺はジンジン痛む顎あごに手をあてて蹲うずくまったまま、そうっと姉貴の顔を窺うかがった。

　──姉貴……なんてったっけ……？　泥棒猫っつった？

　その今時ナンセンスな名詞も衝撃だったが、なによりも俺を驚おどろかせたのは、姉貴が殴ったのが俺の顔だったことだ。

　普ふ段だん姉貴は、俺の取り柄えは顔だけだと公言して憚はばからない。そりゃあないんじゃないの、と思わないでもないのだが、ちょっとヒクツな考え方をすれば、姉貴は俺の顔だけは認めているということになる。俺自身としては、このお袋ふくろ似にの女顔をあまり自じ慢まんには思えなかったのだけれど──姉貴に十五年間、『保たもつの取り柄は顔だけだから』と言われ続け、なんとなく、そうなのかなぁと納なつ得とくしそうになったりもしちゃっているのだから、慣れとは恐おそろしいものである。

　姉貴は俺になりかわり、それはそれは俺の顔を大事にした。喧けん嘩かして傷でもつけてこようものなら、喧嘩相手の家まで怒鳴り込んだことだってある。その姉貴が。

　俺の顔を、殴ったんである。

　これが衝撃でなくてなんだろうか！

　こっそり盗ぬすみ見た姉貴の顔は、怒いかりのせいでか頰が紅潮し──そりゃあもう恐ろしい表情を浮うかべていた。

　姉貴がこんなに怒おこったことなんて──短気な姉貴はしょっ中些さ細さいなことで腹を立てていたけれど、それは小さな爆ばく発はつが頻ひん繁ぱんに起こっていれば大きな爆発は起こらないといった具合の代物しろもので──ここしばらくなかった。

　いったい、俺がなにをしたっていうんだろう？

　姉貴の瞳ひとみにメラメラと燃え盛さかる怒りの炎ほのおから、さりげなく目を逸そらし、俺はハタと考えた。

　──思いあたらない。

　さっき食べたポテトチップスは、俺が昨日買ってきたものだし、借りてあったＣＤも返したはず。……たぶん、傷つけたりしてないと思う。──あ、もしかして、夕飯ヒレカツにしてって言ったのがまずかったのかな。確か、姉貴は今年三回目のダイエット中だった。

　あれこれそんなことを考えていると、待ちくたびれたらしい姉貴は、足元に置いてあった雑誌をブンブン投げはじめた。

「う、うわっ、姉ちゃん、ちょっと待った！」

「待ったナシっ!!」

　俺はガバッと起き上がり、頭を庇かばうようにして、投げつけられる本を避よけた。

「な、なに、怒ってんだよー!?」

　一いつ瞬しゆん、 ピタリと姉貴の手が止まる。

「……なに、怒ってるか……ですって？」

　摑つかんでいた国語辞典──これをぶつけられなくて助かった──を床ゆかに投げ捨てると、姉貴はつかつかと俺に近寄ってきた。

「自分の胸に手ェあてて、聞いてごらんなさいよっ!!」

　胸に手をあてている暇ひまなんか与あたえてくれずに、姉貴が怒鳴る。俺は迫せまり来る姉貴から逃にげまくり、ついにベッドの端はしに追い詰つめられてしまった。絶体絶命、だ。

「お……思いあた……んない……んですけど」

「──あんたにとっては、しょせんその程度のことでしょうよ」

　姉貴は、凄すご味みのある声を出した。

「ご、ごめん。俺が悪いんなら謝るから……」

「なにしたのかもわかんない人に、謝られたってありがたくもなーんともないわ。第一──この件に関しては、あんたに謝らせたりしない」

　ドきっぱりと、姉貴は言った。せせら笑うような表情を浮かべて、こうつけくわえる。

「謝られたら、許さなきゃなんないじゃない。私──あんたを許す気なんか、まーったくないんだからッ!!」

　それじゃあいったいどうして俺は、こんなふうに追い詰められているんでしょーか──と、聞ける状態ではとてもなくて。

　真顔で、姉貴は俺の首に手をかけたのだ。

「こ、殺す、の？」

「あんたのせいで、私の一生を棒に振ふらせる気？」

「……と、とんでもございません」

「あんたなんか──勝手に死ねばいいのよっ。私が殺したりしたら、警察に捕つかまっちゃうじゃないの。未成年だから、新聞発表は少女Ａで済むけど、うまく執しつ行こう猶ゆう予よがついたって私が犯罪者だって汚お名めいは消えないのよッ。ワイドショーのレポーターがわらわら来るわよ。冗じよう談だんじゃないわ！」

　──……これほど冷静なら、殺される心配はないだろう……が。

「……あんたが、こんな可愛かわいい顔してんのがいけないのよ」

　可愛い顔、のあたりに、姉貴はドスをきかす。

「物心ついたころから、周囲まわりの人間はみんなあんたの顔の虜とりこよ」

　──そんなこと断じてナイッ!!

　俺は弱々しく、フルフルと首を横に振った。

「郎ろうちゃんだって…」

　そこで姉貴は声を詰まらせて──俺は、背筋にドッシャーッと冷水をぶっかけられた気がした。

「郎ちゃんだって、どうせあの時、私の顔のどこかにケシツブほどのあんたとの相そう似じ点てんを見つけて──それで、キスなんかしたのよ！　そのあとはそれの責任取るつもりで、渋しぶ々しぶつきあってたに違ちがいないわっ」

　間近で見あった姉貴の瞳ひとみから、ボトボトッと涙なみだが零こぼれた。

　──これで、だいたいのことがわかった。

　郎ちゃんというのは、俺たちの幼おさな馴な染じみの遠とお山やま太た郎ろう太た──俺はロータと呼んでいる──のことだ。

　姉貴とロータの親密さが増したのは、去年の花火大会のあとのこと。それが、たぶん今姉貴が言った〝あの時〟を指すのだろう、と俺は悟さとった。

　実は、姉貴とロータの関係に関しちゃ、俺は密ひそかにこの胸を痛め続けていたりもした。なんといっても──俺は、この逞たくましくも凛り々りしい幼馴染みに、ヨコシマな想おもいを抱いだいていたからだ。だから、嫉しつ妬としたのも、失しつ恋れんに涙したのも──俺のほう。勝利者である姉貴は、いつも誇ほこらしげにロータの腕うでを取って、俺の部屋から連れて行ってしまっていたのだ。つい、この間までは。

　そう、ついこの間──その均きん衡こうが破られてしまった。

　失恋の傷心を抱かかえていたはずの俺は、ロータよりも好きな存在に出会ってしまった。それがよりにもよって、ロータの好敵手ライバルともいえる越えち前ぜん守まもる先せん輩ぱいだったのは、もう運命の悪いた戯ずらというしかない。

　涙のあとには微笑ほほえみが来る──じゃないけれど、俺の今度の想いは成じよう就じゆしそうに思えた。

　男同士というハンデを、越前先輩は軽く飛び越こえて俺の隣となりに立った。ありのままの俺を包み込むように、身を屈かがめてくれた。とーこーろーがー。ところが、だ。

　ここにきて突然、ロータが謎なぞの言動をぶちかましてくれたのである。

その一「有麻とのことを、いずれ話すつもりだったが、もうその必要もなくなった」

その二「今は越前に完かん璧ぺきに負けているが、追いつけたら、その時はお前を取り戻もどす」

その三「越前のことを、変態だなんて言えなくなった」

　ピースを間ま違ちがえたまま進んでしまったジグソーパズルみたいに、俺はこのバラバラのピースを凝視めて、ため息をつくしかなかった。

　そんなふうに、気づかないフリをしているうちに、物ごとはなにもなかったように流れて行ってしまうかも、という甘えもあった。

　きっとロータは、越前先輩への競争ライバル心しんからそんな台詞せりふを口にしたのだろうから。時が経たてば、また落ち着いてしまう。そんなふうに俺は考えていた。ロータが具体的な行動に出るなんて、思いもせずに。

　姉貴は俺の首から手を離はなし、両手で顔を覆おおうと盛せい大だいにしゃくり上げはじめた。

「……郎ちゃんを、返してよっ」

「姉ちゃ…」

　差し出そうとした手を、パシッと払はらわれた。

「なんて言って誘ゆう惑わくしたのよ？」

　涙に濡ぬれた目が、俺を睨にらみつける。

「わかってるわよ。あんたが郎ちゃんを好きだってことぐらい。男……男のくせにっ。変じゃないの。変だって、思わないの？」

　あたりまえの詰なじる言葉に、俺は声も出せずにただ見返すばかりだ。

「あんたがそんな顔してるからいけないのよっ。……ずるいわよ、あんたばっかりお母さんに似ちゃって。私は、足の裏と髪かみの生え際ぎわしか、お母さんに似てないのに……っ。どうせ、私はあんたには敵かなわないわよ」

「姉ちゃん」

　俺は少し強い口調で呼びかけた。

「ロータがそんな、容みて貌くれだけにごまかされるような薄うすっぺらい男だって思ってんのかよ」

　姉貴の肩かたがビクッと震ふるえる。

「ロータはそんな奴やつじゃないよ」

「……わかってるわよぅ……」

　姉貴の口元が、再び歪ゆがむ。

「だ……って、だって、じゃあなんでよぅ。保…っ、郎ちゃん返してよ…っ」

　──号泣。

　この場合、もしかしたら責任は俺にあるのかもしれないけど。さすがに「俺のせいじゃない」と嘯うそぶく気にすらならないけれど。

　泣きじゃくる姉貴を見ているうちに、だんだんと俺はロータに対して腹が立ってきた。

　たとえば──ロータが本当に、俺のことを好きになってくれたんだとしても。それで、男のけじめつけるつもりで、姉貴に別れ話を持ち出したんだとしても。

　バカ正直に、理由を話すことはない。

　噓うそをつくことはいけないけれど、ちょっと遠回しな理由をつけたって、罰ばちは当たらないんじゃないのか？

　姉貴はまだ泣き続けている。

　落ち着くまでには、まだ結構時間がかかりそうだと踏ふんだ俺は、そっと部屋を抜ぬけ出した。

　もちろん、目指すのはロータの家だった。







「ロータ、いる!?」

　呼び鈴りんも鳴らさずに、鍵かぎのかかっていなかったドアを勝手に開けて、ズカズカ居間まで乗り込んだ俺に、ロータは心底驚おどろいたように振り返った。

　ロータの前のテレビでは、人気ドラマの再放送の真っ最中だ。

　姉貴が「郎ちゃんを返せ」と泣き喚わめいているというのに、こともあろうにこいつはテレビを見ている──そう思ったら、ますます腸はらわたが煮にえくりかえってしまった。

「た、保？　どうしたんだ、今ジュースでも」

「いらないッ」

　いそいそと冷蔵庫に向かうロータを、俺は一いつ喝かつした。

「保……どうしたんだ？　なにか怒おこってるのか？」

　──なにか怒ってるどころじゃなーい！　俺はたった今、姉貴に顔を殴なぐられて、その上首に手までかけられてきたんだッ。──とは、言えなかったのだが、とりあえず目で訴うつたえてみる。

「喧けん嘩かか」

　ボソリと呟つぶやいたロータの、俺の頰ほおに伸のばしかけた手がふと止まる。

「誰だれに殴られたんだ？　ここも切れてるじゃないか」

　ロータの手は、そのまま俺の手首を摑つかんだ。

　示された手の甲こうに、微かすかな切り傷があった。おそらく、投げられた雑誌にあたって、切れてしまったのだろう。

「誰だ？」

　もう一度問いかけたロータに、俺は不ふ貞て腐くされるように答えた。

「姉ちゃんだよ」

「有麻が？」

　いつもはクールに細められているロータの目が、びっくりしたように真ん丸になった。

「姉ちゃんに、なに言ったんだよ？」

「……有麻、なんだって？」

　答えになっていない。

　俺はわざと大きくため息をついた。

「〝郎ちゃん返せ〟って、俺の部屋で泣き伏ふしてるよ。姉ちゃんのこと、フッたのかよ？　どういう言い方したんだよ？　フルならフルで、もっと傷つけないやり方があるだろう!?」

「すまん」

　ペコリと頭を下げられて、俺は絶句する。

「……ロータ」

　ここに乗り込んだ時の腹立たしさが、どこかへ吹ふき飛んで行ってしまう。俺は困って、手の甲の傷をペロリと舐なめた。しょっぱいような、鉄サビの味がした。

「えっ？」

　ふいにその手を摑まれ、俺は声を上げた。

「ちょ、ちょっと、ロータ、なに？」

　ロータの唇くちびるが、手の甲に近づく。

「やだよっ。もう、自分で舐めたよ！　ロータ！」

　滑なめらかな舌の感かん触しよくがして、チリッと痛みが走った。

「言うつもりはなかった」

　俺の手に唇をあてたまま、ロータは言った。

「保の言うように、上う手まく噓をつくつもりだったんだが」

　彼は苦々しげにそうつけくわえる。

「……どうして、別れるの？」

　今さらだけれど、そう聞かずにはいられなかった。

「保を好きだってことに、気がついたから」

　ハッキリした初めての告白に、膝ひざがガクンと抜けるような気がした。

　なんだか──泣きたいような暴れたいような、わけのわからない感情の束が、胸の奥からドワーッと込こみ上げてくる。

　手で触ふれて。声を聴きいて。

　俺は──本当にロータのことが好きなんだなぁと、他ひ人と事ごとのように思った。きっと、越前先せん輩ぱいの存在さえなければ、今だって一番に好きだっただろうに。

「望みのない気持ちではあるけれど、それを隠かくしたまま有麻とつきあっていくのは心苦しい。良心の呵か責しやくに、押し潰つぶされそうだった」

　手から離れた唇が、そう告げる。

「……姉ちゃんに、なんて言ったの？」

「ごめん。これ以上特別につきあえないって」

「それだけ？」

　ロータは頷うなずいた。

「ホントにそれだけ？」

　俺は繰くり返し聞いた。

「有麻は、そんなんじゃ納なつ得とくしなかった」

「……そうだろうね」

　部屋に現れた時の鬼おにのような形相を思い出して、俺は肩を竦すくめた。

「ほかに好きな人ができたのかって、問いつめられた」

「それで正直に言ったんだ？」

　ロータは、首を横に振ふった。

「言えるわけないだろう？　一応、ごまかそうとしたさ」

「なのに、どうして？」

「有麻が次に言った言葉が、〝保のことを忘れられないんだろう〟だった」

「ええ？」

　俺は眉まゆを顰ひそめて、ロータの顔を見る。

「図星をさされて、つい返事に詰つまった」

　──女の直感、というヤツか。姉貴も、妙みようなとこで勘かんがいいのだ。

「有麻が殴ったのか。悪かったな、保」

　大きな掌てのひらが、頰にあてられる。

「え……、ううん、こんなのは平気」

　──姉貴に泣かれることに比べれば、殴られた方がまだ救われる気がする。

「……ロータ？」

　いつまでも離れない掌の温ぬくもりに、俺はギョッとして声を上げた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから。俺、帰るからさ。え……っと、その、姉ちゃんに黙だまってこっそり抜けてきちゃったから、きっとまた誤解して怒ってると思うし」

　あたふたと狼狽うろたえる俺に、ロータはちょっと寂さびしそうな顔をする。

「そんなに怯おびえなくても、なにもしない」

「ロータ…」

「保が、越前を好きなんだってことは、俺にもちゃんとわかっている。だから、無む理り強じいする気はない」

「ロー…」

　言いかけて、俺は口を噤つぐんで頷いた。

　なにを言っても、俺がロータの気持ちに応こたえられない限り、彼にとってなんの救いにもならない。

　そう悟さとった瞬しゆん間かんに、姉貴に対するロータの気持ちまでがわかってしまった。

　──こんな気持ちでは、つきあえない。

「……俺、帰るよ。ごめん、ロータ、テレビ見てたのに」

　ああ、とロータはかぶりを振った。

「こんなのは、ついてただけだから」

　息いき急せききって乗り込んだ勢いはどこへやら。俺はすっかり意気消しよう沈ちんして、玄げん関かんに向かう。そして、床ゆかにめり込みそうな思いで、脱ぬぎ散らかしたサンダルを拾った。

　この空気の重さが、自分の部屋まで続いていることは、もちろんちゃんとわかっていた。







「……郎ちゃんのとこ、行ってたの？」

　俺のいなくなったあとも、さんざん泣いていたのだろうか。真っ赤に泣き腫はらした目で、姉貴は俺を真正面から見み据すえた。

「いや、ちがう、えっ…と」

「いいのよ。郎ちゃんに会って、相談してきたんでしょ」

　頭から決めつけるように、姉貴は言う。

　──ロータもこういう言い方されて、うっかり認めちゃったんだろうなぁ、と俺は思った。

「泣くだけ泣いて、スッキリしたわ」

　姉貴は言葉どおり、サバサバしたように言った。

「え？　ほ、本当？」

　俺は胸をホッと撫なで下ろす。

「本当よ。だから、保。あんた、郎ちゃんとつきあいなさい」

　一いつ瞬しゆん、 耳を疑った。

　頭の中で、言葉の意味を反はん芻すうしているところへ、なおも追い討うちがかかる。

「なんて顔してんのよ。わかってんの？　あんた、郎ちゃんのモノになんなさい」

「姉…ちゃん、なに言って…」

「私は、あんたのおかげで不幸になったのよ？」

　開き直ったように、姉貴は言った。

「こんなに泣いたのは、赤あかん坊ぼうの時以来だと思うわ。私をこれほど泣かせたのは、誰だれだと思ってんの？」

「ロー…」

「あんたでしょ!?」

　気き迫はくに負けて頷きそうになるのを、俺はなんとか持ち堪こたえた。

「実の姉を不幸にしたうえ、自分を想おもってくれる幼おさな馴な染じみまで不幸にしたいの？」

「だって、それは…」

　言いかける俺の言葉には耳も貸さずに、姉貴は堂々とこう言ってのけた。

「だから、郎ちゃんの気持ちを受け入れなさい」

　──ムチャクチャだ。

　ムチャクチャな論理なんだけど──なんか雰ふん囲い気きに押されて、ここでロータの気持ちを受け入れなかったら、俺は人非人のような気にすらなってくるから不思議だ。

　だけど──俺には、越前先輩がいる。

　越前先輩への恋こい心ごころを自覚した今、それがどんなに好きな幼馴染みでも──二番目に過ぎない。──なんてことを、姉貴に言えるはずがない。

　こうなったところで、姉貴はまだロータが好きなのだろうし──そうでなきゃ、俺にロータに応えろなんて言うわけがない──だから、俺とロータが男同士だってことには、この際片目を瞑つぶってくれているのかもしれないけれど。ここで、俺が越前先輩と両想いだなんて言ったら──なんて罵ののしられるかわかったもんじゃない。でもこのまま黙ってたら、俺はロータに差し出されてしまうかもしれないし……。

「わかった？　保！」

　駄だ目め押おしする姉貴に、俺はゆっくり首を横に振った。

「保!?」

「駄目」

　蚊かの鳴くような声で、俺は答えた。

「なんですってぇ!?」

　姉貴の目が吊つり上がる。

「駄目。俺……好きな人がいるから」

「なに言ってんのよ、あんたッ!!」

　ガシッと、胸むな倉ぐらを摑つかまれた。

「私を失しつ恋れんさせといて、自分はなんですって、好きな人がいるゥ!?　冗じよう談だんじゃないわよっ。私は郎ちゃんのことあきらめんのよ？　あんたもあきらめなさいよ。あッたりまえじゃないのよ」

「姉ちゃん……そんな…」

「私はフラれたからって、相手の不幸を願ったりしないわ。そんな根こん性じようの悪い女じゃないもん。郎ちゃんの幸せ願ってるわよ。郎ちゃんには、失恋の辛つらさなんか味わわせたくないわよ。わかる？　そのためには、あんたがその好きな人をあきらめて、郎ちゃんとこにいけばいいのよ。それで丸く収まるんじゃない。あんた、これ以上望んだら罰ばちがあたるわよ？　郎ちゃんよ？　小っちゃいころから、あんたがあとばっかりついて回ってた、郎ちゃんよ？　私、てっきりあんたのほうが郎ちゃんに懸け想そうしてんだとばっかり思ってたわよ。それがなにィ？　好きな人ですって？　笑わせんじゃないわよ。ちょっと保、聞いてんの？　フザケんじゃないって言ってんのよッ!!」

　まさに、立て板に水。テンプラ油を舐なめた直後のように、姉貴は一息にそれだけ捲まくし立てた。

　落ち着いて考えてみなくったって、姉貴の言っていることはムチャクチャだ。

　筋が通ってるようで、まったく通っていないへ理屈そのものだ。

　だけど──俺は、ついに頷うなずいてしまった。

　これ以上、なにをしてもなにを言っても、俺の言い分が通用するとはとても思えなかった。もうどうでもいいから、早く姉貴に自分の部屋に引き取ってほしい一念だった。

　その場ば凌しのぎとはいえ、ロータが言うように良心の呵か責しやくを感じないでもなかったけれど。

　──越前先せん輩ぱい、ごめん。

　そう心の中で呟つぶやきながら、俺は「わかったよ」と、姉貴の申し出を吞のんでしまったのだ。







「なんだぁ、城じよう野の。お前も巻き添ぞえ食ったのかよ」

　殴なぐられた跡あとは、一晩では消えない。

　俺の頰ほおの薄うす青あおく残った痣あざに目め敏ざとく気づき、佐さ々さ木きがそう聞いてきた。

　こいつは、入学早々殴りあいの喧けん嘩かをした曰いわくつきのヤツなのだが、同じクラブということもあり、なんとなく口をきくようになっている。──仲がいいとは、とても言えないんだけどさ。

「巻き添え？」

　俺は首を傾かしげた。

「部室、行ってきたんじゃないのか？」

「うん。これから」

「やめとけよ。今、もめてっから」

　その台詞せりふに、ピンときた。

　入部したばかりのサッカー部は、ただ今お家いえ騒そう動どうの真っ最中なのだ。

　この春突とつ然ぜん合がつ併ぺいしてしまった、桜さくらノの宮みや北きた高校と桜ノ宮南みなみ高校。なんの準備もされずに、合併なんてしてしまったものだから、問題がないはずがない。生徒たちは動どう揺ようし、あげく北高vs南高で対立しはじめた。

　北高の生徒会長だったロータは、再選挙で新生『桜ノ宮学園』の生徒会長となり、その後処理に奔ほん走そうする日々が続いている。

　制服改正問題がようやく落ち着いたと思う間もなく、今度は部活動のもめごとが表面化しはじめているのだ。

　二つの学校が一つになったんだから、やっぱりクラブが二つずつあるのはおかしい。学校が合併されたように、それぞれあったサッカー部やバスケ部を始めその他諸もろ々もろのクラブ全部が、合体することになったわけだ。

　もともと北高は男女共学校、南高は男子校だったから、女子については問題ナシだったのだが──男子が、これまたモメているのだ。

　多数決で一件落着するのはまだいいほうで、我がサッカー部に至っては、もう二か月が過ぎようとしているのに部長も決まらない有様だ。

「城野くん、どうしたの？」

「うわぁッ」

　いきなり耳元で囁ささやかれて、俺は飛び上がる。目の前の佐々木の顔が、瞬しゆん間かんに強こわ張ばった。

「……越前先輩」

　一瞬で疲つかれ果ててしまった俺を、越前先輩は不思議そうに覗のぞき込んだ。

「どうかしたのかい？　ずいぶん深刻そうだけど」

　目の前の男の顔を見てやってください、と言えるはずもない。

　佐々木は、中等部のころから越前先輩に憧あこがれ焦こがれて進級した、筋金入りの越前シンパなのだ。その越前先輩がやけに俺にかまうことに憤ふん慨がいして、俺に因いん縁ねんをつけて嫌いやがらせしたことは記き憶おくに新しい。──まぁ、越前先輩と俺とが両想いになっちゃったっつーことは、つまり佐々木の失恋に結びついてしまうわけだけど。だからって、ようやくそれが落ち着いてきたっていうのに、なにも佐々木の目の前で、俺の耳元でゴショゴショやってほしくないものだ。

「佐々木くん、どうしたんだい？　なにか困ってるんだったら、力になるよ」

　俯うつむいてウーウー唸うなっている俺に聞くのはあきらめてくれたのか、越前先輩はテンプルを吞のみ込んで固まってしまったような佐々木に話しかけた。

「え…っ、越前っ先輩にっ、ご心配をかけるようなことは、ないですっ」

「そう？」

　珍めずらしくあっさりと、越前先輩は引き下がった。

「それならいいけど。なにか困ったことがあったら、僕は放課後は中央委員会室にいるから訪ねておいでね」

　にっこりと柔やわらかな微笑ほほえみを浮うかべて、彼は背を向ける。

　そう、元南高の生徒会長だった彼は、今では中央委員会の委員長として、こっそり生徒会をバックアップしているのだ。

「あ、そうだ。城野くん」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて、心臓がドォキッと跳はねた。

「は、はいっ」

「遠山に頼たのまれてたんだ。ちょっといいかな？」

「え…」

　俺はチラリと佐々木を見た。

　憧れの越前先輩に声をかけられたせいでか、佐々木は焦しよう点てんのあってない目で、うっとりしている。──こいつ、危ないかも。

　俺はこれ幸いと、越前先輩のあとを追いかけて廊ろう下かを曲がった。

「ひゃっ」

「シー……静かに」

　曲がった途と端たんに、抱だき竦すくめられてしまった。

「え、えええ越前、先輩っ」

「佐々木くんみたいに、狼狽うろたえることないだろう？　どうしたんだい、なにか心配ごと？」

　触ふれるくらい近づいた先輩の顔に、俺は心臓をバクバクさせて、とにかくかぶりを振ふった。相変わらず綺き麗れいに整った容姿は、男でもちょっとドキドキしてしまう。なんて──あぁ、俺も危ない。

「サッカー部、まだもめてて。でも、それだけです。きっとそろそろ決着つくと思うし」

「それだけ？」

　涼すずやかな瞳ひとみが、訝いぶかしげに細められた。

「君を殴ったのは、どいつ？」

「えっ？」

　見上げた彼の目は、もう笑ってはいなかった。

「違ちがいます、これは」

「森もり本もと？　それとも、石いし川かわ？」

「違うんです、姉ちゃんが……」

　キョトンと、彼は俺を見下ろした。

「有麻さん？　なんでまた……」

「……姉きよう弟だい喧嘩」

「だって、彼女が君の顔を殴るなんて」

　──あぁぁぁ、どうしよう。と思いつつ、俺はなんとかこの場をやり過ごそうと、必死で言葉を探す。

「なんか興奮エキサイトしちゃって、はずみで避よけきれなくて」

「ふぅん？」

　あ、この顔は納なつ得とくしてないかも。

　息を詰つめた俺に、彼はひょいと身を屈かがめると、素早く頰に唇くちびるをつけた。

「早く治るおまじない」

　すいっと先輩が離はなれていく。それを少し名残なごり惜おしく思いながらも、俺はちょっと照れ笑いを浮かべた。

　なんたって校内だし、これ以上はマズイよね──って、今のも充じゆう分ぶんマズイ行動だけどさ。

「それじゃ、抗こう争そうが長引くようなら相談に乗るから」

　軽く手を上げて、越前先輩は踵きびすを返した。

　その後ろ姿を見送りながら、俺はそっと胸元で手をあわせた。

　ナイショが多いのは──ちょっと辛つらい。







「城野、遅おそいぞ！」

　部室の扉とびらを開けたところで、一いつ喝かつされる。

「すみません」

　俺は、びくっと首を竦めてから室内に入り、焦あせって一番後ろの席に座った。

「……ばーか、なにやってたんだよ」

　俺が越前先せん輩ぱいと話をしている間に、ちゃっかり先に来ていた佐々木は、揶揄からかうように小声で囁いた。

　もうとっくにミーティングは始まっていたらしく、なんだか室内の空気が緊きん迫ぱくしている。

　ボードの前に立っているのは、森本先輩と石川先輩。森本先輩が南高側の元部長で、石川先輩が北高側の元部長だ。

「……結局、支持は北と南に分かれるわけだから、このまま話しあったところで永遠に決着はつかないと思う」

　厳いかめしい表情で、森本先輩がそう言葉を継ついだのに、これまた勿もつ体たいつけて石川先輩が頷うなずいて見せる。

「そこで、だ。来週の土曜日の放課後、北側出身者と南側出身者、もしくは支持する側にそれぞれ分かれて、試合を行うことにする」

　そう言った石川先輩に、室内は僅わずかにどよめいた。

　部長＋レギュラーメンバーの座を狙ねらって、二、三年生はピリピリしているのだ。そこへいくと、一年生は入った時からもう『桜ノ宮学園』になっちゃってたし、この人数からいくとレギュラーへの道は遥はるかに遠そうなので、あまり切せつ羽ぱ詰つまった雰ふん囲い気きはない。

「一年はどちらについたらいいかわからないかもしれないが、勝負さえついたら派は閥ばつを持ち越こす気はないので、そのつもりで」

　森本先輩がそうつけくわえたが、結局は北高を受験した者と、南高を受験した者とで分かれてしまうことになるだろう。

「俺と森本と、どちらか勝利チームの主将キヤプテンが部長を務めることになる。実力で決めた方が、拘こだわりも少ないだろう」

「先輩」

　二年生の一人が手を挙げた。

「レギュラー選せん抜ばつはどうなるんですか？」

「今度の試合も一応参考にするが、あまり参考にはならないかもしれないな」

　石川先輩の言葉に、室内が少しざわめく。

「今度の試合は、特別形式にしようと思う。十一人対十一人で、前半と後半でメンバーを入れ替かえる」

　ざわめきが一層強くなった。

「つまり、ここにいる全員が試合に出る」

「そんなの、無理だ！」

　声が上がった。

「一年は、まだ無理っスよ！」

「だから、特別だって言ったろ!?」

　石川先輩は、声を荒あららげた。

「あと十日で、ド素人しろうとに近いのもいる一年をどれだけ使えるようにできるかも、部長としての力量だろうがよ」

　それを聞いて、俺を含ふくめた一年部員は震ふるえ上がった。それってつまり、これからの十日間、特訓がありますよってことだから。対岸の火事かと思っていたら、思わぬ火の粉が飛んできたってとこだろうか。

「明日からの練習は、それぞれのチームに分かれて行う。これから、森本と俺のどちらのチームを希望するか、この名めい簿ぼに記入してくれ。記入した者から、今日は解散！」

　一いつ斉せいに皆みなが立ち上がった。

　一年生たちはそれぞれに顔を見あわせながら、やっぱり思ったとおり、受験した側につくことしか思い当たらないようだった。そういう俺ももちろん、石川先輩の前に置かれた名簿に名前を記入したのだ。







　その晩、夕飯を家に食べに来る予定だったロータは、さすがに姿を現さなかった。

　仕方がないので、俺は姉貴が部屋に引きこもったのを見届けてから、母に適当に料理を見み繕つくろってもらい隣りん家かへと向かった。

「ロータ、ご飯」

　そう呼びかけると、ドアがガチャリと開いた。

「あれ、持って来てくれたのか。悪わりィ、保」

　そう言ったロータは、すでに口をモゴモゴさせている。

「ごめん、遅くなって。おなか空いて、もうなにか食べちゃった？」

「いいよ。有麻の手前、来られないと思ってたから」

　居間に入ると、食べかけのカップヌードルが置いてある。

「ロータ、こんなんばっか食べてて、よくそんなに育ったよね」

「たまにしか食ってないぞ」

　ムッとしたように反論してから、ロータは声のトーンを落とした。

「……有麻、どうしてる？」

「うん？……ちゃんとご飯食べてたよ。大だい丈じよう夫ぶ」

「そっか。よかった」

「ちっともよくないけど」

　俺は唇を尖とがらせた。

「どうして？」

「昨日、あれからもうムチャクチャだったんだから」

　そう前置きしてから、俺は昨日の姉貴の台詞せりふをざっとロータに言った。

「姉ちゃんのへ理り屈くつには、誰だれも敵かなわないよ」

　カップヌードルを平らげてから、ロータは俺の持ってきたポテトサラダとミートローフに箸はしをつけた。

「それで、保なんて言ったんだ？」

「だから──敵わないんだから、しょうがないじゃない？　わかったよって、返事するしかないじゃん」

「馬ば鹿かだなぁ」

　ロータはあっさりと呟つぶやいた。

「馬鹿……って。だって、俺の気持ちなんかどうでもいいって言うんだ」

　そうつけくわえた俺に、彼は苦笑を洩もらす。

「……有麻もわかってて言ってんだよな。人の気持ちは、誰かに言われてどうにかなるってもんでもないのにな」

　彼の呟きは、妙みように寂さびしげに俺の耳に届く。

「有麻がなんて言ったって、保が俺を振ふり向くわけじゃないもんな」

「ロータ…」

「すまん、女々しくなったな。噓うそだよ、こんなこと言ったからって、情にほだされなくてもいいから」

　おどけるように言ったロータは、わざとらしくミートローフの味を褒ほめる。

「……なんで、こんなにタイミング悪いんだろ」

「うん？」

　俺はぼんやりと、少なくなっていくポテトサラダの皿を見ていた。

「二か月前にロータとこんなふうになってたら──姉ちゃんに言われるまでもなかったのに」

「……なんだって？」

　カタン、とロータは箸を置いた。俺は慌あわてて両手で口を押おさえる。

「それ、どういう意味だ？」

　ロータは俺を凝ぎよう視ししたまま、お茶を一口啜すする。

「べ…つに、深い意味はな…」

「保」

　強い口調に遮さえぎられ、俺は唇くちびるを嚙かみしめて俯うつむいた。

　──余計なこと、言ってしまった。

　こっそり葬ほうむられてしまった恋こい心ごころが可哀かわい相そうで、今さら言っても仕方ないことを口にしてしまった。

「お前、俺のこと……そういう意味で好きだったのか？」

　あっさりと聞かれるのに、俺は一いつ瞬しゆん遅おくれて首を横に振る。その一瞬を、ロータが見み逃のがしてくれるはずもなくて。

「そうなんだな？　保。……二か月前は──越前と会う前は、そうだったんだな？」

　俺は口を押さえていた手を外して、今度は耳を塞ふさいだ。

　聞いてられない。こんなこと、返事のしようがない。

　座っていたソファがぐらりと揺ゆらいで、俺はロータが隣となりに移ってきたことに気づき、慌てて立ち上がろうとした。

「保」

　伸のばされた手に、阻はばまれる。

「ロータ、そうじゃないんだ。ごめ、……んっ…！」

　身体からだごと掬すくわれるように腕うでの中に囚とらわれて、ロータは素す早ばやく俺に口くち接づけた。

　押し退のけようと腕を突つっ撥ぱねると、彼はあっさりと離はなれる。濡ぬれた唇が、スィッと冷たい空気を感じた。

「……ロー…」

「望みが０ゼロじゃないんだな？」

　そう呟いた唇が、再びゆっくりと覆おおい被かぶさってくる。

　キスは──人によって違ちがうのだと。

　俺は抵てい抗こうするのも忘れて、そんなことを考えていた。越前先せん輩ぱいの唇と、ロータのそれは全然違う。越前先輩のキスはもっと──……。

「……や、嫌いやだ…っ」

　強く唇を吸われてハッと我に返った俺は、必死で顔を逸そらそうとした。

「一パーセントぐらいは、俺にも希望が残ってるんだよな？」

「……ロータ」

　俺の沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取ったのだろうか。

　逞たくましい幼おさな馴な染じみは、いつもの自信に満ちた表情を見せた。

「それなら、負けない」

　俺は激しく首を横に振った。

「保？」

「駄だ目めだ、そんなの」

　彼の腕を振り切り、俺は小走りにドアへと向かう。

「駄目だよ、ロータ。俺、そんなんじゃない。そんなつもりない。俺は…」

「その気がないなら、俺にキスなんかさせない。今までは──そうだったろ？」

　言われて、俺はハッとした。

　そうかもしれない。

　ロータの部屋で。この居間で。抱だき竦すくめられたことがあったのに。あの時──ロータはキスなんかしなかった。それは、しなかったのではなく、できなかった？　俺がさせようとしなかった？　それなら──今は？

　俺に隙すきがあったっていうのか？

　俺の越前先輩に対する気持ちに、隙があったっていうんだろうか？

　俺は返事ができずに、そのままロータの家を飛び出した。

　──嫌じゃなかった。

　困ったことに、嫌じゃなかったのだ。

　両りよう天てん秤びんかけるなんて、とんでもない。そんなこと、できっこない。

　越前先輩との恋は、まだ始まったばかりなのだ。

　生まれたばかりの恋。

　育てたいのに。俺は、ちゃんとそれを育てていきたいのに──。

　ほうほうの体で家に戻もどってきた俺を待っていたのは、案の定姉貴だった。階段の二段目に腰こしを下ろした姉貴は、俺の顔をチラリと見て、

「郎ちゃんとは、うまくいってるようね」

　と嫌味っぽく呟いた。

「……なに、言ってんだよ」

　サラリと躱かわそうとした俺に、姉貴はしつこく食い下がる。

「保、唇赤い」

　ギクッとして、俺は口元を押さえた。

「郎ちゃん、キス上手でしょ」

「知らないよ！　そんなの」

　言い捨てて、俺は姉貴を押し退け階段を駆かけ上がる。後ろ手に自室のドアを閉めて、その場にしゃがみ込んだ。

　唇が、熱く疼うずいている。




　　　◇◆◇




　翌日からは、それどころではなくなった。

　思ったとおり、石川先輩は一年部員に猛もう特訓を課したのだ。それはたぶん、森本先輩側でも同じだっただろう。

　帰り道で適当に菓か子しパンを食べて、家に帰ればろくすっぽ食事をする気もなくて、ベッドに倒れ込んだ。風ふ呂ろは、朝叩たたき起こされてシャワーを浴びるのがやっとだ。

　石川先輩も森本先輩も、部長なんてものは面めん倒どう臭くさいだけだとちゃんとわかっているくせに、まるで自分の統とう率そつ力りよくや牽けん引いん力りよくを試されているような気にでもなっているのだろうか。彼らも必死だったが、それについていく俺たちも必死だった。

　三日目──こんなことがあと一週間も続いたら、過労で倒たおれちゃうかも──と、冗じよう談だんでもなんでもなく思えはじめた。

　俺は帰りの自転車を漕こぐのも億おつ劫くうで、ズルズルと引き摺ずりながら校門を出ようとした。

「大分、しんどそうだね」

　ふいにかけられた声に、自転車から手が離れる。

「あー、あーあー……」

　派手な音を立てて、自転車がひっくり返った。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　校門脇わきの植え込みの陰かげから飛び出してきた彼は、慌てて俺の自転車を起こす。

「これで三度目だよ。君が僕の目の前で、自転車ごとひっくり返るの」

　今回は自転車だけひっくり返ったんだけど、と言い返すだけの元気もなくて、俺は「はぁ」とだけ返事をした。

「ごめん、驚おどろかせたかな？」

「え……ちぜん、先輩……」

　思わず、その肩かたに頭を擦こすりつける。

「城野くん？──……僕のこと、避さけてたわりには、ずいぶん嬉うれしい仕し種ぐさをしてくれるんだ」

　俺は、バッと顔を離した。

　──そうだ！　疲つかれてる時に越前先輩の顔を見て、ついつい甘えたくなってしまったが、それどころじゃなかったんだ！

　俺はもう二回も、先輩のこと裏切っている。

「お好み焼き、食べにいこうか？」

　返事に詰つまった俺の代わりに、お腹がキュウと音をたてた。

「うん。腹は口ほどにモノを言うみたいだね。よし、行こう」

　越前先輩はにっこりと笑うと、俺の自転車を引いて歩きはじめた。







「さてと」

　牛玉とブタ玉とミックスを平らげたところで、越前先輩はおもむろに咳せき払ばらいをする。

「そろそろ話してもらおうかな？」

　俺は素早く箸はしを置いた。

「ご…ちそうさま、でした。俺、もう帰んないと」

「城野くん、僕に飽あきたのなら、ちゃんと言ってほしい。わけも言わずに避けられたままサヨナラなんて、あんまりだと思わないか？」

「そんなこと…っ」

　片手で目元を覆って俯うつむいた先輩に、俺は思わず声を上げる。

「そんなこと、ないです。俺の気持ちは変わりません！ たとえ姉ちゃんがなんて言ったって…」

「お姉さんが？　有麻さんになに言われたんだい？」

　コロッと表情を変えて、先輩は顔を上げた。

「……先輩、ウソ泣きだったんですね」

　ボソリと呟つぶやくと、彼はハハハと乾かわいた笑い声をたてた。

「ごめん、ごめん。だって、城野くん本当に僕のこと避けていただろう？　気になって、夜も眠ねむれなかったんだよ」

「……すみません」

　先せん輩ぱいは、ジンジャーエールを一口含ふくんでゆっくりと飲み干した。

「それで？　有麻さんになにを言われたって？」

　俺は唇くちびるを嚙かんだ。

「城野くん。……まさかと思うけど、僕とのことがバレて怒おこられた？」

「そうじゃないです」

　先輩の促うながすような言葉を否定して、俺は決心した。とりあえず──そう、ロータとのキスのことだけは内ない緒しよにして、全部打ち明けてしまおうと。

　姉貴とのあの夜の会話をかいつまんで話すと、先輩は啞あ然ぜんとしたように、

「困ったね」

　と呟いた。

「まさか、遠山の自覚の波が、こんな波は紋もんを引き起こすとは思わなかったなぁ」

　そんな呟きを聞きながら、俺は追加注文のあんこ玉をくるりとひっくり返した。

　薄うすいクレープのような皮を焼いて、その中にあんこを入れて丸める。味はあんまり好きじゃないんだけど、この作る過程が大好きで、つい注文してしまうのだ。

　越前先輩はあんこ玉作りに熱中している俺を見て、クスリと笑った。

「遠山は真ま面じ目めだから、なんでもちゃんと責任を取ろうとするんだ。そこが彼のいいところでもあるけど」

　笑いながら言ったその言葉に、ちょっと複雑な思いで俺は頷うなずく。

「いっそ既き成せい事実を作って、二人で逃にげちゃおうか」

「既成事実？」

　首を傾かしげた俺に、彼は軽く頷いた。

「そう。子供ができちゃったってことにして、手に手を取って駆け落ちするんだ」

「……先輩、俺、妊にん娠しんできません」

「そうだよねぇ。僕もだよ」

　先輩はクスクスと笑った。

「じゃあ、妊娠とまでいかなくても。……いっそ僕のモノになってしまわない？」

「せ……」

　と言ったきり、俺は絶句してしまった。

　食べたばかりのあんこの甘さが、喉のどに逆流してきた。

　モノになるっていうのは──えーと、えーと、つまりそういうことで。あ、あ、耳まで赤くなっちゃった気がする。

「……今は無理だよね」

　ちょっとピントがずれているようだったけれど、越前先輩はそれなりに納なつ得とくして頷いた。

「サッカー部は、家か督とく争いの真っ最中だもんねぇ。どう？　君も試合出るんだろう？」

　俺は頷きながら、盛せい大だいにため息をついた。

「もう、大変で大変で……。こんなことがあと一週間も続くのかと思うと、吐はいちゃいそう」

「もうやめちゃいたい？」

　揶揄からかうような響ひびきに、俺は咄とつ嗟さに首を横に振ふった。

「やめない」

「それでこそ、城野くん。そういう頑がん張ばり屋さんなとこも、僕は大好きなんだ。……でも、僕の前では無理してまで頑張らなくてもいいんだからね」

　ひょいと先輩は手を伸のばすと、焦こげつきそうになっているあんこ玉の一つを、自分の口に入れた。

「甘いね」

　気き障ざっぽくウィンクを寄よ越こした彼に、俺はますます顔が赤くなる気がした。







　駅前で別れるつもりで、そこまでの道を自転車チヤリで二人乗りした。

　駅から越前先輩の家までは、歩いて五分程度。俺にとっては遠回りになるけれど、たらふくお好み焼きを食べたせいか、少し元気が回復していた。

「それじゃ」

　お疲れさまでした、と頭を下げかけた俺を、越前先輩はチョイチョイと手招きする。

　駅の伝言板の裏に連れ込まれて、軽くキスをした。

　唇を甘あま嚙がみされて、思わず声が上がりそうになる。離はなれていく彼の唇を追いかけて、俺はちょっとだけ舌先を覗のぞかせた。

「……困ったな。離したくなくなってしまう」

　苦笑しながら、越前先輩が囁ささやく。と、その時──！

「なにやってんのよッ、保!!」

　金切り声が、俺の耳をつんざいた。

　反射的に、俺はバッと越前先輩のそばを離れて、その声のした方を見た。

「ね、姉ちゃん……」

　よりにもよって──本当によりにもよって姉貴が、こんな人のやって来そうもない隙すき間まの出入り口に、仁に王おう立だちしていたのである。

「どうも、こんばんは」

　越前先輩は、さして驚おどろいたふうでもなく、冷静に頭を下げる。

「あんた、保から離れなさいよっ」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな姉貴の言葉に、俺は慌あわてた。

「姉ちゃん、先輩に失礼なこと言うなよ」

「保は黙だまってなさい！　この浮うわ気き者もの!!」

　そこで、姉貴はハッと口を噤つぐんだ。

「まさか……あんたの好きな人って…」

　俺は越前先輩の顔を見上げ、「今日はこのまま帰ります」と早口に告げた。

「姉ちゃん、帰ろう」

　伝言板の裏から出て、俺は姉貴の腕うでを摑つかんだ。

「冗じよう談だんじゃないわよ。ちょっと、そこの大おお岡おか越前と話しさせなさい！」

「なんで、姉ちゃんが話しする必要があるんだよ。第一、なんだってこんなとこにいるんだ!?」

　家うちは、ここから電車で一駅だ。こんな時間に、制服姿でこんなとこに出しゆつ没ぼつするなんて。偶ぐう然ぜんにしちゃ、できすぎもいいとこだ。

「友達んとこに行った帰りよ。切きつ符ぷ買ってたら、あんたの姿が見えたからあと追いかけたんじゃない。そしたら──……この恥はじ知しらずッ」

　──あーあー、すいませんね。どうせ俺はこんな公共の場で、こっそり男とキスなんかしてた恥知らずですよ。

　不ふ貞て腐くさりたくなる気分をグッと堪こらえて、俺は姉貴の手をグイグイと引っ張った。

「そうなのね？　保の好きな人って、あんたなんでしょ!?」

　姉貴は俺に聞くのをやめて、越前先輩に向き直った。

「そうです……って答えてもいいのかな？　城野くん」

「……先輩」

　俺はたぶん、縋すがるような目をしてしまったんだと思う。

　越前先輩は軽く頷くと、つかつかと姉貴と俺に近づいてきた。

「貴女あなたが反対なのはわかって…」

「わかってんなら、上等だわ」

　姉貴はすごい剣けん幕まくで、先輩の言葉を遮さえぎった。

「保はね、郎ちゃんにノシつけてくれてやる予定になってんのよ。ここで郎ちゃんのライバルのあんたに、横取りされるわけにはいかないの！」

「城野くんの気持ちを…」

「そんなもん考える必要ないわよ。私は、彼氏を弟に奪うばわれたのよ!?　世界中探したって、そんな可哀かわい相そうな女、私ぐらいよ。しかも、郎ちゃん相手なら片目瞑つぶったっていいけど、私ホモの弟なんて認める気なんかないわっ」

「姉ちゃん、声がデカい……」

　俺は周囲の人間を気にしながら、姉貴の袖そでを引く。幸い、周囲はてんでにざわめいていてあまり注目されていないようで、ホッと胸を撫なで下ろした。

「保、私は絶対許さないわよ」

「まぁまぁ、お姉さん」

　ズイッと間に入った人物に、俺は息を飲んだ。

「あんた、誰だれ？」

「葛かつら木ぎ！」

　姉貴の呟つぶやきと越前先せん輩ぱいの言葉が交こう錯さくする。

　今日これで二度目の、〝よりにもよって〟──……なんてまぁ運が悪いんだろうと、俺は頭を抱かかえた。

　葛木さん──っていうのは、現桜ノ宮学園生徒会の副会長。かつては、越前先輩の片腕として、名参さん謀ぼうとまで言われた人物らしい。

「反対される気持ちはわかります。俺だって、大反対してますから」

　──彼は、自ら『越前親衛隊』を名乗る。つまり俺は、彼にとっては邪じや魔ま者もの以外の何者でもない、我が慢まんできない存在のようだった。

「あんたなに？」

　姉貴はイライラしたように、もう一度言った。

「越前の親友で、葛木英えい司じと言います」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみをキラリと光らせて、彼は自己紹しよう介かいした。

「貴女の言い分もわかるけど、ずいぶん一方的過ぎやしませんか？」

　高飛車な言い方に、姉貴はムッとしたように眉まゆを顰ひそめた。

「一応、城野くんの言い分も聞いてやったらどうです？」

　珍めずらしい葛木さんの言葉に、俺と越前先輩は顔を見あわせる。

「そんなもん、聞く必要ないって言ってるでしょ」

　姉貴はけんもほろろに、葛木さんの言葉を撥はねつける。

「貴女だって好きな人がいるのに、違ちがう男といきなりつきあえって言われたら嫌いやでしょうが。これじゃまるで、ロミオとジュリエットだ」

　あきらめずに、葛木さんはそう言葉を継ついだ。

「ロミオとジュリエットが男同士だったら、シェイクスピアの悲劇も喜劇になったことでしょうよ」

「そうかなぁ、ますます悲劇だと思うけど」

「どちらにしろ、尼あま寺でらに行く必要はなさそうね」

「……出典が違うんじゃないですか？」

　さも楽しそうに、葛木さんはそう言葉を継いだ。

「──そうだ。今度、サッカー部の試合があるんですよ。城野くんから聞いてませんか？」

　姉貴は、チラッと俺の顔を見た。

　俺は軽く肩かたを竦すくめる。姉貴とはここのところ、あまり顔をあわせないようにしていたのだ。だからもちろん、話なんかほとんどしていない。

「サッカー部の統一をはかるためにね。北高の出身者と南高側に分かれて」

「……まだ、そんなことやってんの」

　姉貴は呆あきれたように呟いて、ため息をついた。

「そうなんですよ。お姉さんもそう思うでしょう？　他の部はとっくに新しく活動を始めてるっていうのに、サッカー部がドンジリなんですよ」

「保の入りそうなクラブだわ」

　葛木さんは笑え顔がおで同意している。

「……なんだかあの二人、気があってるようだね」

　越前先輩が身を屈かがめて、俺の耳元でそう囁いた。俺は笑おうとして、顔が引きつってしまった。姉貴と葛木さんのコンビなんて──怖こわすぎる。

「そこで、その試合で城野くんのチームが勝ったら、越前とつきあうことを認めてやるっていうのはどうですか？」

「えぇ!?」

　叫んだのは俺。──いったい、なにを言い出すことやら。自分で言うのもなんだけど……たぶん、南側の方が優勢なんだもん。こんな取り決めされたんじゃ、あまりにも分が悪い。

「……そうね」

　てっきり鼻で笑って相手にしないと思っていた姉貴は、妙みように素直に頷うなずいた。

「俺の見たとこ、南チームの方が役者が揃そろってると思いますけど」

　ダメ押しに、葛木さんはそう言った。

「保は、北側ね？」

　確認してから、姉貴は頷いた。

「わかったわ。……いいわよ。もしそのサッカーの試合で、保のいるチームが勝ったら、ノシつけて保をくれてやる先は、郎ちゃんじゃなくてあんたにしてあげる」

「──それは、どうも」

　ため息まじりに、越前先輩は口先で礼を言う。

「そんなの！　人身売買だっ」

　思わずそう叫さけんだ俺を、姉貴がギッと睨にらみつける。

「なにエラソーなこと言ってんのよ！　不義密通は昔だったら、江え戸ど中引き回しの上獄ごく門もんの大罪よ。そうでしょ、大岡越前！」

　失礼極まりない姉貴の言葉に、越前先輩は顔色一つ変えずにそらとぼけた。

「僕には大岡が足りないので、わかりかねますけど」

「あんた──イヤなタイプね」

　そう言った姉貴に、葛木さんが余計なひと言をつけくわえた。

「お姉さん、容姿は城野くんに負けてるけど、性格の悪さでは勝ってるみたいですねぇ」

　言った途と端たんに、葛木さんの頰ほおに姉貴の平手打ちが決まったのは、言うまでもない。







　窓ガラスに、なにかがコツコツとぶつかる音が続いているのに、俺はベッドから起き上がった。

　カーテンを開けてみると、ちょうど隣りん家かの向かい側の窓辺にロータが立っていた。彼の手元に、カッターと消しゴムが握にぎられているのが見えた。どうやらこれを切りながら、俺の窓にぶつけていたらしかった。

「……ロータ」

　俺の部屋の向かいは、確かロータのお父さんの部屋だったはずだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　え？　と、俺は首を傾かしげる。

「有麻に目もく撃げきされたんだって？　越前との逢あい引びき」

　ロータの言葉に、俺は大おお袈げ裟さにお手上げのポーズを取った。

「現行犯逮たい捕ほだって、息巻いてた」

　──いったいなに考えてんだ、姉貴のヤツ。

「で、どうするんだ？」

　もうすっかり経いき緯さつを把は握あくしているらしいロータは、そう言いながら俺を見た。

「勝つよ」

　俺はひと言だけ答えた。

「もし負けたら？　越前のことあきらめるのか？」

　容よう赦しやないロータの追い討うちに、俺はまっすぐに顔を上げる。

「負けることは考えてない」

「そうか」

　ロータはちょっと寂さびしそうに、けれど潔い口調で言った。

「保らしいな」

　うん、と俺は頷いた。

「泣いたら負けだからな」

　幼いころに散々聞かされたその台詞せりふを、俺は複雑な思いで受け止める。

　──泣いたら、負け。

　だから今までずっと、俺は泣くのを我慢して、必死でロータのあとを追いかけてた。

　でも今度は。もしも負けても──もうロータのあとを追いかけることはないかもしれないのに。それでも、俺は勝ちたいのだ。

「……ごめんね、ロータ」

　俺の呟つぶやきに、聞こえないふりをして、ロータはパタリと窓を閉めた。

　電気の消えた彼のお父さんの部屋の窓を、俺はそれからしばらくの間、ぼんやりと見続けていた。




　　　◇◆◇




　北側チームの一年生は、使い物にならない。

　特訓一週間目で出た結論は、まぁそんなとこだったと思う。

　あたりまえだ。ここ数年のサッカーブームに便乗して、モテたいがためにサッカー部に入った連中がほとんどなのだ。まず、基き礎そがない。体力もない。そんなところに、どうして技術を求められるだろう!?

　テレビのアニメじゃあるまいし、誰だれもボールと友達になろうとは考えていないし、短期間に上達するなんてことは夢の夢だった。

　おまけに一年生たちは、『上達する』どころか『勝つこと』すら考えてないのである。べつに誰が部長でも、レギュラーメンバーでもかまわないとさえ思っている。やる気がないのだから、最初から無理な話だ。

　仕方がない。──やる気のない者に望みをかけても無む駄だ。それなら、自分で勝利を導くしかない。独りよがりなプレーが良くないことは重々承知。たとえどんなに非難されたって──勝ちたいんだから。

　そう開き直った俺は、部活の終わったあとでちょっと余分にトレーニングすることにした。メニューは『練習プログラム』の本を見ながら、無理のないように組み立ててみた。ドリブルとシュート等の基礎ばかりだ。

　薄うす暗ぐらくなったコートで、黙もく々もくと練習メニューをこなしていると、突とつ然ぜんゴールポストの前に人ひと影かげが立った。

　俺は瞬まばたきを数回繰くり返して、目を凝こらした。

「……越前先せん輩ぱい？」

「一人でやるより、こうしてるだけでも役に立てないかな？」

　澄すました顔で彼はそう言うと、キーパーのように構えて見せる。

　俺はニッと笑うと、先輩めがけて思いきりシュートした。







　金曜日の放課後になった。とうとう明日が、試合当日。

　いつものように、部活終しゆう了りよう後も校庭に居残っている俺を、石川先輩が呼び止める。

「毎日、よく続いたな」

「先輩……？」

　余分にトレーニングしていることに気づいていないのかと思えば、どこかでちゃんと見ていたようだった。

「つきあおうかと言いたかったんだが、協力者がいらっしゃるようだからな」

　茶化すような言葉に、俺は慌あわてて頭を下げた。

「すみません…」

「べつに、部外者は立入り禁止なんて言うつもりはないさ。いい指導者がつけば、上達も早い。実際、北の一年の中で使えんのは、お前ぐらいだよ。──越前もなぁ、生徒会の手伝いなんてやってないで、クラブ活動やりゃあいいのにな」

　彼はクシャリと破顔して、「無理しない程度に頑がん張ばれよ」とつけくわえてから、部室へと戻もどって行った。

　石川先輩が認めたように、越前先輩はそれはそれは上う手まいサポートをしてくれている。経験者なのかと問いかけた俺に、先輩は「授業で習っただけ」と答えたのだから、なんだかサッカー部員として立場がないような気さえしてしまう。

　ともあれ、部活でほとんど越前先輩とは会えないことを覚かく悟ごしていたので──この二人きりの特訓は、なんだかデートしているみたいで、俺はちょっとだけ浮うかれていた。

　浮かれている場合じゃないのだと。まるで警告するかのように、俺の有頂天に雷かみなりが落ちたのは、最後の最後、一対一でドリブルでの突とつ破ぱを試ためしている時だった。

　ゴール前で、俺がボールをコントロールしようとした瞬しゆん間かんに、越前先輩はタックルを仕し掛かけてきた。本に載のっている写真のような、綺き麗れいなフォームで越前先輩が滑すべり込んでくる。俺はそれを躱かわそうとして──タイミングを外した。

　あれっと思った瞬間に、空が回転した。

　右足首に鋭するどい痛みと衝しよう撃げきを感じて──俺は地面に突つっ伏ぷしてしまった。

「城野くんっ」

　ボールがコロコロとコートから転がっていくのを、俺はぽっかりと目を見開いて眺ながめていた。

「城野くん、大丈夫か？」

「………い──たい」

「城野くん!?」

　起き上がることができなかった。

　俺は両りよう腕うでで、頭を抱かかえた。怪け我がをしたことを、本能が報しらせている。尋じん常じようでない痛みよりも、怪我をしたという事実の方がショックで、俺はすっかり混乱して、みっともないくらい狼狽うろたえてしまった。

「足!?　捻ひねったのか？」

　靴くつを脱ぬがそうとした先輩に、俺は悲鳴を上げた。──途と端たん、越前先輩は軽々と、俺を肩かたに担かつぎ上げた。

「……先輩っ」

「部室に行こう。こんなところじゃ、手当てもできない」

　俺は泣きそうになりながら、頷うなずいた。頷きながら、必死で涙なみだを堪こらえる。

　泣いたら負け。こんなとこで、俺は負けるわけにはいかない。







「捻ねん挫ざだ」

　消え入りそうな声で、越前先輩は呟つぶやいた。

「僕のせいだ」

「そんなこと…！」

　彼は微かすかにかぶりを振ふる。

「僕が、無茶なタックルを仕し掛かけたから」

　そんなことはなかった。先輩のタックルは、タイミングもフォームも、まるでプロの見本のように綺麗だったのだ。それを避よけきれずに均きん衡こうを崩くずしたのは、俺の技術の無さだ。

「医者に行こう」

「平気です」

　そう強がった俺に、彼は厳しい表情を見せる。

「平気じゃないよ。こんなに腫はれて」

「医者なんかに行ったら、明日の試合出られなくなる」

「試合!?　こんな足で、君は試合に出るつもりなのか？」

　俺はきっぱりと頷いた。

「無理だ」

「無理じゃない。あきらめちゃったら、そこで負けだよ。負けたくないんだ。俺、絶対に勝ちたいんだ。わかってくれるよね？　先輩と俺のために勝ちたいんだ」

　すっくと立ち上がった先輩は、黙だまってその懐ふところに俺を抱だき込んだ。

　痛みを訴うつたえる足と、胸の奥でくすぶる痛みと。それを抱きしめてくれる越前先輩の温かさに、つい目め頭がしらが熱くなる。

「……先輩？」

　ごまかすように、俺は彼に呼びかけた。

「やっぱり駄だ目めだ。医者に行こう。君の気持ちはよくわかってる。すごく頑張ったことも、ちゃんと……僕が知ってる」

　俺を抱きしめたまま、先せん輩ぱいが言う。

「先輩は、俺から離はなれて平気なのか？」

　腕うでを突っ撥ぱねて、俺は彼から自分を引きはがすと、先輩の顔を見上げた。

「姉ちゃん、本気だよ。本気で、俺と先輩のこと邪じや魔まするつもりなんだ。俺は──そんなのは嫌いやだ。姉ちゃんに認めさせるには、これしかないんだ。勝つしかないんだ。……葛木さんが提案した時には、とんでもないって思ったけど。チャンスだって、今は思ってる」

　真しん剣けんな表情で俺を見下ろしていた先輩は、フッとその緊きん張ちようを弛ゆるめる。

「もし君が負けても──僕は君をあきらめたりしない。……有麻さんが認めてくれるまで、どんなことしてでも、君をあきらめない。君の気持ちが変わらないかぎり」

「俺の……気持ち？」

　越前先輩の言葉に妙みような引っかかりを感じて、俺は聞き直した。

「相手が──ほかの誰だれかなら、僕は不安になったりしないんだけど」

「……ロータだから？」

　彼は困ったような表情で頷いた。

「すごく焦あせってる。僕の方が、君に勝って欲しいと思ってるし──とても、焦ってる」

「越前先輩」

　両手を伸のばして、彼の首に巻きつけた。

　引き寄せられるままに、俺達は抱きあった。堅かたく──堅く。口くち接づけすら交かわせずに、俺たちは抱きあったまま、長いこと動けずにいた。







　家の前までは、越前先輩が漕こいでくれた自転車の後ろに乗せてもらい、俺は足を引き摺ずりながら帰宅した。

　居間には顔を見せず、自室に引き籠こもる。このところそんな生活が続いていたので、両親はべつに気にとめなかったようだった。

　足は──痛いけれど、ガチガチにテーピングすれば、走れると思う。捻挫をしたのが利き足だというのも、けっこうなハンデには違ちがいないけれど、パスならできるかもしれない。たとえ、シュートはできなくても。

　考えは、どんどん怖こわい方向に走っていく。

　もし、タックルを仕掛けられたら？　もし、上手くトラップできなかったら？　悪化したら？　手当てもせずに──もしも捻挫が癖くせになったら？

　不安材料は、尽つきなかった。

　俺は両親が寝ね静しずまってから、居間に救急箱を探しに行った。

　湿しつ布ぷ薬やくを貼はり替えると、じんわりと痛みがぶり返す。包帯を巻こうとした手が、するりと滑って、包帯がコロコロと床ゆかを転がった。

「……ぃってェ……たく、もう」

　舌打ちをしながら、俺は転がった包帯に手を伸ばし──止めた。

　落ちている包帯のそばに、ピンク色のスリッパがある。スリッパには、ちゃんと中身が入っていて──ゆっくりと視線を上げて行くと、腕うでを組んで俺を見下ろしている姉貴と目があった。

「姉ちゃん……」

「下手クソね、貸しなさい」

　姉貴は俺の手から包帯をひったくると、足を差し出させた。

「試合前に怪我するなんて、大ボケもいいとこ」

　クルクルと器用に包帯を巻きながら、姉貴はそう毒づいた。

「うん……」

「ただでさえ弱いのに、完かん璧ぺきに負けるわね」

「──うん」

　さすがに弱気になって、俺は姉貴の言葉を認める。

　姉貴は拍ひよう子し抜ぬけしたように、俺の顔をマジマジと眺めた。

「覚かく悟ごしなさいよ。私、本当にあんたを郎ちゃんに引き渡わたすわよ」

　間近で、姉貴と視線があった。

「試合の前からそんな顔してたんじゃ、負けるに決まってるって言ってんのよ」

　言い返せない俺に焦じれるように、姉貴はプイと顔を背そむけた。

「名めい奉ぶ行ぎようがどんな手で阻そ止ししてくるか、そっちを楽しみにするしかなさそうね」

「え？」

　俺が聞き返したのには気づかなかったのか、姉貴は知らん顔でさっさと救急箱を片づけた。座ったままの俺の頭を、グシャグシャに搔かき乱す。

「早く寝なさい。どうせスタミナ不足で、授業中に睡すい眠みんとってんでしょ。知らないわよ、落第しても。中学と違って、高校は厳しいのよ」

　姉貴はそう言って、部屋を出て行った。

「阻止……かぁ」

　姉貴の言った言葉を、繰くり返し口にする。

「阻止、してくれるかなぁ、越前先輩」

　なんだか──少し、不安だ。

　越前先輩は、相手がロータだから自分の方が焦あせっていると言っていたが──そんなふうに言われてしまうと、俺だって不安になる。

　恋こいって、こんなに不安なんだろうか。

　一いつ緒しよに歩いていきたいのに、どうして置いてけぼりを食らったような気持ちになるんだろう。

　それとも──越前先輩も、こんなに不安？　いっそ、俺の不安と先輩の焦りを、取り出して見せっこできればいいのに。




　　　◇◆◇




　姉貴に言い当てられたように、午前中の授業を、俺はほとんど寝て過ごしてしまった。佐々木が面白半分に、『敵情視察だ』とちょっかいを出してきたが、それに応戦する気にはとてもなれなかった。

　足は──少しまだ痛むが、なんとか歩ける。試合前には、もっときっちりテーピングすれば、大だい丈じよう夫ぶ。走れる。

「城野くん！」

　Ｈ・Ｒ終しゆう了りようの鐘チヤイムが鳴るなり、越前先輩が青い顔をして俺の教室を訪おとずれた。

「……出るつもりなのか!?」

　俺はコクリと頷うなずいた。

「足は？」

　痛みを堪こらえて、その場でトントンと足あし踏ぶみする。

「大丈夫」

「本当に？」

　心の奥までをも見み透すかすような視線から、俺はぎくしゃくと目を逸そらした。

「俺より先輩の方が…」

「え？」

　顔色が悪くて、目がいつもより大きく見える。

「寝てないんじゃないですか？」

「そんなことは……」

　越前先輩は口くち籠ごもった。──どうやら、図星だったらしい。

「心配しないでください。大丈夫だから」

　先輩の目が、疑わし気に瞬まばたいた。俺は必死で言いわけの言葉を考える。

「テープで堅めちゃえば、どってことありません」

「城野くん……」

　越前先輩は、その綺き麗れいに整った顔を少し歪ゆがめた。

「そんな顔しないでくださいよぉ。先輩が責任感じる必要なんかどこにも…」

「僕が蹴けったのに？」

「避よけきれなかった俺が、マヌケだったんだって。誰にも言わないでくださいね、格好悪いから……なんて、俺たち昨日と同じ会話繰り返してますよ。──それじゃ、もう行きます、俺」

　これ以上話すとボロが出そうで、俺は足を庇かばわないように注意しながら、その場を離れようとした。

「僕も──応おう援えんに行くからね」

　相変わらず苦しげな口調で、先輩は言った。

「俺の勇姿、見み逃のがさないでくださいね！」

　虚きよ勢せいを張って俺はそう嘯うそぶくと、越前先せん輩ぱいに手を振ふってから背を向けた。







　試合開始の笛が鳴った。

　チームは南側北側それぞれ二つずつ編成し、前半後半で交こう替たいすることになっている。各チームは、三年生三名・二年生四名・一年生四名の合計十一名。試合は前半四十五分後半四十五分の、計九十分。

　俺は、後半出場チームのメンバーだ。

　前半はスコアをつけながら、単純に応援するだけ。こうして座っていれば、足の痛みのことなんて忘れてしまいそうだ。

　試合もすごくいい勝負で、両チームともなかなか点が入らない。時間だけが刻々と過ぎていく。

「あと三分だ。用意しとけよ」

　三年生からそう声をかけられて、新入部員の俺たちに、緊きん張ちようの糸がピィンと張り詰つめた。

　ネット裏の観客ギヤラリーの中に越前先輩の顔を見つけて、俺はこっそりと手を振った。気づいた先輩が、ぎこちなく手を振り返してくれる。

　俺はスゥッと大きく息を吸った。

　──これで、しばらく走れなくなっちゃっても、後こう悔かいしない。

　ピィッと笛が鳴る。

「城野！」

　呼びかける声に、俺は勢いよく立ち上がった。

　前半点数が入らないまま、後半が始まった。

　正直、どこまで保もつものか不安ではあったのだけれど。自分が意外にちゃんと走れることに、俺は内心驚おどろいていた。

　病は気からって、もしかしてかなり本当かもしれない。気が張ってる時って、人間は結構強い。

　小こ競ぜり合いだけはなんとか遠えん慮りよしつつ、俺は必死でボールを追った。

　一点でいい。一点入れば──勝てる。

　そんな思いがあった。たぶん、相手チームも思いは同じなのだろう。守りガードは堅かたかった。

「城野！」

　パスが通った。

　俺はボールをドリブルして、相手コートを駆かけ抜ぬける。

「城野、左っ」

　聞き慣れた先輩の声に、俺はパスを送ろうとして──突つき抜けた痛みに、そのまま地面につんのめった。

「城野くんっ!!」

　越前先輩の叫さけぶ声が、耳を打った。

「城野、どうした？」

　近くにいたセンターフォワードが、俺を振り返った。審しん判ぱん役やくの先輩が、ファウルでないことを確かく認にんする。

「大丈夫です。ちょっと……足がもつれて、転んだだけ」

「しっかりしろ、行くぞ！」

　先輩に送ったはずのパスは、相手チームに奪うばわれてしまい、再度俺達はボールを追う。遅おくれながら駆けつけた時、目の前でボールはゴールに吸い込まれて行った。

　審判の笛の音が、それに続いた。

「畜ちく生しようッ」

　キーパーが、悔くやしそうにそう呟つぶやいてボールを手にした。

　──南側チームに、一点入ってしまった。

　０対０の均きん衡こうが破られてしまったのもショックには違ちがいなかったが、さっきから俺の耳元ではドクドクと激しい鼓こ動どうの音がしていた。

　痛いのだ。

　足首が、すごく痛い。

　気になりだした痛みは、ますます強く激しくなってくるようだった。

「城野、どうした!?」

　走るスピードの落ちた俺を、二年の先輩が苛いら々いらしたように叱しつ咤たする。

　走らなければ。走って、ボールを奪って……。だけど。

「保っ!!」

　名前を呼ぶ声に、俺はピタリと足を止めた。

「……ロータ」

　越前先輩の隣となりで、ロータが身を乗り出している。

「保、どうしたんだ!?　頑がん張ばれ！」

　うん、と頷いて、俺はなんとか走りだした。地面を蹴るたびに、吐はきそうな痛みが足元から背中までを駆け抜ける。

「城野くん、もうやめろッ!!」

　遠くで越前先輩の声がした。

　──やめられないよ。

　心の中で呟いて、俺はうっかりボールを求めて小競り合いの輪の中に飛び込んでしまった。

　ヤバイ、と思った時には遅おそかった。

　痛めている足に誰だれかの足がぶつかって──俺はもんどりうって、地面に倒たおれ伏ふした。

　ピィッと笛の音が響ひびいた。

「城野!?」

　蹲うずくまった俺の周囲に、北側のメンバーが集まってくる。

「城野、立てるか？」

　そう聞かれて頷うなずこうとした時──。

「城野くん！」

　越前先輩の声が、ひどく近くに聞こえた。

「選手以外は、コート内に入らないように！」

　主しゆ審しんがそう言ったのに、俺は慌あわてて顔を上げる。

「……越前先輩」

　越前先輩とロータが、ここまで駆け寄って来ていたのだ。

「保、泣くな！　泣いたら、負けだぞ」

　ロータの言葉に、俺はキュッと唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「城野……お前、この足は今やったんじゃないんだな!?」

　石川先輩が、咎とがめるように俺を見た。

「……すみません」

「なんで最初に言わないんだ、この馬ば鹿か！　交替だ」

「でもっ」

　反論しかけた俺に、先輩は「あっ」と声を上げた。

　前半に出場した者は、後半には出られない決まりになっていた。北側チームには補欠はいなかったのだ。そうすると、メンバーは十名で戦わなければならないことになって……。

「俺が出る」

　そう言ったロータに、周囲がざわめいた。

「メンバー足りないんだろ？　保の代わりに俺が出る。駄だ目めか？」

　有無を言わせないロータの気き迫はくに、石川先輩が渋しぶ々しぶ頷いた。

「メンバー交替だ」

　俺は越前先輩の肩かたを借りて、コートを降りた。コート脇わきのベンチに腰こしを下ろして、俺は越前先輩に言いわけすることもできなかった。口では格好いいことを言っておきながら、途と中ちゆうで退場なんて──情けない。

　試合は、間接フリーキックから再開した。

　ロータがシュートするふりをして、走り抜けた石川先輩にパスをあわせる。まるで旧知の間あいだ柄がらのように、呼吸がピタリとあった。

　石川先輩のシュートが、綺麗にゴールネットに突き刺ささった。

「……ロータ！」

　俺は両手を握にぎりあわせる。

　これで一対一。もう一点入れば──。

　そこまで考えて、俺はハッとした。

　この勝負には、俺と越前先輩の関係がかかっている。姉貴に認められるか否いなかがかかっていて──ロータはそれを知っている。

　ロータは、俺のことを好きだと言った。俺をあきらめないと言ったのだ。

　越前先せん輩ぱいとの関係を姉貴に認められることは、ロータにとっては不利になる……？

　俺は固かた唾ずを吞のんで、コートに立つロータを凝み視つめた。

　ロータの並外れた運動神経。もう、北側チームの主導権は、ロータが握っているといっても過言ではなくて。でも──彼は、勝利に導いてくれるのだろうか……？　彼にとってなんの価値もない勝利を、摑つかもうとしてくれるのだろうか。

　ボールがロータに渡わたった。

　俺は瞬まばたきするのも忘れて、ただ視線で彼を追った。

　──ここで、ミスをすれば。

　そんな考えが頭を過よぎり、即そく座ざにそれを否定した。

　ロータは、そんなセコい人間じゃない。

　わざとミスをして俺を手に入れるような、そんな姑こ息そくな人間ではないはずなのだ。

　ロータのパスが、再び石川先輩に渡った。

　俺はホウッと息を吐く。と、隣で同じように息をつめていたのだろう越前先輩が、やはり大きく息をついた。

「おや、おジョウさん退場しちゃったのか？」

　皮肉混じりの声に、俺は驚いて振ふり返った。

「最初から見るつもりだったんだが、遅くなっちまった。今どっちが勝ってるんだ？」

　興味深げに、葛木さんは身を乗り出した。

「一対一」

　越前先輩が眼前を見み据すえたまま、小声で呟く。葛木さんは、ヒューと口笛を吹ふいた。

「……ってことは、越前と君を救う鍵かぎは、今遠山が握っているってことか。皮肉なもんだな」

　多少嫌いやみっぽい言葉ではあったけれど、俺は心の中で同意して、再び石川先輩のボールに視線を戻もどした。

「あ！」

　タックルが決まって、ボールは再び南側に渡った──瞬しゆん間かん、 走り込んだロータがそのボールを奪い返す。

「ロータっ!!」

　勢いよく蹴けられたボールは、そのまま僅わずかな弧こを描えがいて──ゴールポストぎりぎりのラインに吸い込まれた。

「入っ…た……──入ったぁ!!」

　ロータがこちらを振り向いて、ガッツポーズを見せる。

　俺はそんな彼に手を振り返すのを、少し躊躇ためらった。

　ほんの一瞬でも、ロータを疑ってしまったことが恥はずかしい。そんな後ろめたさが込こみ上げたのは、俺だけではないようだった。

「……遠山は、すごいな」

　越前先輩の唇からそんな言葉が零こぼれて、彼は微かすかに唇を歪ゆがめた。

　試合終しゆう了りようの笛が鳴る。

　一対二。北側の勝利だ。

「なるほどねぇ。自ら邪じや魔まするなんてことは、あの男は考えつかないのかね」

　呆あきれたように、葛木さんが呟つぶやいた。

「……ってことは、天下晴れて公こう認にんの仲ってヤツだな。──おめでとう、と言うべきかな」

　フフンと鼻先で笑って手を差し伸のべる葛木さんに、俺はどう対応したものかと少し迷った。

「君のお姉さんのおヒスが収まったころに、改めて紹しよう介かいしてもらいたいなぁ」

　つけくわえられた言葉に、ギョッとする。

「それ……どういう…」

「好みのタイプ。あの性格のキツさなんて、たまんない」

　真ま面じ目めな顔で言ってのけた葛木さんから、俺は思わずイスごと後あと退ずさってしまった。と、その時。

「……一件落着には、まだ早いようだ」

　越前先輩が、ぽつりと呟く。

　コート内に群がったメンバーたちが、不ふ穏おんな気配を見せている。俺は、越前先輩の手を借りて立ち上がろうとして──。

「これはノーゲームだ！」

　そんな喚わめき声に、思わず先輩と顔を見あわせた。

　先輩に抱かかえられるようにして、俺は群れているメンバーに近寄った。

「部外者の遠山が、試合に出るのはおかしいと思わないか!?」

　そうクレームをつけたのは、南側の三年生だった。

「……そんなことを今さら言われたって。おかしいと思うんなら、城野と遠山が交こう替たいした時点でそう申し出るべきだろう!?」

　北側の三年生の返答に、南側のメンバーは、「試合中で、そこまで頭が回らなかった」と口くち籠ごもりながら答えた。

「けど……確かに、反則かもしれないな」

　そう冷静に言ったのは、意外にも石川先輩で──その場にいた全員が、ギョッとしたように彼を見る。

「城野が退場したのはやむを得ないことだったけど、だからといって、遠山に助っ人を頼たのむのは間ま違ちがいだったのかもしれない」

「……石川先輩」

　俺は思わず声を上げた。

　そんなこと言って、だったら試合はどうなるのだろう？　ノーゲームって？　やり直せるんだろうか？　今すぐに、それとも数日後に？

　聞きたいことは山ほどあるのに──焦あせるばかりで言葉にならない。

「森本──南の勝ちだ」

　あっさりと石川先輩は口にして、スッと右手を差し出した。

「石川」

　一瞬驚おどろいた顔をして、それから森本先輩は差し出された手を握り返した。

「……すまん。出過ぎた真ま似ねをした」

　ロータが頭を下げる。

「そんなことないって」

　石川先輩が、陽気な声を上げた。

「正直言って──いい試合だったと思う。やってて面白かったし。けど……もし、遠山がうちの部員だったら、間違いなく部長に決まって楽だったよなぁ。な、森本」

「違いないな」

　つられるように、森本先輩が大きな声で笑った。

「遠山、生徒会長なんか辞やめて、うちに入部しろよ。今なら、入部試験ナシで即そく入れてやるぜぇ」

　そんな軽口に、ロータが困ったように頭を搔かいた。

「──一件落着だね」

　耳元で越前先輩は、そうポツンと呟いた。

　まるでそれが合図だったみたいに、こちらを見たロータが、少し離はなれた場所を顎あごで示した。

　険しい表情を浮うかべた越前先輩が、誘さそわれるままに、そこに足を向ける。

「越前先輩……？」

　追いかけようとして、俺は忘れていた足の痛みに、その場にしゃがみ込んだ。

「城野くん。……ちょっとここで待っててくれるかな」

「俺も、一いつ緒しよに行く」

　そう言った俺に、彼はちょっと困った顔をしてから、あきらめたように手を差し伸べた。







「保の怪け我がは」

　そう聞かれて、俺を支えていた越前先輩の手がピクリと反応した。

「昨日、僕が…」

　ロータを凝ぎよう視ししたまま、越前先輩は答える。

「そうじゃない、俺が勝手に」

　言葉を挟はさんだ俺を、先輩は掌てのひらを翳かざして制した。

「無茶なタックルを仕し掛かけた結果だ」

「そうか」

　と、ロータは短く答える。

「ロータ、越前先輩は悪くないんだ」

　そう叫さけんだ俺に、彼は軽く頷うなずいて見せた。

「そんなことはわかってるさ。有麻との約束もあったろうし」

　無表情に、ロータは言う。

「姉ちゃんとの約束──どうなるんだろう……？」

　そう呟いた俺に、彼はちょっと唇くちびるを引きしめる。

「約束は約束だ」

「ロータ!?」

　意外な言葉に、俺は思わず声を上げた。

「反則……負けだからね。わかってる」

　越前先せん輩ぱいが、苦々しげにそれを認める。

「だけど、僕はあきらめる気はない」

　俺の腕うでを摑つかむ越前先輩の指に、力が込められた。

「遠山や、城野くんが考えている以上に、僕は本気のつもりだ」

　きりりとした横顔を、俺は間近で見上げる。

「城野くんの気持ちが、少しでも僕に向いている限り、僕はあきらめない」

「それは、俺も同じだ」

　ロータは抑よく揚ようのない口調で言い返した。

「一パーセントでも望みがある限り、俺もあきらめるつもりはない」

　ビクッと強こわ張ばった俺の肩かたに、越前先輩の手が躊躇ためらいがちに移動した。

「とにかく、今日は保を引き渡わたしてもらう」

　ロータの言葉に、越前先輩は血の気の引いた顔で、少し微わ笑らったように見えた。

「……敵かなわないな、君には」

　越前先輩の手の温もりが、すうっと離れて行く。

「先輩……」

「正直言って、遠山が城野くんの代理を申し出た時──わざと負けるつもりかもしれないって、僕は考えた」

「そんな卑ひ怯きような真似は…」

　言い返そうとしたロータを、越前先輩が阻はばむ。

「そう考えた時点で、僕の負けだった」

「越前先輩!?」

「出直すよ。今日は、遠山に預ける。……医者に連れて行ってやってくれ」

　ロータが頷くのを見て、彼は目を伏ふせた。

「……越前先輩」

「──君の気持ちが、完全に遠山に向いてしまう前に、なんとか形勢逆転を試みてみるよ」

　そう言った先輩は、透すきとおるような悲しい顔で笑った。

　掌が俺の頰ほおに触ふれ、撫なでるようにしてから離れていってしまう。

「あとは頼む」

　それだけを言い残し、越前先輩がロータのそばを擦すり抜ぬけていく。

「越前先輩っ!!」

　こちらの様子を気にしている葛木さんに向かって、彼はまっすぐに歩いていく。振ふり返る気配はなかった。そんな後ろ姿を見送るのすら遮さえぎるように、ロータが俺の前に立ちはだかった。

「ロータ、退どいて！」

「その足で、どうやって追うつもりだ？」

　言うなり、彼は俺を肩に担かつぎ上げる。

「このまま医者に連れて行くぞ」

「……ロータ」

「どうしても俺が嫌いやなら──俺に触れられるのが死ぬほど嫌なら、突つき飛ばして逃にげろ。今なら、叫べば越前に届く」

　幾いく分ぶん寂さびしげな呟つぶやきは、先ほどの越前先輩の微笑ほほえみを思い起こさせた。

「……ロータが嫌なわけじゃない」

「それなら、今は俺から離れるな」

　きっぱりと言い切ったロータに、俺は答えることができなかった。

　追って行きたいのに。越前先輩を追いかけたいのに。

「……ごめんね」

　俺はぽつりと呟いた。

「俺も……一いつ瞬しゆんロータのこと疑った」

「うん？」

「ロータが、わざとミスして負けるかもって思った」

　俺がそう言うと、ロータは黙だまったまま歩きはじめる。どうやら本当に、このまま医者に連れて行くつもりらしかった。

「……そんなことをしたら、余計に保は俺から離れるだろう」

　裏門を出るころになって、彼はようやくそう呟いた。

「不安、だったんだ」

　腹部を圧あつ迫ぱくされてうまく喋しやべれない俺に気づいたのか、ロータはいったん俺を下ろした。真っ正面から凝み視つめられて、思わず言葉に詰つまった俺を、ロータは懐ふところ深く抱だき竦すくめた。

「越前先輩も、不安だって言ってた」

「……越前が？」

　頭上から声が降りてくる。

「人の気持ちは、目に見えないからな。疑心暗あん鬼きになった方が負けだ」

　返事のしようがなくて黙った俺に、ロータはなおも言った。

「保。……越前が本気なように、俺だって本気だ」

　ロータの両掌が、俺の頰を掬すくうように包み込んだ。

「有麻を泣かすぐらい、本気なんだ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしに射い抜ぬかれて、鼻の奥がつぅんと痛くなる。

　熱くなってきた目め頭がしらを押さえて、俺は必死で涙なみだを堪こらえながら、震ふるえる息を吐はいた。

　半泣きの俺を気き遣づかうように、ロータはくるりと背を向けて身を屈かがめた。俺は黙ってその背中におぶさった。

　越前先輩もロータも、本気だと言う。

　そんな二人の本気に立ち向かえるくらいに、受け止められるくらいに強くなりたい。それほどに思ってもらえる値打ちが、今の俺にあるとは思えないから。

　せめて、俺も本気で立ち向かえるように、自分自身がしっかりしなくてはいけないのだ。

　姉貴との約束以前に、ハッキリしなかった俺が一番ずるい。越前先輩にも、ロータにも甘あまえていた俺が弱い。

　こんな些さ細さいなことで揺ゆらがないほどに、強くならなければ。

　手の甲こうでグイッと涙を拭ぬぐい、胸の内で「負けるもんか」と呟いた。

　ロータの背中に揺られながら、ベソをかいたこの日を、俺は絶対忘れないだろうと思った。忘れずに、乗り越こえてみせる。




　──勝負は、これからだ。







絶対の領分　第４章







　ああ、ロミオ様、ロミオ様！　なぜロミオ様でいらっしゃいますの、あなたは？




　読みかけの本を、俺はバサリと机に伏せた。

　──つまんないの。

　鬱うつ屈くつとした気分で、本の上に頭を俯うつぶせる。

　わずか一週間で、ロミオとジュリエットの恋こいは、悲劇に走った。

　運命に翻ほん弄ろうされた、お馬ば鹿かさんたちだ。

　窓から吹ふき込む風に、湿しめった匂においが混ざる。

　雨が近い。

　俺は、ゆっくりと目を閉じた。




　──ああ、越前先輩、越前先輩！　なぜ越前先輩でいらっしゃいますの、あなたは？




　名前を差し替かえて、胸の内でひっそりと呼びかける。

「……バッカみたい」

　砂を吐きそうになって、俺はウンザリと呟いた。

　放ほうり出してあった文庫本を、片手で握にぎり込むように摑つかんで、俺はまだしつこく痛む右足を少しだけ引き摺ずって図書室を出た。




　　　◇◆◇




　サッカー部の新部長を決める試合から、はや一週間が過ぎた。

　南高の勝利が決まって、新部長となった森本さんを「気に入らねぇ」と言う者もなく、サッカー部は結構和気あいあいと活動している。

　けれど──俺は。

　試合に負けたからって、あっさりとあきらめきれないことがある。それはもちろん越前先せん輩ぱいのこと、だ。

　俺のいるチームが勝てば、越前先輩との仲を認めてくれる。負ければ、俺は文句を言わずにロータのモノになる。

　試合に賭かけられた俺の恋心は、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

　ロータが嫌なわけじゃない。そんなわけない。

　小さいころから、ずーっと凝視め続けたヒーローだ。大好きだったロータ。

　それなのに、もうロータじゃ駄目だった。

　好きだけど、駄目だった。

　けれど──越前先輩は、潔いさぎよく背を向けてしまった。あっさりと、俺をロータの手に委ゆだねた。

　約束だから、と。一件落着だ、と。

「冗談じゃない！」

　叫さけびたかった。怒ど鳴なって追いかけたかったのに──俺は走れなかった。

　痛む右足が、先輩を追うことを阻はばんだ。

「本気だ」というロータの背中が、見送ることすら遮さえぎった。

　一件落着にはほど遠い。遠すぎて、俺にはゴールすら見えないのに……。







「周囲の反対を押し切って一緒になったって、不幸になるのは目に見えてるのよ。ほーら、ここにいい例があるわ。これでも読んで、同病相あい哀あわれんでなさい。身につまされるわよぉ～」

　試合の結果を知った姉貴は、意気消しよう沈ちんしている俺に、高笑いしながら一冊の本を叩たたきつけたのである。

　──『ロミオとジュリエット』

　あまりにも有名な、シェイクスピアの戯ぎ曲きよくだ。

　姉貴の暗示にかかったつもりはないけれど、ちょっと無理をしたせいで右足の治りが遅おそいことと、捻ねん挫ざは癖くせになるから大事を取って──昼休みのドッジボールと、放課後の部活動を、俺は自じ粛しゆくしている。結果、暇ひまを持て余した昼休み、俺はなんとなく図書室で本コレを読んでいるわけで。

『ロミオとジュリエット』なんて、女子供の読むもんだと思うんだけどさ。題タイトルはポピュラーで耳にするわりに、内容はよく知らなかったもんだから、つい好こう奇き心しんで──なんて、俺ってば、姉貴に洗脳されつつあるんだろうか。

「熱心だね。なに読んでるの？」

　背後からかけられた声に、俺はびっくりして振り向いた。

「…え…越前、せ…」

「ほらほら、そんなに目を見開くと、零こぼれて落ちちゃうよ」

　クスリと微わ笑らって、彼は俺の手から本を奪うばい取る。

「へぇ、ロミオとジュリエット？」

「あ、姉貴のっ」

　言いわけするように、俺は焦あせって口にする。

　だって……格好悪いじゃん。女子供の読むもんだぜぇ？

　もっとほかにいいフォローはできないものかと、脳ミソをフル回転しているのに、気のきいた言葉が見つからない。これ以外にも言いたいことは山ほどあるのに、全然言葉にならなくて。

　こんなふうに話すのは──一週間ぶり。こんなに近くで会うのも、一週間ぶりだ。避さけているつもりもないのに、ほとんど顔もあわせずに毎日は過ぎた。

「あ、ロミオが舞ぶ踏とう会かいでジュリエットに会うところだね。もうすぐ有名なバルコニーの場面シーンだよ」

　俺の読んでいたページを見て、彼はそう言った。

「……越前先輩、読んだことあるんですか？」

　ぼんやりと俺は聞いた。

　聞きたいことは、こんなことじゃない。けれど、本当に言いたいことは、すべて、口にするのを憚はばかられてしまうことばかりだ。

「うん。中学の時の夏休みに、感想文の宿題で」

　言いながら、越前先輩は苦く笑しようする。

「有麻さんが読めって言ったの？」

　俺は頷うなずいた。

「それはまた…」

「嫌いやがらせなんです。えっと……反対されてる恋れん愛あいなんか、不幸になるって、それで」

　周囲を気にするまでもなく、俺は蚊かの鳴くような声でボソボソ言った。

「有麻さんらしいなぁ。…でも、ロミオもジュリエットも、決してあきらめやしなかったよ」

「それで──不幸になったんでしょう？」

　ウーンと低く唸うなって、越前先輩は眉まゆを顰ひそめる。

「読んでる途と中ちゆうで、あらすじを話しちゃマズいかな」

　俺は慌あわててかぶりを振った。曖あい昧まいにごまかせば、先輩はすぐにも図書室を出て行ってしまいそうに思えたのだ。

「推理小説じゃないし。それに、ラストはどうなるのか、だいたい知ってるから。……話してください」

　もっと、声を聞いていたい。そばにいてほしい。

　その思いが伝わったのか──先輩は、隣となりの椅い子すを引いて、浅く腰こしを下ろした。

「モンタギュー家の一人息子ロミオと、キャピュレット家の一ひと人り娘むすめジュリエットは、お互たがいの家が仇かたき同士なのに、出会うなり愛しあってしまう──ってとこが、今城じよう野のくんの読んでるあたり」

「……でも、ロミオは違ちがう女性が好きで、失しつ恋れんしちゃってて…」

　口を挟はさんだ俺に、先輩はニコリと微わ笑らう。

「ジュリエットに出会って、失恋の痛手を綺き麗れいさっぱり忘れてしまったんだ。それぐらい、ジュリエットに一目で心を奪われた」

　越前先輩の静かな口調に、俺は耳を澄すました。

「二人は誰だれにも内ない緒しよで、結けつ婚こんする。ところが、ジュリエットの従い兄と弟こがロミオの友人を殺して、怒おこったロミオはその従兄弟を手にかける。……事件が露ろ見けんして、ロミオは追放処分。悲しみにくれたジュリエットは、親から結婚しろと迫せまられる」

「……パリス？」

　俺は、ジュリエットに求婚していた男の名を口にした。

「そう。でも、ロミオと結婚したことを公にできないジュリエットは、絶望して神父を訪ねる。二人の結婚に立ち会った神父だよ。彼はジュリエットに同情して、眠ねむり薬を与あたえるんだ。彼女は婚礼の前日にそれを飲んで、死人と見み紛まがうほどの眠ねむりに落ちる。神父はそのことを追放されたロミオに報しらせようとするんだけど、行き違いがあって、ロミオはジュリエットが死んでしまったと勘かん違ちがいするんだ。それで、墓場のジュリエットを訪ねて、そこで服毒自殺する。そのあとにジュリエットは目覚めて……」

「あとを追う？」

　越前先輩は頷いた。

「ロミオの短たん剣けんで、胸を突つくんだ」

　俺はふと黙だまり込んだ。なんだか──読む気がしなくなってしまった。落ち込むだけの、暗い話のような気がする。

「ねぇ、城野くん」

　俺の方を見ずに、先輩が口を開く。

「僕はあきらめないよ」

　そのひとことに、俺はマジマジと彼の横顔を凝み視つめた。涼すずやかな瞳ひとみが、まっすぐに前を見み据すえている。

「有麻さんも言ってたね。ロミオとジュリエットが男同士だったら、悲劇も喜劇になるってさ」

　そういえば──そんなことを言ってたような……。

「喜劇にしよう」

　越前先輩は、キッパリと言いきった。

「有麻さんの前で、君と笑いあえる日がくるように、努力するから。もう少し、待っててくれるかな」

　ゆっくりと先輩が俺を見て──俺は唇くちびるを引き結んで頷いた。

「それまで、パリスに攫さらわれないように」

「……パリスって、ロータ？」

「そうなるかな？　〝蠟ろう細ざい工くのように美しい殿との御ご〟」

　本の中にあるパリスの形容を口にして、越前先輩はクスッと笑った。

「──葛木だ。城野くん、またね」

　言うが早いか、彼はそそくさと立ち上がった。どうやら待ちあわせしていたらしい葛木さんを、こちらに気づく前に、図書室ここから連れ出したかったのだろう。俺はその後ろ姿を見送って──ハラハラと本のページを捲めくる。

　──ああ、ロミオ様、ロミオ様！　なぜロミオ様でいらっしゃいますの、あなたは？

　そんな台詞せりふが、目に飛び込んだ。

　ロミオが仇の息子と知って、それでも恋こい心ごころを抑おさえきれずに、ジュリエットが独白しているのだ。

　仇の名前を捨ててくれれば、自分も名を捨てて、愛しあえるのに、と。

　そんなことできっこないのに、ジュリエットはそう思い詰つめる。名前を変えたって、ロミオはロミオで、ジュリエットはジュリエット。俺は城野保で、越前先輩は、越前守だ。姉貴は、許しても認めてもくれない。

　親が仇ならいざ知らず、姉貴の仇はほかの誰でもない──この俺なんだから。







「保、どうしたんだ、こんなところで」

　図書室を出るなり、俺は廊ろう下かで呼び止められる。

「……ロータ」

「足、まだ痛むのか？」

「ううん、たいしたことない」

　毎日のように繰くり返している返事を、俺は口にする。

「図書室にいたのか？」

　ロータはふと目を細めて、図書室の扉とびらを見る。

　まさか──越前先輩も図書室にいたなんて、知ってるわけないよね。

　心の中をそんな疑問が掠かすめたが、あえて聞かなかった。

「今日クラブは？」

　俺は曖昧に肩かたを竦すくめる。

「もっぺん医者に行って、湿しつ布ぷ貰もらって来ようかなと思って」

「つきあうよ」

　ロータは優しげな表情で、俺を見下ろした。

「…って、ロータ、生徒会は？」

　確か、予算問題がこじれていたはずだけれど。生徒会長ロータ殿どのは、もうそれを解決したのだろうか。

「今日は、中休み。中央委員会の決議待ちだ。医者の帰りに、モスに寄って行こう。保、今度の新デザート食いたいって、言ってたろう」

「う、うん」

　頷いた俺の頭を、クシャッと一ひと撫なでしてから、ロータは俺から離はなれた。

「放課後、教室まで迎むかえに行く」

　その言葉にもう一度頷いて──俺は乱された前まえ髪がみにフッと息を吹ふきかけた。

　ロータは優やさしい。

　今では、俺のことを一番に考えてくれる。

　それなのに──どうして俺は、それを物足りないと思ってしまうのか。

　ロータが全身で表現してくれる暖かさよりも、さりげなく口にした越前先せん輩ぱいの言葉に、俺の心は揺ゆらされてしまう。

　──僕はあきらめないからね。

　そう、先輩は言った。

　じゃあ、どうする気？

　聞きたくて、聞けなかった言葉。

　いつだったか姉貴が言ったように、俺を奪だつ回かいしてくれるとでも言うのか。

　そこまで考えて、俺は苦く笑しようした。

　奪回されるのなんか、待ってられるかっつーの。

　気づいてしまった。

　俺の心の中の絶対の位置に、越前先輩は座ってしまった。

　気づいたからには、待ってなんかいられない。ロータの与えてくれる温もりに、甘えている場合じゃないのだ。

　──奪回されに行こうじゃないか。

　俺はひっそりと決意する。

　頭上で、昼休み終しゆう了りようの予よ鈴れいが鳴った。それを合図に、俺は持っていた文庫本を、近くのゴミ入れにポイと投げ捨てる。

　深窓の令れい嬢じよう・ジュリエットだって、恋のために走り回ったのだ。女のジュリエットにできたことが、俺にできないわけがない。

　──悲劇を喜劇にしてやろう。

　俺は意気揚よう々ようと、教室に向かった。




　　　◇◆◇




　玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「保、ちょっと出て」

　目玉焼きを作りながら、姉貴が言った。

「え!?　俺、パジャマだよ」

「かまやしないわよ。女の子じゃあるまいし、なに恥ずかしがってんの。日曜の朝から来るなんて、どうせ新聞屋か宅配便よ。ホラ、早く出てってば」

　早口に捲まくし立てて、姉貴が塩とコショウを振ふり回す。

　俺は「ハイハイ」と返事をして、玄関に向かった。その間にも、チャイムは二回鳴らされた。

「……どなたですかぁ」

　返事がない。

　俺は覗のぞき穴から表を窺うかがって──ギョエーッと叫さけびたくなるのを堪こらえた。

　かなりビビりながら、そうっと扉を開ける。

「……い、らっしゃいませ」

「だらしがないな。まだ寝ねてたのか」

　開口一番、これはないと思う。

　俺はパジャマ姿なだけで、ちゃんと顔も洗ったし、姉貴がモタモタしてなきゃ、とっくに朝飯も済ませていたはずなのだ。──と、そうじゃなくて。

「……なにかご用ですか。葛木さん」

　俺はめいっぱい不ふ機き嫌げんな表情を作って、上うわ目め遣づかいに彼を見た。

　平和な日曜の朝から、見たい顔ではない。

　しかも──キッチリとジャケットを着込んで、薔ば薇らの花抱かかえた葛木さんなんか、どうして見たいものだろうか！

「まさかと思うけど……花屋のバイトですか？」

　彼は、ムッとしたように顔を顰しかめた。

「申しわけないが、今日はおジョウさんに用があって来たわけじゃないんだ。──有麻さん、いるかな？」

　古い表現だけど、目がテンっていうのは、こういうことをいうのだろう。

　今──葛木さん、なんて言った？

　ユマさん……有麻さんっつーのは、姉貴だぜ!?

「姉…ちゃん？」

　信じられない思いで聞き返した。

　オシャレして、花持って、姉貴を訪ねてきたっつーことは──そーゆーことだよね!?　いくら鈍にぶい俺だって、さすがにわかるよ？

「保、あんたなにやってんのよッ。せっかく私が半熟目玉焼き作ってやったっていうのに、腐くさらせたいの!?　新聞なら、この間契けい約やく更こう新しんしたとこだって、お母さんが……あら」

　凄すさまじい勢いで姿を現した姉貴は、扉の陰かげの葛木さんに気づいて、拍ひよう子し抜ぬけしたような声を出した。

「おはようございます」

　俺への第一声とはかけ離れた爽さわやかさで、彼は、姉貴に向かって頭を下げた。

「……あんた」

　フライ返しを手に持ったまま、姉貴は葛木さんを一いち瞥べつしてから、俺に視線を移す。

「保の友達？」

　ダァ～ッとこけそうになったのは、俺一人じゃなかった。ガックリと肩を落として、葛木さんは縋すがるような目つきで姉貴を見る。

「……ショックです。覚えていてもらえなかったとは」

　──へへーんだ、ザマァミロ。

　俺はこっそりと、舌を出す。

　葛木さんって結構自信家なとこがあるから、こういう姉貴の態度は彼のプライドをいたく傷つけること請うけ合いで。

「遊びに行くんなら、ちゃんと朝あさ御ご飯はん食べてから行きなさいよ。せっかく作ったんだから」

　姉貴は、葛木さんをアッサリ無視して、俺にそう告げる。

「……エプロン、似合いますね。有麻さん」

　驚おどろくべきことに、葛木さんは一いつ瞬しゆんで立ち直った。

　名前を呼ばれて、姉貴はギョッとしたように彼を見返す。

「あんた誰だれ？」

「以前、一度お会いしてるんですが……。葛木英司といいます。越前の…」

　そこまで言いかけた時、姉貴は「ああ」と大きな声を上げた。

「ロミオの友達ね」

　侮ぶ蔑べつを込めたような姉貴の口調に、葛木さんは首を傾かしげた。

「なに、ロミオの目を掠かすめて、横よこ恋れん慕ぼしにきたの？」

「……ロミオ…って」

「──越前先輩のこと」

　しかたなく、俺はポツリと呟つぶやいた。

「へぇ。……じゃ、おジョウさんが、ジュリエット姫ひめなわけ？　なるほどね」

　──わざわざ姫をつけんなよ。

　いちいち嫌いや味みだなと思いながら、ジロリと彼を睨にらみつける。

「どうすんの、保。食べるの、食べないの!?」

　相変わらず葛木さんなど眼中にないように、姉貴は俺の耳元で怒ど鳴なった。

「あ、食べます、いただきますっ」

　慌あわてて俺は、そう答える。

　起きてから、ゆうに四十分は過ぎている。その間、俺はずーっとオアズケ状態だったのだ。

　両親が町内会主催のバス旅行に出かけたのを幸いに、昼ごろまで寝ているつもりだったのが、台所での凄まじい破は壊かい音おんに叩たたき起こされた。

　母のお気に入りのティーカップを砕くだき割った姉貴は、悪びれもせずに、

「ちょっと待ちなさい、今私が目玉焼き作ってあげるから」

　と、宣のたもうたのである。

　どういう風の吹ふき回しかと思いつつも、断ったら断ったでウルサイので、俺は素直に食しよく卓たくについた。

　ところが、案の定──まず卵を割ることを失敗した姉貴は、ボールに入った殻からの破片を取り除くのに悪戦苦く闘とうした。

　口や手を出すと、怒おこられるに決まってるので、俺は黙だまってその作業が終わるのを待っていたわけで。

　ようやく焼けて、いい匂においが漂ただよって──鼻高々にフライパンから皿に移そうとした姉貴の手から、目玉焼きが床ゆかめがけて落っこちたのは、その直後だった。

　姉貴は意地になった。

　のんびり座っていた俺に、八つ当たり半分に片づけろと怒鳴り散らし、二個目に挑ちよう戦せんした。そこへ、葛木さんがやってきたのである。

「んじゃ、俺食ってくる。姉ちゃん、葛木さん、俺じゃなくって姉ちゃんに用事なんだってさ」

　そう言い捨てて背を向けた俺の襟えり首くびを、姉貴はむんずと摑つかんだ。

「なんでよ」

「そんなこと、葛木さんに聞けよ。ねぇ？　そうだよね？」

　救いを求めて扉とびらのほうを見ると、葛木さんが神しん妙みような表情で頷うなずく。

「有麻さん、今日はなにかご予定でも」

「はあ!?」

　俺は姉貴に襟を摑まれたまま、思わず首を竦すくめる。

　──……まさか、本気だとは思わなかった。

　確かに葛木さんは、いつだったか──そう、例のサッカー部の試合の時に、姉貴のことを「好みのタイプ」だとは言った。「あの性格のキツさがたまらん」とも言った。確かに言ったが。……まさか、あれが全部本心からだったとは!!

「予定はないけど…」

　言いかけた姉貴の言葉を、彼はあっさりと奪うばい取った。

「それなら、どこかに出かけませんか？　こんなにお天気もいいことだし」

　目を輝かがやかせて、声まで弾はずませて。

「……どこかって？」

　それとは正反対に、姉貴は超ちよう不ふ機き嫌げんな表情も露あらわに、彼を真っ向から見返している。

　怖こわいモノ見たさも手伝って、俺はそんな二人を交こう互ごに見比べた。

「遊園地でも、動物園でも、映画でもなんでも。有麻さんの行きたいところにつきあいます」

「……なんで？」

　あ──姉貴の声が座ってきた。これは、要注意警報。

「なんでって……デートを申し込んでいるんですよ。これ、気持ちだけですが」

　葛木さんは、抱かかえていた薔ば薇らの花束を、姉貴に差し出した。

　それに対する姉貴は──頰ほおを紅潮させることもなく、こう言って退のけたのである。

「おととい来な」

「……は？」

　葛木さんが、あんぐりと口を開ける。

「保。帰ってもらいなさい」

　彼にではなく俺に、姉貴はそう言った。

「え、だって、えっと……姉ちゃん…？」

「年上の女揶揄からかうなんざ、十年早いって言ってんのよッ！　バカにすんじゃないわよ！」

「うわッ!!」

「だぁッ!!」

　それぞれの叫さけびが、狭せまい玄げん関かんに交こう錯さくした。

　そう吐はき捨てるなり姉貴は、摑んでいた俺を、葛木さんめがけて突つき飛ばしたのである。

　それきり姉貴は振ふり向きもせずに、奥に引っ込んでしまった。

「有麻さんっ!!」

　ぶつかった俺の身体からだを引き剝はがし、未練がましく葛木さんが声を上げる。

「……あのぅ」

　俺はおそるおそる、彼を見上げた。

「こういう時は呼びかけても、たぶん無む駄だだと思う」

　おヒス状態の姉貴は、天下無敵だ。

「どうして、有麻さんはあんなに怒るんだ？」

「乙おと女め心ごころって、フクザツなんじゃないの？」

　慰なぐさめるでもなく言った俺に、彼はちょっと憮ぶ然ぜんとしたようだった。

「……ま、しょうがないな」

　そう嘯うそぶく姿は、いつもの葛木さんと変わりない。

「──本気、なわけ？」

　思わずそう口にした俺を、葛木さんが一いち瞥べつする。

「俺は俺で、考えて行動してるんだ」

　素っ気なく、彼は言った。

「それ……どういう意味？」

「俺なりに協力しようと思ってるんだから、感謝してほしいね」

　気障キザな仕し種ぐさで前まえ髪がみをかきあげて、彼はフフンと口元を歪ゆがめる。

「将を射んと欲ほつすればまず馬から、って諺ことわざを前に教えただろう」

　もう忘れたのか、と言いたげに、彼は言った。そういえば──入学して間もないころに、そんな言葉をエラソーに教えられた気がする。

　彼は抱えていた薔薇の花を、俺の手に押しつけた。

「花の似合う顔だねぇ、おジョウさん」

　それだけ言い残して、葛木さんは踵きびすを返した。俺は彼の言葉に面食らったまま、スゴスゴと台所に戻もどって──。







「保、もう冷めちゃったわよ」

「あ……うん。姉ちゃん、これ」

　持っていた花束を差し出す。姉貴は露ろ骨こつに嫌そうな表情を浮うかべた。

「葛木さんのこと、嫌きらい？」

「あんた、なに言ってんの」

　呆あきれかえったように、姉貴は言った。

「あの男は、ホモよ!?」

「えッ!?」

　俺は絶句した。

「なに驚おどろいてんのよ。あの男は、あんたのロミオに横よこ恋れん慕ぼしてんじゃない」

「え、越前先せん輩ぱいに!?」

　姉貴は自信満々に頷く。

「そりゃ──葛木さんは……越前先輩の参さん謀ぼうだったけど、えっと……親衛隊だけど、でも…」

「ほら、ごらんなさい」

　勝ち誇ほこったように、姉貴は言った。

「でも、それならなんで、姉ちゃん誘さそいにくるのさ？　越前先輩のこと好きなら、邪じや魔まなのは俺で…」

「そりゃ、私や郎ちゃんがいなかったら、あんたやっつけるのなんか、パパパのチョイナよ。生ゴミ捨てるより簡単よ」

　──そうか。それで、将を射んと欲すれば馬から？

　姉貴とロータを味方につけて、俺を始末する？──……なんか、違ちがう気がするけど。

　そう──なんか、違う。

　葛木さんは、それほど単純じゃない。

　俺に感謝しろって言った。俺が感謝するとしたら、今はただ越前先輩のこと？　たとえば、越前先輩との間を取り持ってくれたら、確かに俺は感謝するだろう。だけど……どうして、そこに姉貴が関かかわってくるんだろう？

「あ！」

　ふと頭を過よぎった思いつきに、顔を上げた途と端たん、姉貴の怒いかりを含ふくんだ目と視線があう。

「……いただきま～す」

　その意味を悟さとった俺は、そそくさとフォークを取った。

　冷えきった目玉焼きは、裏面がビッシリと焦こげついた上、ところどころ殻からの歯は応ごたえがした。

　……身内の贔ひい屓き目めでかばってみてても、やっぱり葛木さんが姉貴に本気だとは、とても信じられない。




　　　◇◆◇




　Ｈ・Ｒが終わるなり、俺は教室を飛び出した。

　幸い、右足首はもうほとんど痛まない。

　目指すは、中央委員会室。一般生徒にはあまり縁のない場所で、俺も行くのは初めてだ。かなり以前に、越前先輩から一応場所を聞いておいて助かったかもしれない。

「……ここか」

　見上げたプレートに、『中央委員会室』と記されていた。

　扉とびらを、軽くノックする。

「どうぞ」

　越前先輩の声だ。

「失礼します」

　ほかに誰だれかいるかもしれないので、とりあえず礼れい儀ぎ正しく、俺は頭を下げて扉を開ける。

「城野くん!?」

　室内は意外に狭かった。

　ビッシリ隙すき間まのないように並べられた、スチール製の本ほん棚だなに囲まれて、机が六つ向かいあって置かれている。

　会議室みたいだ、と俺は思った。

　そのうちの一つの机の前で、越前先輩は勢いよく立ち上がった。

「……どうしたんだい、君がこんなところに」

　俺は黙だまって、彼を見返した。

「あ──来てくれて嬉うれしいよ。ちょうどまだ誰も来てないんだ。ほら、お入りよ。生徒会室と違って、汚きたないんでびっくりした？」

「そんなことは……あの、俺」

　言いかけて、彼があまりに優しげに笑うものだから、俺はなんとなく口を噤つぐむ。

　確かにあの成金趣しゆ味みの生徒会室に比べたら、室内は殺風景で味気ない。あの部屋からここへ来ざるを得なかった、彼の心情はいかばかりか──と、そんなことに拘こだわる人じゃなかったっけ。

「でも、紅茶はいいのがあるんだよ。待って、今いれるから」

「いえ、そんなにゆっくりしてられないんです！　俺、クラブ行かなきゃ」

　即そく座ざに断った俺の足元に、彼はゆっくりと視線を落とす。

「足、もういいんだね」

　伏ふせられた睫まつげの長さに、ふと胸が詰つまる。

「ご心配、おかけしました。もう、全快です」

　慌あわてて、頭を下げた。

「それ、報告しに来てくれたのかな」

　──なんとなく言外に「そうじゃないよね」と言われているようで、俺は顔を上げる。

「どうしたんだい？」

「あの…」

　覚かく悟ごを決めて、俺は早口に言った。

「姉ちゃんのこと、これ以上、傷つけたくないんです！」

「……え？」

「確かに──俺と越前先輩のこと、反対して引き離はなそうとしてるの、姉ちゃんだけど。でも、姉ちゃんがそんなふうに頑かたくなになっちゃったのも、もともとは……俺のせいなんだし。姉ちゃんが、俺のことにかまえなくなるぐらい、ほかに興味の対象があったらって……俺も思うけど。だけど、だからって、なんかそのために姉ちゃんのこと利用するのは嫌なんです。俺──越前先輩のこと好きだし、姉ちゃんに反対されたからって、あきらめられそうにないしっ、……越前先輩が待っててくれるんなら、ちゃんと姉ちゃんが落ち着いてから、何度でも根気よく話しあおうって、そう思ってて……だから…っ」

「ちょっと待って、城野くん」

　面食らったように、越前先輩は俺の言葉を遮さえぎった。

「ごめん、悪いんだけど、最初からわかるように説明してくれるかな？」

　焦あせり気味に言った言葉に、今度は俺が首を傾かしげる。

　──違うのか？

　昨日葛木さんが家に来たのは、姉貴の監かん視しを俺から離すためじゃなくて？　越前先輩が考えたことでもなくて──葛木さんの単独犯？　本当に葛木さんは、言葉どおり俺たちのために協力してくれただけ？

「昨日、葛木さ…」

　意を決して、そう口を開きかけた時だった。俺の背後で、扉がガラリと開いて……、

「越前、スマン！　予算案の変へん更こう分ぶん、用紙が一枚抜ぬけてて…」

　その声に、俺は飛び上がって振ふり返る。

「保!?」

　万事休すだ。これではまるで、浮うわ気き現場を見つかってしまったみたいな──。

「違うよ！」

　混乱して、俺は喚わめいた。

「違うんだ！　よ…用事があったからここに来ただけで、ロータに内ない緒しよで越前先輩に会いにきたわけじゃなくて…っ」

　しどろもどろに言いわけして、それがますます墓ぼ穴けつを掘ほっていることに気づき、俺は室内を飛び出した。

「保っ!?」

　後ろから摑つかまれた腕うでを振り切る。

「ちょっと待て、保！　越前、すまん、これ頼たのむ！」

　背後でかわされる会話から逃にげるように、俺は走った。走って走って……。

「なんで、逃げるんだ！」

　伸のばされた腕にあっさりと捕つかまって、俺は観念して足を止めた。

「──……ごめんなさい」

　肩かたで息をついて、俺は呟つぶやいた。

「どうして、謝る？」

　ぐい、と正面を向かされて、ロータは俺を覗のぞき込んだ。

「だって…」

「逃げるってことは、後ろめたいことがあるんだろう？」

「そうじゃないよ！……ないけど」

　俺は口くち籠ごもる。

　ロータにどう説明すればいいのか、わからない。なんでこんなことになっちゃったんだろう、なんて。

　俺は──怒ってたんだ。

　たとえ、葛木さんが姉貴を連れ出すことが、結果的に俺と越前先せん輩ぱいの関係に協力することだったとしても。そのために、姉貴の心を弄もてあそんでなんかほしくなかった。姉貴はすぐにおヒス起こすし、言ってることは支し離り滅めつ裂れつだし、乱暴だし傲ごう慢まんだけれど──泣かれるのは、辛つらい。

　ロータとの恋こいが破れて、泣き伏す姉貴を見るのは、俺にとっても辛いことだった。だから、そんなことは二度とあってほしくなくて。ハッキリそう越前先輩に言うつもりだった。

　でも──心のどこかで、俺はそんな理由を喜んでいた。

　越前先輩に公然と会える口実を見つけて、嬉しかったのかもしれない。それは──ロータの言うように、ほんの少しの後ろめたさと罪悪感を伴ともなっていて……。

「あのなぁ、保」

　ため息まじりに、ロータが言う。

「俺、お前に越前と会うこと、禁じたか？」

「……え？」

　見上げたロータの顔は、なんだか拍ひよう子し抜ぬけしたみたいで。

「いつ俺が、越前に会うなと言った？」

「だって…」

　俺は酸欠状態の金魚みたいに、口をパクパクさせる。

「ロータ……越前先輩のこと、追うなって言った」

「それは、あの試合のあとのことだろう？」

　少し考えてから、俺は頷うなずく。

「あの時、お前は捻ねん挫ざしていただろう？」

　俺はもう一度頷いた。

「あんな頼たよりないテーピングで、さんざん走りまわって。蹴けられてひっくり返って。そのうえ、無理して越前のあとを走って追いかけるつもりだったろう？　誰だって、止める」

「ロータ……」

　苦いものが、いっきに胸の奥から込こみ上げた。

　──俺は、馬ば鹿かだ。

　ロータがそんな卑ひ怯きようなことを、言うわけがなかったのに。一人で勝手に被ひ害がい者しやぶって、勝手に枷かせを作って。

「ごめ…」

　声が詰つまった。

　俺は、ロータを信用してなかった！　ちっとも信用してなかった。

　その事実が、すごい嫌けん悪お感かんになって、俺に襲おそいかかってくる。俺は両手で顔を覆おおって、その場にしゃがみ込んだ。

「保……」

　大きな掌てのひらが、ポンポンと頭を撫なでる。

「馬鹿だなぁ。俺が越前と会っちゃいけないと、言ったとでも思ったのか？　お前の勘かん違ちがいだよ」

「……ごめんなさい」

　頭の上で、ロータの掌てが止まる。

「謝るほどのことじゃないが──誤解させるような態度を取っていた、俺も悪かった。……お前が越前を避さけていたようだったから、それはそれで、俺には好都合だった」

　あっさりと、ロータは言った。

「越前と話をしても、俺に咎とがめる権利なんかないんだぞ、ん？　あいつと会うことを、いちいち俺に許可取る必要もない。内緒で会ったってかまわない。そうだろう？」

「だけど、姉ちゃんが…」

　ロータは低い声で、「バーカ」と呟いた。

「有麻にあれこれ言われるのは、家にいる時だけだろう？　学校にいる間は自由なんだから、好きにすればいいじゃないか」

　俺は伏ふせていた顔を、ゆっくりと上げる。

「俺はさ……そんなことより、保があんまり笑ってくれなくなったことのほうが、辛かった」

「え…？」

　笑ってない？　俺が？

「俺のそばにいる時は、リラックスしてたのにな。なんで、そんなに緊きん張ちようするようになっちまったんだ？」

　少し寂さびしげに、ロータは言った。

「前は──もっと甘えてくれたよな」

「ロータ…」

「お前が……俺と越前と、どっちにしようか迷ってるなら、俺ももっと強気になれるけど。離されて反対されて、かえって気持ちがハッキリしちまったみたいだな。……違ちがうか？」

　──違わないとは、とても言えなかった。

　確かに、越前先輩との関係がもっとスムーズにいっていて、反対もなくずっとそばにいられたとしたら。俺は、小さいころから憧あこがれ続けたロータの強さに、絶対迷わなかったとは思えない。

　悲劇に、酔よっていたのだ。

　ロミオとジュリエットに今の自分たちを重ねあわせて、自分は可哀かわい相そうだと、そんな悲ひ壮そう感かんに酔っていた。

　自分本位だった。

　結局、俺は自分のことしか考えてなかった。ロータのことも、姉貴のことも──越前先輩のことすら、考えていなかったのかもしれない。

「……ごめんなさい」

「保が謝る相手は、もう一人いるみたいだな」

　静かな声で、ロータは言った。

「越前、蒼そう白はくな顔して『誤解なんだ』って言ってたぞ。なんのことだ？」

「……あ！」

　そうだった。きっと、一番困こん惑わくしているのは、越前先輩のはずで。

「戻もどって、話せるな？」

「うん」

　ロータに腕うでを取られて、俺は立ち上がる。

「保。……俺がお前を好きな気持ちは、もちろん、手に入れて離はなしたくないっていうのもあるけど、手に入れたお前がいつも泣いてばかりいるんじゃ、ちっとも意味がないんだ」

　珍めずらしく、ロータは饒じよう舌ぜつだった。

　俺のことを心配して、一生懸けん命めいになってくれている。それぐらいは、俺にもわかった。

「わかるよな？」

「ごめんね、ロータ」

　頷きながら、俺は言った。

「越前が許してくれなかったら、俺は生徒会室にいるから」

「慰なぐさめてくれるの？」

　あたりまえだろうと言いたげに、ロータが顎あごをしゃくった。

「俺……いいのかな、ロータに甘えて」

　ロータはちょっと照れた顔をして、頷いた。

「そのために、俺がいると思えばいい」

「そんなの……傲ごう慢まんじゃない？」

　誰だれが、と聞き返したロータに、俺は自分を指差した。

「役得だよ。お前に甘えられるのは、気持ちがいい」

　そう言って、ロータはちょっと微わ笑らったように見えた。

「今までずっとそうしてきたろう？　突とつ然ぜん意識して、ギクシャクしちまっただけで…」

　ぼやくように呟つぶやいて、ロータはふと後ろを振ふり返る。

「待ちきれなくて、向こうからやってきたみたいだ。……今日はどうする？　一いつ緒しよに帰れるか？　越前と帰るなら…」

「ロータと帰るよ」

　即そく答とうした俺に、彼は「それじゃ、自転車置場で」とだけつけくわえて、俺の前から身体からだを退どけた。いつもの──昔から全然変わらない、優しい幼おさな馴な染じみの顔だった。

　今までロータに遮さえぎられていた視界が開けて、廊ろう下かを駆かけてくる、越前先せん輩ぱいの姿が見えた。







「委員会、抜ぬけてきたんだ」

　息も乱さずに、先輩はそう口にした。

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「仕事……手につかないよ」

　越前先輩は、ちょっと苦笑を浮うかべた。

「ごめんなさい。俺──なんかいろいろ早トチリしてたみたいで」

「城野くん、喉のど渇かわかない？」

　謝りかけた俺を遮るように、先輩が問いかける。

「まず購こう買ばいでジュースでも買って、中庭でゆっくり座って話をするっていうのは、どうかな？」

　先輩の提案に、俺は頷うなずいた。




　　　◇◆◇




　北校舎と南校舎に挟はさまれた中庭には、今、ヤグルマソウの花が真っ盛さかりだ。ピンクや濃のう紺こんの花が、ヒョロリとした茎の先で、風に揺ゆれていた。

　いつだったか、越前先輩に言い寄る二年生と遭そう遇ぐうしちゃったのも、この場所だった。

「……葛木が、有麻さんを？」

　紙コップの中のアイスコーヒーを飲みながら、越前先輩は意外そうな声を出した。

「薔ば薇らの花束抱かかえて、誘さそいにきたんです」

　わりと冷静に、俺は言った。

　さっきまでのやたらと高こう揚ようしていた気分が収まったせいか、なんだか肝きもが据すわってしまったようだった。

「フーン……葛木が…ねぇ」

　あの姿を見なければ、確かに想像できないかもしれない。先輩は納なつ得とくしきれない様子で、繰くり返す。

「それで、有麻さんなんて？」

「〝おととい来やがれ〟」

　聞くなり、先輩はプッと噴ふき出した。

「それは──有麻さんらしいというか、なんていうか」

　堪こらえきれないように、彼はおなかを抱えて笑う。

「葛木、拗すねただろう」

「……さあ」

　俺は曖あい昧まいに、肩かたを竦すくめる。

　拗ねた──という表現は、あたらずといえども遠からずだけど。

「俺たちのこと考えて行動してるんだって、葛木さんそう言って」

　越前先輩は、ふと笑うのをやめて俺を見た。

「将を射んと欲ほつすれば馬からだって。そう言われて、俺…」

「葛木のおハコだな、それ。その諺ことわざが出る時は、たいていは自分の本心をごまかそうとしてるんだよ。それで君は──僕に命令された葛木が有麻さんを誘ゆう惑わくして、引き離す作戦に出たとでも思ったんだ？」

「……ごめんなさい」

　しょうがないな、と言いたげに、先輩は口元を綻ほころばせる。

「それで、怒ど鳴なり込んできたわけか」

「ごめんなさい」

　いたたまれない気持ちで、俺は俯うつむいた。

「……まあ、僕は、滅めつ多たに聞けそうもない城野くんの告白が聞けて、嬉うれしかったけどね」

「へ!?」

　なんのことかわからずに顔を上げた俺に、彼は気き障ざっぽくウィンクを一つ寄よ越こす。

「俺、越前先輩のこと好きだし、姉ちゃんに反対されたからって、あきらめられそうにないし」

　ニヤニヤ笑いながら、先輩は俺の口調を真ま似ねる。

「あ……あれはっ」

　ギョッとして、俺は飛び上がった。

「噓うそ？」

　ブンブンブンッと、首を横に振る。

　確かに──言っちゃったかもしれない。勢いのあまり、つい本音が……。

「嬉しくって、涙なみだが出そうだった」

「……俺、そろそろ」

　ソソクサと立ち上がろうとした俺の腕を、先輩はツイと引いて、再び座らせる。

「揶揄からかってるんじゃないよ。本当に嬉しかったから。それなのに城野くん、遠山の顔見るなり、飛び出してしまって」

　ちょっと恨うらみがましげな目つきで、彼は俺を見た。

「まるで浮うわ気き現場に、旦だん那なが乗り込んできたみたいだったねぇ」

　あの時感じたことを図星されて、俺は唇くちびるを引き結んだまま、微かすかに唸うなる。

「…と、意地悪はこのへんにして。葛木のことはね──たぶん、本気なんだと思う」

「ええ!?」

　神しん妙みような表情で、越前先輩は頷いた。

「さっきも言ったとおり、本心隠かくすために突つっ張って見せたんだよ。それに……有麻さんのこと、気に入ったって公言してたしね。あの時も本人は、冗じよう談だんに紛まぎらせてたつもりだったかもしれないけど、葛木って、妙みように正直なところがあってね。だから、本当に昨日は有麻さんをデートに誘いに行ったんだと、僕は思うよ」

　──噓。

　思ったが、口には出さなかった。

　あの姉貴を──完かん璧ぺき主義で、嫌いや味みで偏へん屈くつな葛木さんが。目玉焼き一つ、満足に作れない姉貴を……!!

「それが、あっさりフラれちゃって、城野くんの手前、格好悪かったんじゃないかな。恥はずかしさのあまり、つい、そんな憎にくまれ口を叩たたいたんだろうね」

「それじゃ…」

　俺は茫ぼう然ぜんと呟いた。

　昨日の葛木さんの行動が、俺たちには関係ないものなら、越前先輩は知らなくても当然の話だ。とんだ早トチリをしたものだ。

「正直なところ、有麻さん脈ありそう？」

　そう聞かれて、俺はむうっと黙だまり込んで首を横に振る。

「……そう」

「条件、悪いですよね。ただでさえ難しいとこあるのに、相手が葛木さんじゃ」

「結構いいヤツなんだけど」

　同情したように、先輩はフォローした。

「そういうの、二の次だと思う」

　申しわけないと思いつつも、俺はそう口にした。

「見かけも悪くないし、頭もいいんだと思うし。でも、そういう条件以前に、ロミオの友達っていうのが……」

「ロミオ？──ああ、ロミオね！」

　瞬しゆん間かん訝いぶかしげな表情を浮かべた先輩だったが、ポンと手を叩いて、苦笑しながら繰り返す。

「ロミオって、僕だよね？」

「はあ…まあ…」

　なんだか口にするのも阿あ呆ほらしくなってきて、俺は言葉を詰つまらせる。

「今の姉貴は、百パーセント感情で動いてるから」

「……みたいだね」

　紙コップに残った氷を少し口に含ふくんでから、先輩は両手を空に向けて大きく伸のばした。

「葛木らしいと言えば、らしいんだけど」

「え？」

　聞き返した俺に、彼は苦笑を洩もらす。

「昔からね、難なん攻こう不落なものにばかり惹ひかれるんだよ」

　なるほど、と俺は頷うなずく。

「なーんて。僕も、人のこと言えないかな？」

　いたずらっぽく、彼の瞳ひとみがくるんと動いた。

「……俺、難攻不落じゃないですよ？」

「そうかな？」

　ムッとして、俺はちょっと唇を尖とがらせる。

「──キス、したいな」

「はあ!?」

　大おお真ま面じ目めな顔で囁ささやかれて、俺は飛び上がった。

「こ、ここっ、ここじゃマズいと」

「ほうら、難攻不落」

　ケラケラと、先せん輩ぱいは笑った。

「もうっ、揶揄ってばっかり！」

　怒おこりながら、ふざけて殴なぐりかかった拳こぶしを、彼の手がすんなりと受け止める。

「……誓うよ」

　間近で、越前先輩の茶がかった瞳がきらめいた。

「有麻さんのこと、利用したりなんかしない」

「先輩…」

「僕らのことは、僕らでなんとかしよう。これ以上、有麻さんを傷つけないように」

　瞳の奥に吸い込まれてしまいそうな錯さつ覚かくに陥おちいりながら、俺は頷きかけて唇を震ふるわせる。

「じゃあ──どうするの？」

　摑つかまれた手が、熱い。

「俺たち、どうなるの？　先輩はどうやって、俺を奪だつ回かいしてくれるの？」

　聞きたくて、ずっと聞きたくて、言えなかった言葉を、俺はやっと口にした。

「……どうしようか」

　静かに、先輩は言った。

「一いつ緒しよに、後あと戻もどりできないところまで、行っちゃおうか」

「後戻り──できないところ？」

　俺は復唱した。

「そう。……怖こわい？」

　返事をするのが、少し躊躇ためらわれた。

「まだ、僕のこと怖い？」

　その質問には、目で否定する。

　越前先輩を怖いと思ったことなんか、一度だってない。

「──といって、この場所じゃキスもできないね。誰だれかに見られたら、大スキャンダルだ」

　俺の迷いを軽く躱かわして、先輩は握にぎっていた手を解放した。

「クラブ、久しぶりに行くんだろう？　早く行かないと、時間なくなるよ」

　あっさりと立ち上がる。

「……先輩」

「僕も戻って、予算委員会の準備手伝わなきゃね」

　行こう、と促うながした先輩の目からは、先ほどのきらめきは、ぼやけるように和らいでしまっていた。

「先輩！」

　南校舎へと向かう先輩を、俺は呼び止めた。

「行くよ！」

　彼がゆっくりと振ふり返る。

「先輩とだったら、どこにだって行く。一緒なら、全然怖くなんかないし。後戻りできなくってもいいんだ。一緒に行く！」

　感情に任せて喚わめいた言葉に、越前先輩はとても優しい表情を浮うかべて、俺を見た。

「……困ったな」

　その顔は、口で言うほど困った風でもなくて。

「そんなこと言われたら、今すぐ君を抱だきしめたくなってしまう」

「俺だって」

　──先輩のこと、抱きしめたいよ。

　少し離はなれた位置で、俺たちはしばらく凝み視つめあっていた。

　指先すら触ふれあえなかったけれど、ここしばらくの不安や迷いが、すべてフッ飛んでしまいそうな、そんな視線を交わした。

　そのまま、それ以上はなにも言わずに別れた。

　越前先輩は南校舎に。俺は北校舎に。

　軽く頷きあって、俺たちはそれぞれに足を踏ふみ出した。




　　　◇◆◇




　具体的になんの進展もないまま、週末を迎えた。

　──一緒に、後戻りできないところまで行ってしまおう。

　あの言葉は──そういう意味だろうか。

　毎晩俺は、ベッドの中で考えた。そして、今夜も。

　それは、場所ではなくて。気持ちの問題なのだと思う。

　絶対の位置、絶対の領分まで。

　行けそうな気がした。

　俺に触れる、越前先輩の指を思い浮かべる。先輩に触れる、自分の指を思い浮かべる。

　想像には限界があって、いつも途と中ちゆうで朧おぼろ気げに揺ゆらいで消えた。

　考えてみたら、あの試合の前日以来、キスもしてなかった。放課後の中庭で、握りしめられた掌てのひらの熱さ。その痕こん跡せきを追うように、俺は自分の拳こぶしに唇くちびるをあててみる。

「……欲求不満なのかな、俺」

　呟つぶやいて、寝ね返がえりをうった。

　一応、自己処理はしているけれど、それはいつも罪悪感と嫌けん悪お感かんを伴ともなっていて、味気ないことこのうえなかった。

「越前…先輩…」

　瞼まぶたを閉じて、俺は指を下腹へと滑すべらせて……。

　カツン、という微かすかな音に、鋭するどく耳が反応した。

　窓になにかがぶつかった音だ。

　俺の部屋は、ロータのお父さんの部屋と向きあっていて、時折ロータが窓に消しゴムをぶつけて合図を寄よ越こすことがあった。

　ベッドの上、むくりと起き上がって耳を凝こらすと、もう一度コツンと音がした。

　それは、ロータの家に向かいあった窓ではなく、表通りに面したほうだった。

　俺は素早くベッドから降りて、窓に駆かけ寄った。

　得体の知れない期待に、胸がドキドキする。

　もしや──という気持ちと、それを打ち消す思い。

　勢いよくカーテンを開けて、窓の鍵かぎを外す。大きな音をたてたら、隣となりの部屋の姉貴に気づかれるかな、と、そろりと窓を開いた。

　瞬しゆん間かん──息を吞のんだ。

　家の前に植えられた柿かきの木の枝に、越前先輩が足をかけていて……。

「……せんぱ…」

　思わず声を上げかけた俺を、シイッと、越前先輩は唇の前に人差し指を立てて制した。

　彼が足場にしている枝は、そんなに太いものではなかった。無理をすれば、折れてしまいそうなシロモノだった。

「危ないですよ、先輩！」

　うんと声を潜ひそめて、俺は言った。

「入ってもいい？」

　同じように、彼も声を潜める。

　俺は慌あわてて、自分の部屋を見回した。

「……待っててください。今、玄げん関かんの鍵を」

「そんなことしたら、有麻さんに追い出されちゃうよ」

　夜の闇やみに紛まぎれてはいたが、先せん輩ぱいがちょっと微わ笑らうのがわかった。

「それじゃ……」

「飛び込むから、退いて」

　俺は啞あ然ぜんとした。飛び込むって──木の枝から部屋の窓までは、少し距きよ離りがある。飛んで飛べないことはないが、もしも足を滑らせたら──。

「行くよ」

　俺に有無を言わせない強さで、先輩はヒョイと飛び上がった。低めの手て摺すりに足がかかって──。

「あッ!!」

　後ろ足がひっかかり、倒たおれ込みそうになるのを、俺は受け止めた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……アイタタ……なかなか格好よく決まらないもんだな。落ちなくて、よかった」

　冗じよう談だんじゃないことを、サラリと口にする。

　二人して倒れ込んでしまい、結構な物音がしたような気がして、俺たちはちょっと息を潜めた。

　──うるさいわよ、何時だと思ってんの！

　そう怒ど鳴なり込んでくるはずの姉貴からは、なんの反応もない。

　普ふ段だん、部屋の中でサッカーボールを蹴けったりしてたのが、いい偽ぎ装そう工作になってたりして。

　俺たちは顔を見あわせて、ホウッと大きく息をつく。

「……危ないことするなぁ、もう」

　思わずそう口にした俺に、越前先輩は、

「なんの」

　右足の甲こうを擦さすりながら、不敵な笑えみを浮かべる。

「これくらい、軽い恋こいの翼つばさで飛び越こえたよ」

「……その台詞せりふ、知ってる」

　ロミオが、ジュリエットの屋や敷しきに忍しのび込んだ時に、囁ささやいた言葉だ。

　実際、さっきの越前先輩の背中には、翼が生えているようだった。

　俺は手を伸のばして、越前先輩の背中に触れる。覆おおい被かぶさるように、先輩が俺を抱きしめた。

「君を奪うばいにきたんだ」

　耳元で、先輩が囁いた。

「待ってた」

　そう切り返した俺に、彼はちょっと目を丸くした。

「……越前先輩、結構手が早いって。いつだったか、葛木さんが言ってた」

　先輩が、ちょっと眉まゆを顰ひそめる。

「あいつはまた、余計なことを」

　俺は声をたてないように、密ひそかに笑う。夜中はどんな小さな物音でも、昼間より響ひびいてしまう。

「隣、有麻さん？」

　ベッド脇わきの壁かべを、先輩が指差した。

「うん。でも、そっち側は廊ろう下か。姉貴の部屋はこっち」

　本ほん棚だなを置いてある反対側の壁を、俺は示した。姉貴の部屋は、ロータの部屋の向かい側にあたる。

「じゃ、ベッド使っても平気かな」

　そんな言葉が、妙みように生々しく聞こえて、俺は少し狼狽うろたえた。

「あ…あの…」

「怖こわい？」

　あの放課後と同じ台詞を先輩は口にした。

「怖くない」

　ベッドの端はしに腰こしを下ろした越前先輩の、すぐ前に俺は立った。

「大丈夫。……城野くんの嫌いやがることは、しないよ」

　促うながされて、彼の隣に座る。

　俺は、そのまま彼の胸に凭もたれ込むように、身体からだを預けた。







　長いキスをした。

　息が詰つまって、胸が苦しくなるようなキスだった。

　角度を変えて、何度も何度も口くち接づけて。頭がボウッとして、身体中の力が抜ぬけていってしまう。

　縺もつれるように倒れ込んだベッドで、先輩が俺の身体を辿たどった。

　触ふれてくる先輩の指や掌は、想像とははるかにかけ離はなれている。思わず上がりそうになる声を、俺は必死で手で押さえて吞み込んだ。

　華きや奢しやに見える先輩の腕うでに、驚おどろくほど強く抱だきしめられて──。

「……駄だ目めだ」

　俺は喘あえぎながら、呟いた。

　途と端たんにピタリと手を止めて、先輩が俺を覗のぞき込む。

「嫌？」

　その質問に、軽くかぶりを振ふった。

「そっちの意味じゃなくて…」

「なにが駄目？」

　どうしてか潤うるみはじめた目を瞬まばたいて、俺は先輩を見上げる。

「──喜劇になんか、できそうにない」

　越前先輩が、怪け訝げんな目を向ける。

「ロミオとジュリエット。……男同士なら、喜劇になるって」

　唇くちびるが降りてきた。微かすかに触れたそれが、薄うすく開く。

「そうだね。僕も、そう思うよ」

「関係ないんだ」

　俺は先輩の首に、両腕を絡からませる。

「男とか女とか、関係ないんだ」

　うん、と先輩は頷うなずいた。

「……越前先輩」

　俺は呼びかける。

「女の子と、したことある？」

　先輩の背中に、緊きん張ちようが走った。

「あ……こういうこと聞くの、タブーでしたっけ」

　クス、と彼の唇から小さく息が洩もれる。

「ごめん」

　そんな言葉が続いた。

　謝ってもらうために聞いたわけじゃなかったので、俺はどうフォローすればいいのかと狼狽える。

「あの、そうじゃなくて…。やっぱり──その、女の子と俺、違ちがうと思うから」

　抱き心ごこ地ちも悪いと思う。比べられたら、ちょっと困る。

「違ってやしないよ」

　呆あきれもせずに、先せん輩ぱいは微笑ほほえみながら言う。

「僕の、愛いとしいすべてだから」

　歯の浮うきそうな台詞をサラリと言って、越前先輩は俺の頰ほおを撫なでた。

「たった今、城野くんも言ったじゃないか。男とか女とか、関係ないんだって」

　今度こそ俺は、先輩に全部を任せた。

　抱きしめた温ぬくもりが、俺の爪つま先さきから髪かみの先までを満たした。







　眉と眉の間にチョンとキスされて、俺は目が覚めた。

「……ごめん、起こしちゃった」

　うっすら目を開けたすぐそばに、越前先輩の綺き麗れいに整った顔があって、ドキンと心臓が大きく跳はねる。

　そうか──一いつ緒しよに寝ねたんだっけ。

　寝ね呆ぼけた頭に、行こう為いのあれこれがドヤドヤと蘇よみがえってきて、一気に血が昇のぼった。

「じゃあ、そろそろ行くよ。もうすぐ、夜が明ける」

「えっ!?」

　驚いて跳ね起きた。

　越前先輩は、すでにきちんと身みづ繕くろいを済ませている。

「どうして？」

「……どうしてって。帰らないと」

「今日、第二土曜だよ？　休みだよ？」

　そう言い募つのった俺に、先輩は困ったように笑った。

「有麻さんは、君の部屋には絶対来ない？」

「あ──えーと」

　しょっちゅう、来る。

　しかも、ノックもせずに扉とびらを開ける。前まえ触ぶれもなく、ズカズカ入ってくる。

「夜が明けたら、窓からの出入りはできないしね。まさか、堂々と玄げん関かんから出てくわけにはいかないだろう？」

「でも」

　無理を承知で、俺は引き止める。

「危ないですよ。窓から出るの」

「大だい丈じよう夫ぶ。……また、明後日あさつて学校で」

　名残なごり惜おしげに、唇を触れあわせて。離れ際に、先輩の身体から俺の匂においが仄ほのかに香かおった気がした。俺にも先輩の匂いが移っていればいいのに、と思った。

　窓まど枠わくに足をかけて、先輩はこちらに向かって伸のびている太めの枝に手を伸ばす。

　その枝に飛び移り、彼はするすると器用に木から降りた。

　見下ろす俺に軽く手を振って──なにかに気づいたように、ポケットを探さぐる。

　──忘れ物？

　先輩の仕し種ぐさにつられるように室内を窺うかがった俺は、ベッドの下に落ちていた黒い革かわのキーケースを見つける。家の鍵かぎらしきものと、自転車の鍵がつけられていた。

　慌あわててそれを拾い上げ、先輩に向かって振り翳かざした。

　越前先輩は、ウンウンと頷いた。それから、「投げて」というような、ジェスチャーをした。

　俺はそれを投げかけて、なんとなくその手を止める。

　俺を見上げる先輩が、不思議そうに首を傾かしげた。

　──なんとなく、嫌な気分になって。

　俺はキーケースを握にぎりしめる。

　一晩の逢おう瀬せが、ロミオとジュリエットの最後だった。──今さらあんな本に、拘ってるのも変だけど。

　このまま見送ってしまうのが、いけないことのような気がした。

　持って行こう。

　唐とう突とつに、思った。

「……城野くん…!?」

　密ひそやかに、先輩が叫さけぶ。

　先輩がしたように、あの枝を摑つかんで、それから──……。

　するりと、手が滑すべった。

「城野くんッ!!」

　近所中に響ひびき渡わたりそうな声が、耳をつんざいた。

　その瞬しゆん間かん、 俺は空を飛んだ。

　本当に、それはほんの僅わずかな、瞬まばたきほどの時間だったのだろうけれど。俺より先に落ちた鍵が、チャリンと音をたてて。

　なにがなんだかわからなくなった。

　勢いよく叩たたきつけられるように、天地が逆転した。

　──落ちちゃった。

　他ひ人と事ごとのように、思った。

　格好悪い。俺ってば、格好悪い。先輩に呆あきれられちゃう……。

　左ひだり腕うでに痛みを感じて、俺はゆっくりと目を開けた。

「い…ってぇ……」

　そう口にして、頰が触ふれているのが、地面でないことに気づいた。

「……？」

　背中に回されていた手が、パタリと脇わきに零こぼれる。

　──え……背中…？

　ギョッと、身体からだが竦すくんだ。

　俺と地面の間に、越前先輩の身体がある。

　落ちてきた俺を、下にいた先輩が抱だき留めてくれたのだと──瞬間に悟さとった。

　そして、こういう場合、下にいる側の人間のほうに負荷がかかって。

「……せん…ぱい？」

　越前先輩は、ぐったりと目を閉ざしている。

　頭がガンガンした。

　揺ゆすっちゃいけない。動かしちゃいけない。そんな警告めいた言葉が、どこからか聞こえてくる。

　──どうしよう……！

　身体中の血が、ザーッとどこかに引いていってしまった。

「……保？　なにやってんのよぅ…」

　頭上で声がした。俺はガバッと顔を上げる。

「姉ちゃんッ!!」

　視界がぶれて、焦しよう点てんが定まらない。耳元で、ドクドクと鼓こ動どうが激しく鳴って、手が震ふるえる。

　動かない、先輩。目を開けない──先輩。

「姉ちゃん、救急車呼んでっ！」

　叫ぶのと同時に玄関が開いて、両親が飛び出してきた。

「保、どうしたの？　こんなに早くから騒さわいで、近きん所じよ迷めい惑わく…」

　眠ねむそうに窘たしなめる母が、俺の下にいる先輩に気づき、驚おどろいて言葉を止めた。

「救急車──呼んで、早くッ」

　引き返そうとした母は、姉貴が出てくるのとぶつかりそうになる。

「呼んだわよ。今来るわ。……なにやってんのよ、あんたたち！　こんな夜も明けないうちから！」

「どうしたんだ、いったい。落ちたのか？　二階から？」

　父が、俺のそばにしゃがみ込んだ。

「違ちがう──落ちたのは……俺で、先輩、俺のこと受け止めて……それで…」

　涙なみだがボトボト溢あふれてきて、言葉にならなくなった。

「お父さん、着き替がえてきてよ。大人が病院ついていかなきゃ。…お母さん、手伝ったげて」

　姉貴の言葉に、両親はあっさりと従った。

「……あんたって子は！」

　両親がいなくなるなり、姉貴は俺を張り倒たおした。

「しっかりしなさい！　泣いてる時じゃないでしょう。なにやってんのよ！　保が落ちて、受け止めたァ!?　信じらんない馬ば鹿かね、あんたたちって」

「……わかってる」

　俺は、茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「ほら、しゃんとしろって言ってんのよ！」

　姉貴が俺の背筋を、パンパンッと叩いて正す。

「……どうしよう、先せん輩ぱいが死んじゃう。……越前先輩…死んじゃったら──俺……俺、生きてけないよ…っ」

「ふざけたこと言ってんじゃないわよ！　死ぬわけないじゃない！　まったくあんたって子は、暗示にかかりやすいんだからッ」

　姉貴の怒ど鳴なり声にまじって、遠くから救急車のサイレンが聞こえてきた。

「来たようね。保、あんたもついてかなきゃいけないんだから、靴くつ履はいてきなさい」

「……でも…っ」

「デモもテロもないのよッ。さっさとしなさい！　その間、私が見てるから」

　引っ張り上げるように、姉貴が俺を立たせる。

「そんな顔してるんじゃないわよ。あんたのいない隙すきに、とどめを刺さしたりしないから、早く行きなさいってば」

　泣きながら頷うなずいて、俺は玄関に走った。

　服に着替えた父が、救急車を誘ゆう導どうに行く。隣となり近きん所じよの家が、次々に電灯をつけて。

　とんでもないことになってしまった！

　俺が先輩のあとを追いかけたりしなければ、こんなことにはならなかったのに。

「保！」

　救急隊員と、父が駆かけ込んでくる。

　越前先輩の両脇に屈かがんだ救急隊員が事情を尋たずねてくるのに、俺は言葉少なに状じよう況きようを説明した。

「二階からァ？　駆け落ちでもする気だったんですか？」

　不似合いなくらい吞のん気きそうに、隊員の一人が姉貴を振ふり向いた。

「私じゃありません。この子です」

　こんな時になに言ってんだよーッと、おヒス状態の姉貴みたいに、俺は暴れそうになる。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。気がついた」

　屈んでいた救急隊員が声を上げた。

「聞こえる？　わかるかい？　どこが痛い？」

　投げ出されていた先輩の手が、のろのろと上がる。

「越前先輩ッ!!」

　俺は思わず叫んだ。

「ああ、いいよ。わかった」

　辛つらそうに手を上げる先輩を、隊員が制した。彼らに抱かかえられるようにして、先輩は担たん架かに載のせられた。

「先輩！」

　俺は、担架のそばにまろびついた。

　うっすらと、越前先輩が目を開く。

「……ケガは、ない？」

　掠かすれる声が、耳を打った。

「うん！」

　先輩のおかげだよ、先輩が受け止めてくれたから、俺はなんともないよ──頭の中で、いろんな言葉がごちゃまぜになって、バラバラになりそうだった。

「はい、ちょっとガタンとするよ」

　救急車に乗せ際ぎわ、乱暴に揺すられて、越前先輩は低く呻うめいた。

　父と一いつ緒しよに乗り込み、ドアを閉められる瞬間に、隣家から飛び出してきたロータと目があったような気がした。




　　　◇◆◇




「いったいなんだってまた、窓から飛び下りたりしたんだ？」

　あたりまえの父の問いかけに、病院の廊下で俺は項うな垂だれた。

「保」

　催さい促そくされて、しぶしぶ口を開く。

「……姉ちゃんに見つかると、追い出されるから」

「有麻が？」

　俺は頷いた。

「有麻があの子を追い出すのか？」

　ちょっと意外そうに、父が繰くり返す。

「嫌きらってるのか？」

「うん。……ロータのライバルだから」

「それは──」

　父は絶句した。子供には子供のルールがあるからと、普ふ段だん父はあまり俺たちのことに口を出さない。よく言えば放任主義、悪く言えば無関心な人だ。

「でも、そう思ってるのは、姉ちゃんだけなんだ。越前先輩、元生徒会長なんだ。だから、今はロータにすごく協力してくれてるし、頭もいいし、優やさしくて──すごくいい人なんだ。ロータだって、ちゃんとわかってくれてる。それなのに、姉ちゃんは…」

「ああ、わかったよ」

　いきりたった俺の肩かたを、父が宥なだめるように押さえる。

「それで、どうして夜中に？　なんの相談だったんだ？」

「えっと…」

　俺は口くち籠ごもった。

　ロミオのように、夜の闇やみに紛まぎれて侵しん入にゆうし、ナイショでエッチしてました──とは言えない。口が裂さけても、言えない！

「昼間は……姉ちゃんの目があって、会えないから」

「ほぉ」

　納なつ得とくしきれないように、父は頷いた。

「学校でも会えないから。学年で校舎も違うんだ。先輩忙いそがしいから、話なんかできないんだ。俺──一いつ介かいの一年坊ぼう主ずだし、越前先輩は雲の上の人でっ」

「……なんか、お前の説明はよくわからんな」

　呆あきれ返ったようにそう父がぼやいた時、処置室の扉とびらが静かに開く。

「ご家族の方ですか？」

　神経質そうな若い医師が、俺たちを手招く。

「いえ。この子の友人で。たまたまうちに泊とまりにきていたので」

　ああ、と医師はどうでもいいように、相あい槌づちをうった。

「肋ろつ骨こつが二本、ヒビが入っているのと……右肩を脱だつ臼きゆうしていますね。たいしたことはありませんが」

「意識は？」

　医師が説明するのに、俺はそう口を挟はさんだ。

「はい？」

「呼んでも起きなかったんです。頭を打ってるんじゃないのかな。大丈夫ですか？　記き憶おく喪そう失しつとか、なってませんか？」

　言い募つのった俺を、医師は「なにを言ってるんだか」と呆れたような目つきで眺ながめた。

「脳しんとうを起こしたんでしょう。一応、脳波の検査もしておきますが、記憶喪失の心配はありませんよ」

　俺はホッと胸を撫なで下ろした。

　検査のために何日か入院させると、彼は続けて告げる。

「会えますか？」

　そんな言葉が、口をついた。

　医師は曖あい昧まいに、ちょっと頭を振った。

「今、安あん定てい剤ざいで眠ねむってますけどね」

　ご家族がみえたら、入院手続きしてくださいとつけくわえて、医師はあっさりと背を向ける。

「保、彼の電話番号は？」

「……あ」

　ペタペタと掌てのひらで身体からだを探ってから、俺はペロッと舌を出した。

「忘れてきちゃった」

　姉貴に怒鳴りつけられて一応靴こそ履いていたが、動転しまくっていたこともあり、俺はパジャマ姿のまま、ハンカチ一枚持っていない。

「とにかく、一度家に帰って、出直そう。彼はもう大丈夫だろうから」

「でも…」

　俺は同意できなかった。

　先せん輩ぱいを一人置いて帰るなんて、できそうにない。

「俺──先輩が起きるまで、ここにいちゃ駄だ目めかな？」

「駄目ってことはないが…」

「じゃあ、お願い」

　面食らったように、父が俺を見る。

「困ったヤツだな──じゃあ、こうしよう」

　父の持ち出した妥だ協きよう案あんに、俺は耳を傾かたむける。

「父さんは一度帰って、お前の着き替がえを持ってくるから。住所録とかは、部屋のどこにあるんだ？」

　聞かれて、俺はちょっと答えるのを渋しぶった。生徒手帳に書いてあるんだけど──あまり親には見られたくない。いや、べつに見られて困ることは、まだ書いてないけどさ。

「……お父さん、テレホンカード持ってる？」

　頷うなずいた父に、「貸して」とせがむ。

「七時ごろになったら、ロータに電話して聞くから。それで、ここから先輩んちに連れん絡らくして、ご両親に来てもらうよ。それでいいよね？」

　父は黙だまって、上着のポケットからテレホンカードを出した。

「まあ、どっちにしろ、父さんも挨あい拶さつしなきゃならないからな」

「どうして？」

　俺は首を傾かしげる。

「どうしてってことはないだろう。お前を庇かばってケガしたんだ、彼は。それなら、治ち療りよう費もこちらで持たせてもらわなくてはな」

　あ──そうか。

　父の言葉に、今ごろになってことの重大さがヒシヒシと感じられる。

「お前の大事な先輩なら、できる限りの償つぐないはさせてもらわないといけないだろう」

「……お父さん、ごめんなさい」

　しょぼくれて頭を下げると、父の大きな掌が、小さいころしてくれたように頭を撫でた。

「これに懲こりたら、夜中に密談する時も、ちゃんと玄げん関かんから出入りするようにしなさい」

　笑いながら父は言って、非常用出入り口から出ていった。その姿を見届けて、俺はそうっと処置室の扉を開けた。

　普ふ通つうよりも小さめのベッドの上で、越前先輩は目を閉じて横たわっていた。

　俺はそのすぐそばに、立ち竦すくむ。

　整った白い顔が、なんだかせつなくて。

　上体を屈かがめて、その唇くちびるに触ふれてみる。鼻から洩もれていた微かすかな息が、頰ほおにかかった。

「生きてて、よかったぁ」

　俺はぽつりと呟つぶやいた。

　大おお袈げ裟さでもなんでもなく、本当にもう駄目かと思った。駄目だと──思った。

　ずいぶん長いこと、俺は静かに寝ね息いきをたてる越前先輩の顔を凝み視つめていた。

　俺を抱だきしめた腕うでの、肩かた口ぐちからは白い包帯が覗のぞく。

　最初で最後の夜にならなくてよかった。

「……先輩、早く目を覚まして」

　呟きながら、時計を見て。

　ロータに電話するために、俺は足を忍しのばせて処置室を出た。







　ワンコールで、ロータが電話を取った。

「保か？」

　もしもし、と言うなりそう呼びかけられて、もしかしてロータは、あれからずっと電話の前で待っていてくれたんだろうかと、胸が痛んだ。

「越前のケガは？」

「……肋骨二本ヒビが入って、右の肩、脱臼しちゃったって。それでね、ロータ。検査もあって、少し入院することになりそうなんだけど、越前先輩んちの電話番号わかる？」

　低い応こたえが返ってきた。

「教えてくれる？　連絡しないといけないから」

　ロータの「ちょっと待って」という声を聞きながら、俺は近くにあったメモをたぐりよせた。

　繰くり返し囁ささやかれる番号を、俺は書きとめる。

「……うん、わかった。ロータ、ありがと」

「保」

　ふいに、呼びかけられた。

「なに？」

　聞き返す受話器の向こうは、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくする。

「ロータ？」

「……なんでもない。また、あとで」

　そのなにかを含ふくんだような言い方に、俺はちょっと息を吞のむ。

「……ロータ、姉ちゃん、なにか言ってた？」

「いや、べつに。なにも聞いてない。保のほうは、ケガはないのか？」

　取り繕つくろうように、ロータがつけくわえる。

「うん。大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと腕んとこ擦すりむいただけ。──ごめんね、ロータ。ちゃんと……あとでちゃんと説明するから」

　わかった、と呟いて、ロータは静かに回線を切った。俺はしばらく、受話器を握にぎりしめたまま、その場に立ちつくしていた。







　越前先輩のご両親は、電話をするとひどく驚おどろいて──あたりまえだけど──駆かけつけてきた。

　その時にはすでに父が戻もどってきていて、俺も服に着替えていた。

　父のはからいもあって、越前先輩のご両親には「帰り際ぎわに、窓から身を乗り出して手を振ふった俺が、うっかり落っこちてしまい、越前先輩はそれを受け止めようとしてケガをした」と説明した。

　まさか、越前先輩も二階の窓から出入りしてました、と言うわけにはいかなかった。そんなことを言ってしまえば、正真正しよう銘めいのロミオとジュリエット。反対するのは、姉貴だけですまなくなってしまう。

「俺のせいです。申しわけありません」

　と、頭を下げた俺に、越前先輩によく似た面差しのお母さんは、反対にぎこちなく慰なぐさめてくれた。

　入院費を含む治療費をこちらで負担させてほしいと父が持ち出すと、越前先輩のご両親は慌あわてて辞退しようとしたが、結局は頑がん固こに言い張る父の前に、恐きよう縮しゆくしながら了りよう承しようした。

　そのころには越前先輩も目を覚まして、一いつ般ぱん病びよう棟とうに移されることになった。

「……先輩、ごめんなさい」

　病室で二人きりになって、俺はやっと謝ることができた。

　ここは二人部屋なんだけど、もう一つのベッドには誰だれも入っていない。

「どうして？　君にケガがなくてよかったよ」

　先輩が、よっこらせと起き上がる。まだ痛むのか、顔を顰しかめて脇わき腹ばらを押さえた。

「だって……俺が、先輩の言うこと聞いて、キーケース投げてたら、こんなことにならなかったのに」

「本当だね。突とつ然ぜん、降りてこようとされた時には、びっくりしたよ。これからはちゃんと、言うこと聞くようにね」

　ニッコリ笑って、越前先輩は枕まくら元もとに置かれていたヨーグルトを「食べたいな」と、指差した。

　慌ててそれを手に取って、スプーンで掬すくうと、彼の口元に差し出す。

「え、いいよ。左手は使えるんだから、自分で……」

　先輩が、照れたように狼狽うろたえる。じっと上うわ目め遣づかいに凝視めると、しょうがないなと言いたげに、促うながされるまま口を開けた。

　──幸せ。

　しみじみ、思った。

　ちょっとやそっと反対されたぐらいで、もうグラついたりしない。

　姉貴の勧すすめた『ロミオとジュリエット』を読んで、俺だってわかっていたはずだった。

　たとえ一いつ緒しよに死んだって、死んでから結ばれたって──生きてなきゃ、終りだ。生きてなきゃ、声も聞けないし、顔も見られないし。なんの意味もないのだ。

「あーら、おアツイことで。よろしゅうございましたわねぇ」

　いきなりバンッと扉とびらが開いて、姉貴が上うわ擦ずった声を上げながら、室内にズカズカ入り込んできた。

「……ね、姉ちゃん…！」

　ギョッとして、俺はスプーンを取り落としそうになる。

「なにしにきたんだよっ」

「なにしにきたとは、ご挨あい拶さつじゃないの。人を午前四時から叩たたき起こしといて」

　高飛車に、姉貴は言った。

「……どうも、お騒さわがせしました」

　不自由そうにそれでも頭を下げる越前先せん輩ぱいを、姉貴はちらりと一いち瞥べつした。

「先輩は謝ることなんかないよ。俺が悪いんだから…」

「保」

　先輩を庇かばおうとした俺を、姉貴が冷たい声で呼び止める。

「な、なに？」

「あんたたち──したわね？」

　瞬間、俺たちはポカンと姉貴の顔を見た。なにを聞かれたのかに気づいて、俺はドッヒャアと飛び上がりそうになり、動どう揺ようしつつ先輩の顔を見た。

　そりゃバレるよね、と言いたげに、先輩は首を傾かしげて。

「よくも郎ちゃんを、寝取られ男にしてくれたわね」

　恨うらみがましげに先輩の顔を見てから、姉貴は笑いもせずに、

「それで、保は大丈夫なの？」

　呟つぶやいて、俺に視線を移した。

「なにが？」

　聞き返して、俺はちょっと息を止めた。

『大丈夫』──この場合の大丈夫って、どういう意味？　よくも私の目を盗ぬすんで、そんなことができたものね、覚かく悟ごはできてるんでしょうね──って意味だろうか。

「身体からだよ。よくあんた、あちこち走り回れたもんね」

　あれ……？　なんか違ちがう？

　言われてる意味がよくわからなくて、俺は首を捻ひねった。

　越前先輩はわかってるんだろうかと振り向くと、わざとらしく彼は俺から顔を背そむける。

　仕方なく、俺は姉貴に向き直った。

「なんだよ、それ」

「なに開き直ってんのよ。私は、心配してあげてるんじゃないの。最初の時は、そりゃあ大変だって…」

　耳まで真っ赤になって、姉貴は言いかけた口をふと噤つぐむ。

「……最後まで、いってないわね、あんたたち」

「え？」

　なんとなく、もう一度越前先輩を振り返ったが、彼はやっぱりそっぽを向いていて。

「触さわりっこしただけね、さては」

「な──なんだよ、それッ!?」

　睦むつ言ごとを盗ぬすみ聞きされていたみたいで、今度は俺のほうが顔に血が昇のぼった。

「図星ね」

　言うなり姉貴は、甲かん高だかい声で笑う。

「心配してソンしちゃったわ～。どうせ、保のことだから、そんなことじゃないかと思ったのよ！」

「だから、なんなんだよ、それって！」

　越前先輩までが頰ほおを赤らめて俯うつむき、肩かたを震ふるわせていたが──ふと真ま面じ目めな顔で姉貴を見る。

「ご推察、恐おそれ入ります」

　名めい奉ぶ行ぎようの口調で、先輩は言った。

「でも、気持ちの上では最初も最後もないですよ」

　姉貴は、笑いをピタリと止めた。

「姉ちゃん、もう邪じや魔まは…」

「保は黙だまってなさい」

　邪魔はしないでよ、と言いかけた俺の言葉を、姉貴は鋭するどく遮さえぎった。

「まったく、バカバカしいったらないわよね」

　鼻息も荒あらく、姉貴は吐はき捨てた。

「保。あんた、お父さんになんか言ったでしょ」

「え……なんかって、姉貴に見つかったら大変だからって……それだけ」

　ボソボソ言いわけしようとした俺を、姉貴はギッと睨にらみつけた。

「ジョーダンじゃないわよッ。いい加減弟離ばなれしなさいなんて、なんで私が言われなきゃなんないのよ！　こうなったら、全部密告チクってやろうかと…」

「姉ちゃん！」

「言うわけないでしょ！　馬ば鹿かね！」

　姉貴は頭ごなしに、ガンガン怒ど鳴なりまくる。

「もうあんたたちに関かかわるのなんて、阿あ呆ほらしくなっちゃったわよ！　保、あんたなんて言ったか覚えてる？──越前先輩が死んじゃう～、先輩が死んじゃったら、俺生きてられない～」

　芝しば居いがかったようすで、姉貴はヘロヘロの泣き声を出した。

　──俺、そんなこと言わないよ！　と訴うつたえるつもりで越前先輩を見ると──彼は、妙みように照れ臭くさそうに、唇くちびるを引き結んでいて。

「聞いちゃいられなかったわよ！　もう、バッカバッカしくって、つきあってらんないわ。勝手にやってなさいって、感じよね」

　本当に呆あきれ返ったようすで、姉貴は言い捨てた。

「じゃあ、有麻さんの了承がいただけたってことかな？」

　越前先輩が苦く笑しようしながら、姉貴に問いかける。

「違うわよ」

　姉貴は即そく座ざにそれを否定した。

「認めたんじゃなくって、私は見捨てたの！」

「有麻にしちゃ、最大の譲じよう歩ほだな」

　低い呟つぶやきのあとに、のそりと大おお柄がらな体たい軀くが続く。

「ロータ！」

　驚おどろいて声を上げる俺を無視して、ロータは越前先輩だけを見ていた。

「どうだ、具合は？」

「おかげさまで。……抜ぬけ駆がけしたから、バチがあたったってとこかな」

　いたずらっぽくそう言った越前先輩に、ロータは苦笑を洩もらす。

「これで、勝ったと思うなよ」

　ボソリとロータがそう告げた途と端たん、それまで誇ほこらしげに高笑いしていた姉貴が、ふと表情を曇くもらせて「私、帰るわ」と呟いた。

　姉貴の傷だってまだ癒いえてはいないのだと、俺は悟さとった。俺をいじめることで、その痛みを紛まぎらわせているだけで……。

「有麻さん！」

　越前先輩が呼び止める。

「僕がこんなこと、言える立場じゃないけど。できたら、葛木のこと考えてみてください。あいつ──本気ですよ」

　越前先輩の言葉に、姉貴は、そしてロータもびっくりしたようだった。

　けれど、瞬間に姉貴は、高こう慢まんちきな顔つきになって嘯うそぶいた。

「冗じよう談だんじゃないわ。私、もう年下の男はコリゴリなのよ。今度は、年上で金持ちのイイ男引っかけるんだから、邪魔すんじゃないわよ」

　靴くつ音おとも高らかに、姉貴は病室を出て行った。

「……ホントか？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような顔をして、ロータが越前先輩を見る。

「年上で金持ちのイイ男？」

「いや、そっちじゃなくて……葛木」

「みたいだよ。……逃にがした魚の大きさに気づいた？」

　ロータは、ちょっとだけ自じ嘲ちよう気味に口元を歪ゆがめた。

「……そうだな。まあ、それよりも、保を泣かせるようなことがあったら、いつでも俺が取り返すからな」

　ロータの言葉は、力強い響ひびきで。

「大だい丈じよう夫ぶ。そんなことは、絶対ないよ」

　ねぇ、と促うながされるままに、俺は頷うなずいた。

　そんな俺を、ロータは辛つらそうに目を細めて見ている。

「ロータ、あのね…」

　思わず言いかけた言葉を、ロータの指が止めた。

　聞きたくないという拒きよ絶ぜつではなく、言わなくてもわかってるよ、という優やさしさが、俺に口を噤つぐませた。

「泣かされるようなことがあったら、生徒会室に訴えに来い。あそこは、贅ぜい沢たくし放題だ。どこかの物置と違ってな」

　揶や揄ゆ半分に言ったロータに、越前先輩は唇を尖とがらせた。

「言ったな。……見てろよ。そのうち中央委員会にも、城野くんが寝ね転ころべるような、ソファを入れてみせるからね」

　俺はハラハラしながら、それでも心のどこかでホッとして、二人のやりとりを眺ながめていた。

「そういう大口は、早くケガを治なおしてから言うんだな」

　ロータのその言葉に、俺は密ひそかに納得する。

　ライバルっていうのは──喧けん嘩かする相手じゃなくて、お互たがいの力を認めあって、高めあっていく相手なんだと。

　この二人と、そういう意味で肩を並べられなかった悔くやしさが、胸の奥で微かすかに疼うずいた。

「お大事に」と言い残してロータが去ってしまってから、俺は先輩に近づいて、初めて自分からキスをせがんだ。

　軽く触ふれあわせるだけのそれのあと、俺はさっきロータが言った言葉を呟つぶやいた。

「……これで勝ったと思うなよ」

「え？　なんだって？」

　聞き咎とがめて、越前先せん輩ぱいが俺を見る。

「なんでもないです」

　俺は、ヘヘッと笑ってごまかした。

「ねぇ、先輩。俺たち、最後までいってないんですか？」

　話の矛ほこ先さきを変えると、越前先輩はわざとらしく咳せき払ばらいして、目を逸そらす。

「フーン……。姉ちゃん、なんでわかったんだろ」

「それは──」

　その時になればわかる、と言ったのか。越前先輩にしては珍めずらしく、言葉を濁にごして。

「どうして、最後までいっちゃわなかったんですか？」

　しつこく食い下がって、先輩の顔を覗のぞき込むと、彼は観念したようにため息をついた。

「城野くんが騒さわぐと、有麻さんにバレちゃうからね」

「え？」

「すごーく痛いって、話だからさ」

　すごーく、に力を込こめて、先輩はチラリと俺を横目で見る。

「でも、有麻さんには見捨てられちゃったし。次は──大丈夫かな」

　俺は、ちょっと考えるフリをした。

「……すごーく痛いのは、嫌いやだなぁ」

「おいおい、今さらそれはないよ」

　苦笑しながら、先輩がぼやく。俺はペロリと舌を出して、つられるように笑った。

　今がゴールなんじゃなくて、今がスタート。

　そんな気がした。

　勝負は、勝ったと思った瞬しゆん間かんに、負けが決まる。だから、勝ったと思っちゃいけない。

　よくわからないけど──越前先輩とのことも、それに似ている気がする。

　俺たちが目指す『最後』なんて、『後あと戻もどりできないところ』なんて、ほんの始まりに過ぎないのだと。

　絶対の領分の、まだほんの入り口に俺たちは立っている。

　その先に進むのは、俺自身の力。

　俺たちは笑いあいながら、今度はどちらからともなく、もう一度唇くちびるを触れさせた。

　ヨーグルトの味がする、甘あま酸ずっぱいキスだった。
















恋の翼










　二階の窓から飛び落ちた俺を、受け止めて怪け我がをした越えち前ぜん守まもる先せん輩ぱいは、一週間ほどで無事に退院した。いや──無事、というのは今一正確じゃないかもしれない。

　折れた肋ろつ骨こつは、時間が経たたなければ治らない。といって、腕うでや足の骨折みたいにギプスをはめるわけにもいかないし、ボルトで止めるわけにもいかないのだ。湿しつ布ぷをして、サポーター代がわりに包帯を巻いて、激しい運動は避さける。痛み止めなんかも飲んでるようだけど、一朝一いつ夕せきにどうなるものでもない。

「……でも、もうそんなに痛くないよ」

　彼は相変わらず澄すました顔でそう言って、俺にニッコリ笑いかけてはくれるけれど。

〝そんなに〟っていうのは、〝全然〟とは違ちがう。

「俺、越前先輩が完治するまで、手となり足となり働くから！　奴ど隷れいとか下げ僕ぼくみたいに扱あつかってくれていいから！」

　真しん剣けんに訴うつたえた俺に、彼はプッと噴ふき出した。そうしてすぐに「アイタタタ」と顔を顰しかめる。

「先輩っ」

「……あー…大だい丈じよう夫ぶ、城じよう野のくんが笑わせるから。笑うとね、響ひびくんだよ」

「えっ、そうなんだ？　じゃあ、先輩笑っちゃ駄だ目め！　我が慢まんして」

　驚おどろいて慌あわてる俺を尻しり目めに、彼は頷うなずきながらも肩かたを震ふるわせている。笑いを堪こらえているのか、それとも痛みに耐たえているのか、微び妙みようなとこだ。

　為なす術すべもなく立ち竦すくんでいる俺の前で、ようやく笑いが収まった先輩はホウッと息をつく。

「大丈夫ですか？」

「だからね、何度も言ってるけどそんなに心配しなくても平気だよ？　それに、君が責任感じる必要なんかどこにもないんだからね。あとは日ひにち薬ぐすりだから、無理しなきゃすぐに治る」

　そうだけど、と俺は口くち籠ごもった。

　責任を感じるなと言われても、それは無理だ。あの時、俺が彼のあとを追いかけようとさえしなければ。

　でも──追いかけたかったのだ。だって俺たちはあの夜、目の前に立ち塞ふさがっていた障害を、恋こいの翼つばさで飛び越こえたんだから。

「あ……」

　あれこれ思い出していたら、ふとよけいなことまでが頭の隅すみっこにヒョイと顔を覗のぞかせた。

「ねー、越前先輩」

「うん？」

　先輩は優やさしい表情で、俺の顔を覗のぞき込んだ。端たん整せいな顔立ちは、見慣れているはずの今でも、こうして近づいただけで俺の胸を騒さわがせる。

「……あの時姉ちゃんが言ってたでしょ。俺たち、最後までいってないって。先輩が、気持ちの上では最初も最後もないって言うから考えないようにしてたけど…」

　いったいなにを言い出すのかと言いたげに、彼は気まずげな顔をして唇くちびるを引き結んでいる。こんなこと俺から言っちゃいけないんだろうかと迷いながらも、ここまで口にして「やっぱりやめた」とも言えないので、頑がん張ばって先を続けた。

「俺さ、すごーく痛くても騒がないから、して？」

　思いきって言った途と端たん、彼はまた「アイタタタ」と胸を押さえる。

「せ、先輩？　どうしたの？」

「…城野くんが、またそーゆー大だい胆たんなこと言って、僕を驚かせるから」

　ここじゃマズイでしょ、と言われるのに、ハッと気がついた。

　そうだ。ここは、中央委員会室なんだっけ。

　しばらくお休みしていた先輩が登校してきて、俺は部活に出る前にちょっとだけ顔を見にきていたのだ。二人きりになると、すぐにそういう現実を忘れそうになるから困る。

「まあ、その話はまた後日ってことで……時間いいの？　早く行かないと、また森もり本もとに怒おこられるよ」

　さりげなく告げられるのに、先輩の手首を摑つかんで腕時計を覗き込む。

「わ！　ホントだ。じゃ、俺行きます。でも、なにかあったら呼んでくださいね！　俺、どんな時も越前先輩のこと最優先しますからっ」

　ありがとう、と彼はひらひら手を振ふった。振り返って同じように手を振って、俺はちょっと焦あせって廊ろう下かを急ぐ──と、角を曲がってきた葛かつら木ぎ英えい司じと危あやうくぶつかりそうになった。

「……廊下は走るな。まったく、お前は小学生かっつーの」

　憎にく々にくしげに吐はき捨てられて、おざなりに頭だけ下げて通り過ぎようとしたものの、ふと気を変えて立ち止まる。

「葛木さん、越前先輩のところ行くんですか？」

　彼は黙だまったまま、ちらりと俺を見た。否定されないってことは、アタリなんだろう。

「無理させないでくださいね。先輩、まだ本調子じゃないから」

　脇わき腹ばらを押さえて痛がっていた姿を思い浮うかべる。俺は肋骨を折ったことがないから、どれほど痛いのか想像もつかないけれど、きっとうんと我慢しているんだろうと思う。

「お前が言うな。いったい誰だれのせいで骨折したと思ってんだ」

　容よう赦しやない言葉に、俺はシュンと項うな垂だれる。

「ショボクレるな、バカ。お前のこととなると、冷静さがブッ飛んじまう越前もどうかしてるんだ」

　慰なぐさめるでもなくそう言って、葛木さんは軽く俺の頭を叩たたいた。──これは、彼なりのフォローなんだろうか？……よくわからない。

　よくわからないと言えば、越前先輩もだ。

　彼の身体からだが本調子じゃない時にこんなことばっかり考えているなんて、不ふ謹きん慎しんだと呆あきれられてしまうかもしれないけれど、なんとなく──納なつ得とくいかない。

　夜、木に登って二階の窓から忍しのんでくるほど大胆なところがあるかと思えば、最後の一線を越えなかったり、そのことを指し摘てきされてもとくに気にするふうでもなかったり。

　入り口まで来て、中を覗いて──そのまま回れ右して帰ってしまった感じ？　それで先輩は満足したのだろうか。だから、飄ひよう々ひようとしていられるのかな。

　俺のほうは、そんなふうにはなれない。

　最初も最後もなく、ただ触ふれあっているだけで幸せだと思ってはいたけれど、そのまたさらに奥があると知れば覗きたくなる。欲しくなる。もっともっと──際限なく、越前先輩のことを知りたくなる。

　越前先輩は、そうじゃないんだろうか？

「おい、そんな深刻な顔すんなって。また俺が一方的にお前をイジメたと誤解されるだろうが」

　ムッとしたように葛木さんが言う。

「……誤解？」

　誤解じゃないことだってあるよなーと思いながら、口にした。

「なんだ、その目は。失礼だな」

　居直ったように、彼は眼鏡めがねの縁ふちを指先で押さえて俺を睨にらみつける。

「葛木さん、前に越前先輩のこと〝手が早い〟って言ってたよね？　あれ、本当？」

　なんとなく聞いてみた。

　べつに、先輩の過去にまで嫉しつ妬とする気はないんだけど、やっぱり気になる。越前先輩が現在俺を見ててくれるんなら、そんなことに拘こだわってるのは馬ば鹿かだと思うし──でも。

「今さらなに言ってんだ？　さっそく夜よ這ばいかけられといて、まだわからないのか？」

「だって…」

「越前は、人でも物でも本気で欲しいと思ったら、堪え性しようがないほうなんだよ。おジョウさんに対してもそうだったろ？　なんにも執しゆう着ちやくしてないような顔をして、情は深いし意外にしつこい」

　そうなんだ、と半ば呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　そりゃ確かに、知りあってから告白までの間と、告白からキスされるまではすごく短かった気もするけれど、そのあとはゆっくりだったと思う。いや、いろいろ邪じや魔まされてたからしょうがないのかな。でも──やっちゃおうと思えばやっちゃえたわけだし…。俺は嫌いやがらなかったし、俺だって……欲しかったんだし。

「なんだよ」

　葛木さんは怪け訝げんな顔をした。

「越前に無む体たいなことされて、悩なやんでるっていうんでもなさそうだな」

「うん…」

　葛木さんなんかに話したって、なんの解決にもならないと頭ではちゃんとわかっているのに、どうしてついこんなことまで話してしまったのか。

「俺たち……最後までいってない」

　フーン、と彼は気のない返事を寄よ越こした。

　そうして表情も変えずに、あっさりと口にする。

「そりゃ、おジョウさんは女じゃないし」

　啞あ然ぜんとして彼を見上げると、あたりまえなんじゃないの？　と言いたげな目にぶつかった。

「なかなか踏ふみ切れなくてもしょうがないじゃないか？　第一、そんなこと深刻に悩んでるわりには、お前だって最後がなんなのかわかってないだろ？」

　見み透すかすように葛木さんは言った。

　──なんでわかるんだろう？　つーか、俺ってバカ？　他ひ人とにベラベラ喋しやべるようなことじゃないのに。

「い、今のナシ！」

「はあ？」

「クリアしちゃって、今俺が言ったこと全部！」

　わかったと葛木さんが言ってくれるはずもないだろうが、とりあえず一方的に言い渡わたして駆かけ出した。もう完かん璧ぺきに、部活は遅ち刻こくだ。

　部室に飛び込み、慌あわてて着き替がえて校庭までの距きよ離りを走る。

　必死で走ってもすでに集合時間は過ぎていて、コートに着いた途端森本部長に怒ど鳴なられた。

「城野ッ、遅おそい！　校庭五周してこい！」

「はい！」

　パス練習を始めている部員たちを尻目に、俺は一人で校庭を走り出した。

　仕方ない。遅おくれた俺が悪いのだ。

　──それに……さっきの葛木さんとの会話がちょっと応こたえてて、しばらく走って頭を冷やすべきなのかもしれない、なんて思う。

　そう、なんか俺ショック受けてるかも。

　なににって、自分が女じゃないんだってことに。

　今さら気づくことでもない。生まれた時から十六年間、俺はずっと男だった。当然、そのことに疑問も抱いだかなかった。

　越前先せん輩ぱいは、男でも女でも関係ないって言ってくれた。俺も、そう思ってた。少なくとも、あの夜身体を重ねた時は。

　だけど、女じゃない俺との行こう為いに、越前先輩が躊躇ためらうのは当然のことなのだ。

　それに──俺の初はつ恋こいはロータだった。

　小さいころからずっと一いつ緒しよにいて、気づいた時にはすでにもう好きだった。彼以外の誰にも目を向ける暇ひまもなくここまで来て、次に好きになったのが越前先輩だ。

　ロータは男で、越前先輩も男。この次──があるなんて考えたくはないけれど、もしあるとすれば──好きになる相手もまた男かもしれない。

　つまり俺は、女の子には興味がないってことだ。同性にしか、そういう気持ちを抱けない。

　でも、越前先輩はきっと違う。

　葛木さんの口くち振ぶりでは、俺の前につきあってたかもしれない人はおそらく女の子だろう。彼はごく普ふ通つうに恋をして、ごく普通に女の子とつきあってた。俺を好きになったのは、なにかの弾はずみか一いつ瞬しゆんの気の迷い、もしくは魔まが差したか単なる間ま違ちがいかもしれないのだ。

　だとすれば、彼はこの先また普通に女の子を好きになる可能性がある。

　越前先輩だって、だからこそ無意識のうちに俺と深い部分で関かかわるのを避けてしまっているのかもしれないのだ。

　あんまり自然に、先輩が俺を好きだと言ったり、大事にしてくれているものだから忘れてた。

　俺は男なんだ。

　でも、だからってどうしてあきらめられる？

　越前先輩のことが好き。すごく、好き。

　この気持ちはもう止められない。
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「保たもつ、 早く食べなさい。太た郎ろう太たくん、そろそろ迎むかえにくる時間よ」

　トーストをもそもそ齧かじりながら、俺は母に「来ないよ」と言い返す。

「あら、喧けん嘩かしてるの？」

「違うよ。……ロータは、今日は生徒会の用事で先に行ってんの」

　越前先輩に牽けん制せいされたのをきっかけに、ロータは俺と一いつ緒しよに登校するようになった。もうその必要はないと思うのだが、やめるタイミングを摑つかめずになんとなく今もそれは続いている。母の目から見れば俺たちは、〝相変わらず仲のいい幼おさな馴な染じみ〟と微笑ほほえましいらしい。

「だからって、モタモタしてちゃ駄だ目めでしょ。太郎太くんがいないと遅刻だなんて、格好悪いわよ、保。ほら、もうこんな時間。……有ゆ麻ま、寝ね坊ぼうせずにちゃんと起きたかしら」

　思い出したように、母が口にした。

　姉貴は昨日から、学校行事で二泊はく三日のクラス合宿中だ。学校所有の施し設せつが穂ほ高だかにあるのだという。

　姉貴がいないと、我が家も静かだ。──ああ、だからなんとなくのんびりしちゃうのかなぁ。

　こんなこと年にそう何度もないんだし、としみじみ思いながら紅茶を飲んでいると、いきなり電話のベルが鳴った。

「……有麻になにかあったのかしら。……はい、もしもし？　城野でございます。──まあ、いつもお世話に……えっ？」

　受話器を取って話しはじめていた母は、ふいに驚おどろいたような声を上げた。

　まさか本当に姉貴がどうかしたんだろうかと、俺も椅い子すの上で向きを変え、じっと母を見る。

「そうですか、ではすぐに参りますので。いろいろお世話をおかけして…」

　電話の前で、母はぺこぺこ頭を下げている。そうして、回線を切ってからも困ったように眉まゆを顰ひそめて立ち竦すくんだままだ。

「お母さん？　姉ちゃんになにか…？」

　母は、ハアとため息をついた。

「お母さんってば！」

　椅子を降りて、母に詰つめ寄る。

「あ、ああ、保。……困っちゃったわ。お祖ば母あちゃん、倒たおれたらしいのよ。お母さん、すぐに行かなきゃ。……あ、その前にお父さんに電話しないと…」

「お祖母ちゃん？　って、静岡の？」

　そうよ、と母は頷うなずいた。母方の祖父母は横よこ浜はまにいるのだが、父方の祖母は現在静岡で一人暮らしをしているのだ。

「倒れたって、いつ？　どこが悪いの？」

「さあ、詳くわしいことはわからないの。今の電話、お隣となりに住んでる山やま田ださんからでね、朝、庭先で倒れてるお祖母ちゃんを見つけてくれたんですって。すぐに救急車呼んでくれたそうなんだけど……困ったわね。すぐに行くって言っちゃったけど、有麻もいないし……お母さん一人で行くにしても、お父さん仕事で遅くなるだろうし…」

　どうやら母の心配は、俺に向けられているらしい。

「俺なら平気だよ」

　慌てて言うと、疑わしげな眼まな差ざしがじっと俺を見る。

「なんだよ。大だい丈じよう夫ぶだって！　お父さんにすぐ電話して、帰ってきてもらいなよ。そんで、車で行けば？　お祖母ちゃんち駅から遠いし、バスも数ないしタクシーも少ないんだからさ。車ないと不便だろ？　ね、そうしなよ。俺なら心配いらないから！」

　もう子供じゃねーんだからさー、と言って胸を反らすと、母は珍めずらしくあっさりと「そうね」と頷いた。

　わ、俺って信用あるじゃん？　と思ったのも束つかの間ま。

「太郎太くんに来てもらいなさい。それなら心配いらないものね」

　ガクーッと俺はその場でコケそうになる。

「……それじゃ、さっそく頼たのんで…。あ、太郎太くん、もう学校行っちゃってるんだっけ。どうしましょう。奥さん、まだいらっしゃるかしら」

　ロータの母親に頼みにいこうとする母を、俺は慌てて呼び止めた。

「いいよ！　俺から言う。学校でどうせ会うし、俺が頼めば嫌いやって言わないから」

　──それは間違いないのだけれど。

　問題は、俺のほうにある。いや、俺だけじゃないけど。

　ロータは、たぶんまだ俺のことをあきらめてないんだと思う。越前先輩にも、そのようなことを言っていた。……ってことは、俺に対してそういう気持ちを抱かかえてるロータと一晩一緒に、しかも二人きりで過ごすということだ。

　それって、ヤバくない？

　意識する俺が変なのか？　でも、もうすでに母が思ってるような〝仲のいい幼馴染み〟ではないんだし。

　俺だって、どんなふうにロータに接すればいいかわからない。俺が嫌がることをロータがするとは思わないけれど、強く出られたらきっと拒こばめない。だって、越前先輩が現れる前は一番好きだったのだ。今だって、好きは好き。ただし、越前先輩の次にってだけで。

　ああ、困った。ロータに来てもらうわけにはいかない。といって、俺だけじゃきっと信用してもらえないし、噓うそをついても隣なんだから母にはすぐにバレてしまう。それくらいなら、越前先輩に来てもらったほうが──……そうだよ、越前先輩に頼めばいいんじゃん。

　頭の中でぐるぐるパニックしていたが、あっさりとそんな結論に落ち着いた。

　ロータには黙だまって、越前先輩を誘さそえばいい。母にあとで「どうして太郎太くんに頼まなかったのか」と聞かれたら、ロータに話す前に越前先輩が来てくれると言ったからとでも言えばいいのだ。

　越前先輩ならこの前の騒さわぎで母も父も知ってるし、窓から出入りしたことはともかく、彼自身については悪く思ってないはずなんだ。

「ほら、早くお父さんに電話しなよ。俺、遅ち刻こくするからもう行くね。こっちのことはなんにも心配しなくていいから、お祖母ちゃんの看病してあげなよね」

　言いたいことだけ言って、俺はさっさと家を出る。

　そりゃあ、俺が考えてるみたいにうまくいくとは思えないけど。越前先輩の都合もあるし、それ以前に──ウチには来たくないかもしれないし。俺と二人きりで過ごすなんて、もう嫌かもしれない。

　そう考えたら、胸の奥がギュウッと痛くなる。

　それでも確かめたいと思ったのだ。事情を話して誘ったら、越前先輩がなんて言ってくれるか。

　笑って「いいよ」と言ってくれたら、この胸の中のモヤモヤは瞬しゆん時じに消えてなくなるだろう。そして俺たちは、甘い時間を過ごせるはずで──。







「え…」

　越前先輩の顔が、僅わずかに強こわ張ばった。

　その顔を見た途と端たん、ドキンと鼓こ動どうが大きく跳はねる。

　──今日、ウチみんないないから、よかったら泊とまりにきませんか。

　放課後、中央委員会室を訪ねてそう切り出した俺に、彼はきっと微笑みかけてくれると信じた。「いいよ」と頷いてくれると思いたかった。

　でも、やっぱり現実はこうだ。

　困ったように、先輩の視線が泳ぐ。きっと頭の中では、どうやって断ろうかと迷っているに違いない。

　先輩は、嫌がってる。

　俺と二人きりで、夜を過ごすのはもう嫌だと思ってる。

　どうすればいいんだろう？　ここは俺が「なーんてね、今のナシ」と笑い飛ばすべきだろうか。でないと、きっとシコリが残る。この次彼と会った時、どんな顔をしたらいいのかわからなくなる。

　黙って考え込んでしまった越前先輩の顔をちらりと見上げ、俺は勇気をかき集めて口を開きかけた。その時。

「……っていうか、ずいぶん大だい胆たんな誘さそいなんじゃねーの、それは」

　突とつ然ぜん背後から、意地悪な声が割り込む。

「葛木…」

　越前先輩が顔を上げた。こころなしかその表情は、ホッとしたようにも見える。

「〝誰もいないの、遊びに来て〟ってさ、それはつまりイイコトしましょうって誘いなわけだろ？　言うじゃん、おジョウさん」

　相変わらずの嫌いや味み全開で、葛木さんはなおも言いながらずかずか室内に入ってきた。

「でも、家の人みんないないって、有麻さんはどうしたんだよ？」

　訝いぶかしげに覗のぞき込まれて、思わず後あと退ずさる。

「おい…」

　──限界だった。

　これ以上、葛木さんに揶揄からかわれるのも、越前先輩の困った顔を見るのも。

　わざわざ指し摘てきされるまでもなく、大胆な誘いだったのはわかってる。でも、たぶん恋こい人びと同士ならあたりまえの。

　それがあたりまえじゃないのは、俺たちが男同士だから。一線を越こえるだけの勇気がないから。俺にも、越前先輩にも。

　こういうところ、俺は駄だ目めだなぁと思う。

　うまくごまかすことができない。さらりとさりげなく逃にげることができない。逃げる時は全速力で、そりゃあもうあからさまに飛び出してしまう。

　こんなふうに逃げたりしたら、きっと越前先輩は困るだろう。あの優やさしい人に必要以上に気き遣づかわれてしまうのは、なんだかいたたまれない気がする。

「城野くん、待って！」

　ほら、こんなふうに──……って、ええっ？　なんで、越前先輩が追いかけてくるわけ？　それも、あんな必死の形相で。

　今は駄だ目めだと思った。もうちょっと落ち着いてからなら、うまくごまかせそうな気もする。さりげない言葉を選んで、自分が傷つかないように、彼に気遣われなくてすむように。

　だけど、今はまだ無理なのだ。きっと、感情的に喚わめいてしまう。

「城野くんってば」

　足の速さには自信があるのに、越前先輩にはなぜか敵かなわない。これはコンパスの差なんだろうか？　あっという間に、背後から腕うでを摑つかまれてしまう。

「……ちょっと、城野くん……そんな、全力で逃げられたら、僕はどうしたら…」

　狼狽うろたえながら、彼は強ごう引いんに俺を引き寄せた。肩かたで息をつく姿に、彼もまた全力で俺を追いかけてきたんだろうかとふと思う。

「ごめん、葛木がいつもいいところで邪じや魔まして…」

「邪魔…」

　彼に邪魔されて助かったんじゃないですか、とはさすがに言えない。そんな嫌味を言う暇ひまがあったら、俺は彼に謝るべきなのだ。

「ごめんなさい。……さっきのナシです。そんなに……深く考えないでください。俺、よくわかってるから…」

「え？」

　手首を摑む指に、ぐっと力が籠こもるのがわかった。振ふり解ほどけずに、俺は俯うつむいたまま言葉を継つぐ。

「越前先せん輩ぱいが、もうそういうつもりじゃないってことわかってるし。だから…」

「なにをわかってるって？」

　もう片方の手が、俺の顎あごを捕とらえた。ぐいと顔を上げさせられて、近い距きよ離りで視線が絡からむ。

「僕がそういうつもりじゃないって、どういうこと？」

「……だって…っ」

　声音は優しいんだけど、目が笑ってない。こういう時の先輩は、ちょっと怖こわい。なまじ容姿が整っているぶんだけ、妙みような迫はく力りよくがあるのだ。

「先輩……ウチに泊まりにきたくないでしょ？　俺と二人きりなんて、困るでしょ」

　言うそばから、情けなくなった。俺はなんでこんな女め々めしいことを言ってるんだ？

「困るよ」

　さらりと返されるのに、ますます女々しくなっていく自分を感じた。ヤバイ、なんか泣きそうだ。

「今度は、自制できそうにないからね」

　続けられた言葉に、その意味するところがよくわからなくて首を傾かしげる。

　ジセイってなんだっけ？

「……こんなチャンス滅めつ多たにないって嬉うれしさは半分、残り半分はどうしても躊躇ためらわずにはいられない。家の人が誰だれもいないってことは、誰にも遠えん慮りよしなくていいってことだろう？　そんな状じよう況きようで二人きりになんかなったら、たぶん僕はやめてあげられない。君が痛がっても怖がっても、絶対にやめられない」

「先輩──…なに言ってんですか？」

　彼の言葉は、俺が想像していたものと違ちがう。

　嫌なんじゃないのか？　男の俺と、そんなことすんの。

　そう口にすると、先輩は「またそういうことを言う」と呆あきれたように呟つぶやいた。

「嫌なのは、城野くんのほうじゃないの？」

「えっ、どうして？　嫌じゃないよ、全然！」

　慌あわてて俺は否定する。

「嫌だったら、誘うわけないじゃん。俺は……先輩が嫌だと思ったから、それで……ここんとこなんとなくよそよそしいし、俺のこときっと嫌になっちゃったんだって…」

「おバカさんだな。そんなわけないだろう？」

　──と、言われても。そう考えざるを得ない状況だったと思うのだ。

「一度知った温ぬくもりを、意識せずにいられるわけないじゃない？　僕は、城野くんとこんなふうにちょっとでもくっついてるだけで、興こう奮ふんして襲おそいかかっちゃいそうになるんです」

　照れているのか、口調が少しふざけたものになる。でも、今は笑えそうにない。

「ホン…トに？」

「本当だよ。もう待ってあげられないし、やめてあげられない。欲しくてたまらないからね。我が慢まんできない」

　カーッと頰ほおが熱くなった。そんなこと耳元で囁ささやかれたら、俺のほうがおかしくなりそうだ。

「俺も。……俺もそう。だから、待たなくていいし、やめなくていいんだ。俺、絶対に嫌がったりしない」

「城野くん」

　嬉しそうに、彼は微わ笑らってくれた。柔やわらかくて、胸の奥がキュッと痛くなるような綺き麗れいな笑え顔がおだ。

「じゃあ、今日は一いつ緒しよに帰ろう。待っててくれる？」

　その言葉に、俺はもちろん頷うなずいた。







　夕飯は、母がカレーを作っていってくれた。

　それを温めて、越前先輩と向かいあって食べる。普ふ段だん食べているのと一緒なのに、今日のは不思議なくらい美お味いしく感じる。

　ふと気づくと自分の顔が笑っていて、慌てて引きしめようとするんだけど全然駄目だ。自然と笑ってしまう。

　ただ、越前先輩が目の前にいるっていうだけで。

　なんか幸せ、なんか楽しい。

　ああ、俺って恋こいしてるんだなーなんて。

　食べ終わった食器を、並んで洗って片づける。いつもなら頼たのまれたってやらない後片づけも、二人だとほら、こんなに楽しい。

「越前先輩、お風ふ呂ろ沸わいたよ。先に入って」

　わかった、と彼は俺の差し出したタオルを受け取った。

「一緒に入る？」

　悪いた戯ずらっぽく聞かれて、照れ捲まくって断った。

「じゃあ先に入ってくるね」

　彼の姿が風呂場に消えていくのを見送って、俺はフゥと息をついた。

　だんだん生々しい展開になってきた。先輩が風呂から上がったら、交こう替たいで俺が入って──そのあとは…。

　ドキドキと心臓が騒さわぎ出す。

　この前、もうお互たがいの身体からだを見たり触さわったりもしているのに、どうしてこんなに緊きん張ちようするんだろう？　先輩が「我慢できない」なんて言ったからだろうか？

　俺たちは、今夜とうとう──。

　目の前のテレビでは、バラエティ番組が騒がしい。ぼうっと眺ながめているだけで、内容は全然頭に入ってこなかった。

　それよりも、俺はこれからのことで頭がいっぱいなんだ。

　ピンポーンと玄げん関かんの呼び鈴りんが鳴ったのは、その時だった。一いつ瞬しゆん空耳かな、と思ったものの、続けて鳴らされる音に仕方なく腰こしを上げる。

「……誰だろ、今ごろ」

　両親からはさっき電話がかかってきたから、いきなり帰ってきたとかいうんじゃないと思う。まさか、姉貴？　いや、そんなはずはない。

「新聞の勧かん誘ゆうかな…」

　両親が留守だと言って居直られても困るしなーと考えながら、ドアの覗のぞき穴に目を押し当てる。

「……ロータ？」

　ドアの向こうには、ロータが立っている。

「どうしたの？　今ごろ」

　内心の動どう揺ようを押さえつつ、ドアを開けた。

　越前先輩が来てることは言わないほうがいいだろうか？　適当にごまかして、追い返すしかないだろう。

「来てるんだろう？　あいつ」

　それなのに、俺が口を開く前に、彼はいきなりそう言い放った。

「えっ、ええっ!?」

「越前だよ。……入るぞ」

　追い返すどころか、なにも言えない俺を押し退のけ、ロータはズカズカと上がり込んだ。と、彼の足がピタリと止まる。

「よう」

「……いらっしゃい」

　奥から越前先せん輩ぱいの声がするのに、俺は焦あせって戸と締じまりをして中へと踵きびすを返した。ロータの前に、いかにも風呂上がりですといった風ふ情ぜいの先輩が、タオルで汗あせを拭ふきながら立っている。

「邪じや魔まするぞ」

　ハッキリとロータが言った。

　この場合の〝邪魔〟はもしかして、本当に邪魔するって意味？　俺と越前先輩の、二人きりの時間を？

「ロータ、あの、なんで…？」

　母が祖母の家から、ロータに電話でもかけてきたのかと思った。それで彼は慌あわてて来てくれたのかと。でも、それならどうして聞く前に、越前先輩が来ているのを知っていたのか？　玄関にある靴くつを見た？

「葛木に聞いた」

　ボソリと彼が言う。

　越前先輩は、フーンと気のない返事をした。

「知ったからには、黙だまって見過ごせない。……馬に蹴けられるのを承知で来た」

　なんだかいたたまれなかった。

　ロータは、俺が今晩どうするつもりなのかをわかっていて──それで乗り込んできたのだ。姉貴に指摘された時も思ったけど、越前先輩とのことを家族やロータに知られるのはなんだか気き恥はずかしい。穴を掘ほって、埋うまってしまいたいくらいだ。

　だけど彼は表情一つ変えずに、持っていた紙かみ袋ぶくろをぬっと俺に手て渡わたす。

「…なに……？」

　ガサガサと覗くと、中には貸しビデオが何本も入っていた。アニメ映画や特とく撮さつの戦隊物、見み損そこねた連続ドラマなんかもある。

「こんなに借りてきたの？」

「どうせほかにすることもないからな」

「それって…」

　思わず絶句してしまう。

　つまり、ロータは今夜一晩ここにいるつもりなのだ。俺と先輩が二人きりにならないように──早い話が、エッチしないように。

　どうしよう、と越前先輩の顔を見る。

　彼は黙って肩を竦すくめた。

　そのあきらめたような表情に、確かにあきらめるしかないのだということを悟さとる。

　だって、仮にロータに帰ってもらっても、もうとてもそんなことをする気分にはなれない。ここで俺がなにをするつもりなのか知っているロータを追い出して、平気な顔してできると思う？──できないだろう、さすがに。

「……邪魔されるのは悔くやしいけど」

　ふいに、越前先輩が言った。

「遠山の気持ちがわからないでもないから、怒おこれないな。僕がもし遠山の立場なら、やっぱり邪魔しに来たと思うからね」

　あっさりと告げられるのに、ロータは澄すました顔をして頷うなずいている。

「あ、そうだ。ロータ、お風呂は？　まだだったら先に…」

「家で入ってきた」

　とりあえず時間を稼かせごうとする俺の申し出は、簡単に撥はねつけられてしまう。

「よかった、僕もちょうど上がったところで。……城野くん、入っておいでよ」

　幾いく分ぶん挑ちよう戦せん的てきに聞こえる口調で、越前先輩が言う。この場合、俺がどちらかと二人きりになる状じよう況きようを作らないというのは、牽けん制せいしあうために必要なことなのだろうか。

　俺は──いいのかな？　今俺がいなくなって、越前先輩とロータが二人きりになっても大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

　なんか怖い気もするけれど、ちょっと一人になりたいようにも思える。 っていうか、心の準備もなにもできてないんだから、風呂にでも浸つかって落ち着かなければ。

　対たい峙じしてる彼らに背を向けて、俺は逃げるように風呂場に向かった。

　なんでこんなことになっちゃったんだろう。──葛木さんの意地悪。







　結局、昨夜は一晩中ロータの持ってきたビデオを見ていた。

　ソファに三人並んで座り、俺は二人に挟はさまれた真ん中で小さくなっていた。一晩で見るには量が多すぎて──ビデオは、三軒げんのショップから借りられる制限ギリギリの本数だったのだ──、なるべく内容の明るい賑にぎやかなものを選んで見ていたのだけれど、それでも俺は途と中ちゆう眠ねむ気けに襲おそわれて時々気を失っていた。

　越前先輩とロータは、一いつ睡すいもしなかったようだ。

　目が覚めた時はいつも、二人とも怒おこったようにテレビ画面を睨にらみつけていた。俺が起きるとあれこれと話をするのだけれど、寝ねている間はあまり口を利きいてないみたいだった。

　ほぼ完かん徹てつ状態で朝食を食べ、学校に向かう。

　授業中、寝たりしないのかなーとちらちら二人の顔を見比べる。ほんの数時間とはいえ眠った俺でも、今日は睡すい魔まとの闘たたかいになりそうなのに、徹夜に慣れてるんだろうか？

　駐ちゆう輪りん場じよう近くで、越前先輩は自転車を停とめた。今朝は俺の自転車を彼が漕こいで、俺は後ろに乗っていたのだ。

「自分で置いてきたほうがいいよね？」

　そう言われて、頷いた。

　ロータと二人駐輪場に入り、自転車を置いて戻もどってくると、越前先輩の隣となりには葛木さんが立っている。

　挨あい拶さつだけしてそのまま昇しよう降こう口ぐちへと向かうと、葛木さんはさりげなく俺の隣に並んだ。

「目ェ赤いな。昨夜はお望みどおり、最後までいけたんだろ？　楽しい夜でよかったな」

「じょ…っ」

　冗じよう談だんじゃない！　とムカッと腹が立った。

「そんなことできるわけないだろう。邪魔するつもりで、ロータに喋ったくせに」

「へえ」

　案の定、おかしそうに彼の口元が微かすかに綻ほころぶ。

「邪魔されたんだ？」

「う、嬉うれしいだろ！」

「それで？　三人仲よく遊んだんだ？　三つ巴どもえでくんずほぐれつ…」

「ビデオを見ていたんだよ。……城野くん困ってるじゃないか。あまりイジメるなよ」

　ふいに、越前先輩が会話に割り込んできた。俺はホッと胸を撫なで下ろす。

　だって、口ではとても葛木さんには勝てそうにない。

「……葛木、僕ともあとでゆっくり話をしよう」

　優やさしげな口調で先輩は言ったけれど、目は笑っていなかった。さすがの葛木さんも、頷きながらちょっと顔を強こわ張ばらせている。

　──ザマーミロだ。

　それにしても、昨日は年に一度あるかないかのチャンスだったと思う。俺も、越前先輩の本音が聞けてホッとしてたし、それなりに覚かく悟ごも決めてたし。

　それがフイになってしまって、今日はもう姉貴が帰ってくる。今朝母からも電話があって、幸い祖母は転んで腰こしをちょっぴり痛めただけだったらしく、明日には帰れるとのことだった。

　祖母が寝たきりになったり、うんとひどい病気じゃなかったことを、俺は喜ばなければいけないのだけれど──。

「城野くん」

　そんな顔しないの、と別れ際ぎわ先せん輩ぱいは言った。

「そういう顔されちゃうと、ここが学校だってこと忘れて抱だきしめたくなっちゃうよ。……目の前に君の顔がちらついて、授業が上の空になりそうだ」

　こっそり耳に囁ささやかれて、カーッと顔が熱くなる。

「……だって」

「昨日は残念だったけど、しょうがないよね。ま、急いでしなきゃいけないことでもないし、またそのうちチャンスが訪おとずれるさ」

　あっさりと彼は言う。

　越前先輩は、〝しょうがないから〟と簡単にあきらめられるのかな？　俺は──どうしてこんなに焦あせってるんだろう。彼みたいに、とても達観できそうにない。

「先輩……」

　聞いてみたかったけど、言葉にできない。彼に「ん？」と顔を覗のぞき込まれて、俺は質問を摩すりかえる。

「眠くない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　先輩は苦く笑しようした。

「眠いよ。でも、昨夜は闘いだったからね。遠山が起きてるかもしれないのに、僕が寝るわけにはいかないだろう？」

　たぶん遠山も同じだったと思うよ、と彼は言った。

　俺は一人で、時々寝ちゃっていたわけだけれど──二人は居眠りしている俺を挟んで張りあってたってこと？

　申しわけないような複雑な気分が込み上げてくるのに、それ以上はなにも言えずに別れた。

　言ってることはなんだか際きわどい気がするけれど、越前先輩は普ふ段だんと変わらずに爽さわやかだ。あんな澄ました綺き麗れいな顔をして、本当に俺のことが欲ほしくてたまらないなんて思ってるんだろうか？　もう我が慢まんできないなんて──。

　俺のほうがガツガツしてる気がして、ちょっと自己嫌けん悪おに陥おちいった。

　先輩の涼すずやかな笑え顔がおが悔くやしいだなんて、俺ってば歪ゆがんでる？
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「だからさー、ヤミツキになんだってよ、ヤミツキ」

　その言葉に、周囲からゲラゲラと笑い声が起こる。「マジかよ」とか「噓うそだろ」とか、疑わしげな声も混じってる。

「……ずいぶん盛り上がってるなー」

　部室の隅すみで固まって騒さわいでいる二年生たちを見て、思わずそう呟つぶやいた。

　今日は雨でグラウンドが使えず、ミーティングだけで部活は終わりなのだが、なかなか部長が現れなくてみんなそれぞれ雑談しているのだ。

　なんの話だろうかと首を突つっ込みにいった一年部員が、辟へき易えきしたような顔をして戻もどってきた。

「……なんだった？　なにがヤミツキになるんだって？」

　好こう奇き心しんから尋たずねてみると、彼はよくわからないと言いたげに肩かたを竦すくめる。

「アナルセックス」

　俺の周囲の連中は、咄とつ嗟さに声が出なかった。

　いや──エロい話で盛り上がってるんだろうなーとは思っていたんだけど。

　アナルセックスって言葉は、聞いたことがある。でも、意味は今一つよくわからない。

　純情ぶる気もないし、興味がないわけでもないんだけど、俺はこのテの話題にちょっと疎うとくてついて行けないことが多いのだ。

　クラスの中でも、詳くわしいヤツはいろいろ知ってるし、もちろんすでに経験ずみのヤツもいるんだけど──やっぱり俺って変なのかな。みんなが目をギラギラさせてしてるような、女の子との経験談にもあまり興味がない。

「フーン、ヤミツキになるんだ？」

「知らねーよ。だいたいさー、なんでわざわざそんなとこ使うんだよ？」

「そりゃ、イイからだろ。ヤミツキになるほど」

　ボソボソとみんなは話し続けている。ここで、「アナルセックスってなに？」と聞くのは顰ひん蹙しゆくだろうからと、仕方なく俺は黙だまって耳を傾かたむけていた。

「それ好きなヤツって、やっぱ潜せん在ざい的にホモっ気があんじゃねーの？」

　思いがけない単語が飛び出すのに、思わず肩がピクリと揺ゆれる。

「そうとも言えないらしいぜ。おい、城野！」

　いきなり指を差されて、ギョッとした。今、ちらっと反応したのがバレたんだろうか？

「お前、さっきから黙ってるけど、実は全然話が見えてねーだろ」

「え…っ」

　鋭するどい指し摘てきだった。

「……なに？」

「お前ってさ、こういう話題苦手っぽいよな。素知らぬ顔して聞いてるけど。それとも実はもうバリバリ飛ばしてて、こんなガキ臭くせェ話興味ねーとか？」

「そ…んなこと、ないよ。……じゃあ聞くけど…アナルセックスってなに？」

　言った途と端たん、バカ笑いされた。──だから、聞きたくなかったんだってば。 っつーか、それって誰だれでも知ってるもの？　知らないと笑われるような一いつ般ぱん常識？

「信じらんねーな。今時小学生でも知ってるぜ」

　えっ、そうなのか！　と驚きよう愕がくする俺をサカナにひとしきり笑ったあとで、隣となりのヤツがひっそりと耳元で声を潜ひそめる。

「ケツの穴に突っ込むんだよ」

　あまりにも直接的な台詞せりふに、俺は飛び上がってしまった。──そうだったのか！

「男は、そのへんに前ぜん立りつ腺せんってゆーのがあってさ…」

　目を白黒させている俺の反応が面おも白しろいのか、連中はゲラゲラ笑いながらもなおも説明してくれる。

「でも、女にはねーから痛いだけなんじゃねーの？」

「えー、いいからヤミツキになるんだろ」

「それって、やるほうだけなんじゃねーか？　やられるほうもイイのか？」

　頭の中もグルグルしはじめて、俺は黙って聞いているのがやっとだ。

　でも──やっとわかった。越前先輩や姉貴の言ってたことの意味が。すごーく痛いって、このことだったのか！

　…ってことは、最後までって──……できるわけねーじゃん！　そんなこと、この俺に！

　第一、そんなとこ使うって、する前に見られたり触さわられたりするんだろう？　させられるか？　越前先輩に。

　あの、自転車のチェーンを器用に嵌はめたりしてくれる清潔そうな綺麗な指に、俺のそんなところを触らせるわけにはいかない！　いや、前とかはしてもらっちゃったけど……いやいや、やっぱり駄だ目めだ。

　そんなこと──絶対にさせられない！







　いつもなら部活が終わると、まだ越前先輩が残っているかどうか確かめるために中央委員会室を覗いたりもするのだけれど、今日は寄らずに学校を出た。

　あんな話を聞いたあとでは、なんだか生々しくて顔をあわせづらい。

　あれは──やっぱりしなきゃいけないことなんだろうか？　最初の時に先輩がしようとしなかったのは、俺を思いやったから？　本当はしたかった？　それとも、しなくても大丈夫だったのか？

　よくわからない。

　サッカー部の連中は「するほうはヤミツキになる」 って言ってたから、それなら越前先輩はいいのかなぁ？　俺はどうなんだろう。されたい……かな？

　答えの出ない疑問ばかりが、さっきから頭の中で行ったり来たりしている。

「……参ったなー」

　バス停までの道をとぼとぼと歩きながらぼそりと独り言ごち、傘かさをちょっとずらして、絶え間なく水すい滴てきの落ちてくる鉛なまり色いろの空を仰あおぐ。

「城野くーん」

　雨音に混じって、遠くで越前先輩の声がしたような気がして、ふと足を止めた。

　まさかと思いながら振ふり向くと、こちらに向かって走ってくる人ひと影かげが見えた。このままダッシュで逃にげ出すわけにもいかないし、どうしようもなく俺はその場に立ち竦んだ。

「城野くんが校門を出るのが、窓から見えたんだ」

　駆かけつけてきた先輩が屈くつ託たくなく言うのに、胸が痛む。

「どうしたの？　帰り、寄ってくれると思って待ってたのに」

「……いえ、あの…」

　ミーティングが早く終わったし、越前先せん輩ぱいの仕事の邪じや魔ましても悪いと思ったから……などと、俺は口の中でモゴモゴと言いわけした。

「そうだったんだ？　今日は、こっちもゴタゴタしてて仕事にならなかったんだよ。それで…」

　彼はふと言葉を止めて、じいっと俺を覗のぞき込む。

　と、いきなり先輩は俺に向かって手を伸のばした。ギョッとして、咄嗟にその手を避よけて後あと退ずさる。

「城野くん？　前まえ髪がみ濡ぬれて…」

「えっ？　あ、あ……今、傘から頭出してたから…」

　空を仰あおいだ際に雨に濡れてしまったのだ。彼はただ前髪が濡れているのに気づいて、滴しずくを指で払はらおうとしただけだったようなのに、俺ってばなに意識してるんだ？

　こんな態度取ってたら、きっと変に思われる──。

「……城野くん」

　案の定、彼は不ふ穏おんな声を出す。

「は、はいっ」

「またなにか言われた？」

　決めつけるように言われて、「え？」と首を傾かしげる。

「葛木か……遠山？」

「べつになにも！」

　──マズイ。不自然なほど即そく座ざに否定してしまった。しかも、こんなに力入れて言ったんじゃ、よけい変に思われてしまう。

「いえ、ホントに。なんでもないです。ちょっとびっくりしただけで、それで……えーと、俺、今日はすぐに家に帰んなきゃならなくて…」

　自分でもわかるほどドギマギしながらの台詞に、越前先輩はニコリと微わ笑らった。

　ああ、この顔はきっと納なつ得とくしていない……。

「そうなんだ？」

　ほら、また目が笑ってないし。

「じゃあ、呼び止めて悪かったかな。……バス停まで一いつ緒しよに行ってもいい？　それとも、走ってく？」

　そんなふうに聞かれたら困る。

　だって、急いでるなんて噓うそだし。あんなこと聞いたって、俺はやっぱり越前先輩のことが大好きなんだし、こうして一緒にいられるのはすごくすごく嬉うれしいのだ。

「……バス停まで、一緒に…」

「よかった」

　ふわっと笑って、彼は歩きはじめた。

　雨は相変わらず降り続いているけれど、こうして先輩と歩いていられるなら、そんなに鬱うつ陶とうしいものじゃない。ズボンにハネが上がるのも、ジメジメと湿しめっぽいのも気にならないほどだ。

　バス停までの距きよ離りは短くて、あっという間に着いてしまう。俺たちの乗るバスはそれぞれ行き先が違ちがうので、先輩とはここでバイバイだ。

「ねえ、城野くん。明日、学校休みだけど、なんか予定ある？」

　ドキン、と心臓が大きく跳はねた。

　──どうしよう。遊びに行こうと言われるのかな？　まさか……誘さそわれてる？　俺。でも、こんな気持ちのまま、越前先輩と二人きりっていうのはなんだか抵てい抗こうがあるし…。

「予定があったらしょうがないんだけど、もしよかったら、委員会室の片づけ手伝ってもらえないかな？」

「え…」

　それって、明日も学校に来いってことだよね？

「片づけ…って？」

「さっき、今日はゴタゴタしてたって言っただろう？　本当は今日中に片づけたかったんだけど、みんな疲つかれてしまって切り上げちゃったんだ。だから、明日出られる人間で片づけてしまおうってことになって…」

　──出られる人間、ということは、俺たち以外にも誰かが来るのだろう。つまり、二人きりじゃない。しかも、校内。

「といっても、全員来られるわけじゃないから、手が足りないことには違いがないし……僕もまだ本調子じゃないんで、力仕事が思うようにできなくて。城野くんとなら、楽しくお喋しやべりしながらできるしね。せっかくの休みに登校しての手伝いなんて申しわけないけど、お礼に帰りにお好み焼きでも奢おごるよ。どう？」

　そういうことなら、大だい歓かん迎げいだ。だって、俺も休みの日に越前先輩に会えるのは嬉しい。それに、まだ本調子じゃないという言葉も気にかかる。

　越前先輩の調子が悪いなら、俺が手となり足となる。そう誓ちかったのは噓じゃない。

「もちろん、来ます！」

「本当？　大丈夫？　嬉しいな」

「俺もです」

　任せてください！　と胸を拳こぶしで叩たたいて宣言した。ちょうどそれぞれの乗るバスが前後してやってきて、さっきの気まずさが噓みたいに俺たちは笑って手を振って別れた。

　それでも一人になると、考えてしまうのは俺たちの〝これから〟。

　俺、どうすればいいんだと思う？
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　時計の針は、集合時間を三十分過ぎた。

　でも、中央委員会室にいるのは俺と越前先輩の二人だ。

「城野くん、この箱の中のファイル、そっちの棚たなに並べてくれる？」

　先輩が部屋の隅すみにある段ボール箱を指差すのに、俺は「はい」と従う。さっきからずっとこんな調子で、「ほかの人は？」と聞くタイミングが摑つかめない。

　それとも、みんな都合が悪くなっちゃったんだろうか？　先輩の話では、出られる人が来るってことだったし、みんな来られなくなったってこと？

「……城野くん、ごめん」

　ふいに彼が言うのに、手を止めて振り返る。

「片づけなんか、本当は来週でもいいんだ」

　彼は俺に背を向けていた。心持ち項うな垂だれた後ろ姿は、どことなく頼たよりない。

「わざわざ休日に出てこなきゃいけないほど、急いでない」

「……もしかして、俺を来させるため？」

　まさかと思いながら、聞いてみた。ゆっくりと先輩はこちらを向いて、「すまない」と頭を下げる。

　つまり、今日はもう俺たち以外の誰も来ないってこと？　越前先輩は噓をついて、俺を学校に来させた。それって──。

「肋ろつ骨こつだって、もう痛まない。日常生活に支障はないんだ。でも、僕は噓をついた。そうでも言わないと、君が来てくれないと思ったからだ。違う、学校でほかにも人がいればきっと君は来てくれると思った。外で会おうと言ったら、断られる気がした」

　ズバズバと、彼は切り込んでくる。

　俺は呆あつ気けに取られて、ぽかんと先輩の顔を見ていた。噓をつかれたことは、そんなにショックじゃない。それよりも、彼にこんな顔をさせてこんなことを言わせちゃう自分に腹が立ってくる。

　だって、先輩は俺が故意に避さけてると気づいたってことだろう？

「正直に言ってくれないか？　なにか僕が気に障さわるようなことをした？　それとも、葛木になにか言われた？　やっぱり遠山のほうが──……」

「違う、そんなんじゃ…」

　慌あわてて、胸の前で手をバタつかせる。

　越前先輩は、まっすぐに俺のそばに歩いてきた。なんとなく俺は近づいた分だけ、後退ってしまう。

「どうして逃にげる？」

「……だって…」

　トンと背中が棚にぶつかった。そこへすかさず彼の手が伸のびて、両りよう脇わきを封ふうじられる。

「もう僕のこと、嫌きらいになった？」

「なんでそんなこと言うの？　嫌いになるわけないじゃん。俺は…」

　じゃあ、と彼は身を屈かがめた。

　吐と息いきが掠かすめ、唇くちびるが触ふれる。軽く唇を吸われて、舌で舐なめるようになぞられた。おそるおそる開いた僅わずかな隙すき間まから、彼は深く潜もぐり込んでくる。

「……──ん…」

　当然のように、彼の腕うでが俺を抱だいた。

　口くち接づけながらあちこちを弄まさぐられるのに、思わず身体からだを硬かたくする。こんなところで最後まではいかないと思うけど──いや、だからこんなところでなくても最後までするのはマズイ。

　先せん輩ぱいの綺き麗れいなところを、俺が汚よごしちゃいそうで怖こわい。

　シャツの裾すそをするりと引き抜ぬかれて、ギョッとした。

「だ、駄だ目めっ！」

　腕を突つっ張って、彼の身体を押し退のける。

「城野くん？」

「先輩は、そんなことしちゃ駄目なんだっ」

　言うが早いか、くるりと身を翻ひるがえして委員会室を飛び出す。

「城野くん、待って！」

　追いかけてくる気配がするのに、全速力で廊ろう下かを駆かけ抜け、階段を二段跳びに降りようとして──がくんとバランスが崩くずれた。

　足が地面につかない。噓だろう、と思った途と端たん、ふくらはぎが階段の表面を擦こすっていく。

「うわっ！」

　残り六段ぐらいの高さを、あとは一いつ瞬しゆんで滑すべり落ちた。







「……あいたたた…た～～」

「城野くん、大だい丈じよう夫ぶか？」

　痛む足を抱かかえて蹲うずくまっている俺を、駆けつけてきた先輩は血相を変えて覗のぞき込んだ。

「俺、なにやってんだろう。バカみてー」

　どうしてこんなにドジなんだろうと、嫌いやになる。越前先輩の前で、俺は何回転んだことか。きっと俺、先輩にはドン臭くさくってしょうがないヤツだと思われているんだろうなぁ。

「怪け我がは？　どこか打った？」

「……足、ちょっと捻ひねったかも…。でも、たいしたことない。平気」

　足首がズキズキしているけれど、隠かくして強がった俺に先輩は眉まゆを顰ひそめる。

「無理しないほうがいい。今日はもう帰ろう。……君がそんなに僕のこと嫌がってたなんて…」

　彼は悲しげに目を伏ふせた。俺はますます仰ぎよう天てんしてしまい、オタオタと狼狽うろたえる。

「違ちがうってば！　だから……先輩のことが嫌なんじゃなくて…──越前先輩は、男同士で最後までするってどういうことなのかわかってるんですか？」

　うまい言いわけができそうになくて、仕方なく小声で聞いてみた。

「え？」

　越前先輩は目を丸くして俺を見る。

「その、どうやるかとか、し…したこと、ありますか？」

「一応知識だけは。まだ実じつ践せんしたことはないよ」

「だったら、実践しないほうがいいと思う。だって……汚きたないし」

　思いきって呟つぶやくと、彼はウーンと考え込んでしまった。

「僕……汚いかな」

「だから、違うでしょ。汚いのは、俺のほう。俺のそんなところに先輩が触さわったり、そ、そ、そういうこと…するのは…っ」

「じゃあ、最後までしなきゃいいんだ？」

　さらりと返されて、絶句する。

　先輩はホウッと息をついて、立ち上がった。

「越前先輩？」

「とにかく、今日はもう帰ろう。待ってて、戸と締じまりだけしてくるから。……待っててくれるよね？」

　さすがに嫌だとは言えないし、もう走る気力もない。逃げたって、越前先輩からは逃げられないのだ。だって、とっくに捕つかまってる。手た綱づなは、先輩の手の中だ。







　足は、それほどひどく痛めたわけじゃない。けれど越前先輩は「送る」と言ってきかなかった。

　俺を後ろに乗せて、彼は自転車を走らせた。

　家に着くと、玄げん関かんのドアには鍵かぎがかかっていた。どうやら、みんな出かけてしまったらしい。

　冷蔵庫にマグネットで貼はられたメモには、〝買い物に行きます。おなかが空いたら、冷蔵庫に肉まんがあるのでチンして食べなさい〟と書かれていた。ということは、帰りは少し遅おそくなるかもしれないってことだろう。

　もちろん、母も姉貴も俺がこんなに早く帰ってくるとは思ってないだろうけど。

「先輩、肉まん食べる？」

　肩かたを貸してくれている彼に、聞いてみる。黙だまって首を横に振ふるのに、「じゃあ、俺の部屋に行く？」と誘さそった。

「いいのかい？」

「うん……先輩に誤解されたままだと困る。俺、本当に先輩のことが嫌なんじゃないんだよ。嫌いになるわけないんだ。だって、本当の本当に…」

　好きなんだから、と想おもいを込めて彼を凝み視つめる。

　うん、と越前先輩は頷うなずいた。

「城野くんが嫌なことはしないようにする。この前の夜ぐらいのことなら、いいんだよね？　キスしたり、触るだけなら」

　俺は黙って、彼の手を引いた。足をちょっとだけ引き摺ずって、階段を上る。

　一段ずつ、ゆっくりと。

　まるで俺たちの恋こいみたいだと思う。ゆっくりゆっくり、俺たちは上ってきた。何度か転げ落ちた気もするけれど、そのたびにこうして足を引き摺りながらも上ってきたのだ。

　あの日のようにベッドの上で、彼の温ぬくもりに包まれてその重みを受け入れる。先輩は、壊こわれ物を扱あつかうように、そっとキスをくりかえした。

「……嫌じゃない？」

「全然。先輩とキスするの、好きだよ」

　よかった、と彼は微わ笑らった。

　制服の上から、先輩の掌てのひらが俺の身体を辿たどっていく。あの夜と同じだ。彼の手が触ふれる部分に血液が集まって、どくどくと強い鼓こ動どうを伝えてくる。

　まるで、捻った足の痛みみたいに。痛いわけじゃないのに、せつなくて苦しくなる。

　お互たがいの制服を脱ぬがしあって、直接肌はだを触れあわせた。滑なめらかですべすべした肌はだ触ざわりが心ここ地ち好いい。

　先輩は指で俺に触れ、唇を寄せる。甘く歯を立てられたり、軽く吸われて、時々電気みたいな感覚が走った。くすぐったいような照れ臭くさいような、変な感じがするのは、俺がまだ慣れていないからだろうか？

　鼻を鳴らして身を捩よじると、彼はちょっと力を入れて腰こしのあたりを抱いた。

　そのまま彼の唇が、俺の欲望に触れる。

「せ、先輩っ」

「大丈夫だから、じっとして」

　──と言われても、じっとなんかしていられない。だって、熱くて柔やわらかくて気持ちよくて……変になりそう。

　固く握にぎった拳こぶしを口に押し当て、油断すると零こぼれてしまいそうな声を堪こらえた。

「……声、出していいんだよ。我が慢まんしないで」

　越前先輩は伸のび上がって、俺の拳を引き剝はがそうとする。

「駄だ目め、だって……恥はずかしいよ…ぅ…っ」

「城野くん…」

　困ったな、と彼は呟いた。

「……前に言ったよね、今度は我慢できそうにないって」

　俺を見下ろす瞳ひとみの真しん摯しさに、返す言葉が出てこなかった。

「どうしよう、君が嫌がってるのがわかってて……それなのに、欲しくなっちゃったよ」

　全身が心臓になってしまったみたいに、ドキドキと騒さわぎ出す。先せん輩ぱいの言ってることはわかる。その言葉を嬉うれしいとも思う。だけど、やっぱりそれは…。

「だから、俺は先輩にそんなことさせられないって…」

「やっぱり汚い？　僕が、ここに入りたいっていうのは」

「違うよ、先輩じゃなくて俺が……俺、駄目だよ」

　越前先輩の下から逃のがれようとしたのだが、素す早ばやく伸びた腕うでが俺の動きを止めた。

「欲しいんだ。君のこと、全部知りたい。誰よりも……城野くんと深い部分で混ざってしまいたい」

　ここまで言われて拒こばめるヤツがいるだろうか？　しかも、一番好きな人に。

「……幻げん滅めつするかもしれないよ」

「しないよ」

　往おう生じよう際ぎわ悪く呟つぶやいた俺に、先輩はさらりと答えた。そうして、さっき脱いだばかりのズボンのポケットから、薬みたいな小さなチューブを取り出す。

「なにそれ？」

「痛いと可哀かわい相そうだから」

　ちょっとだけ我慢して、と彼は言うと、透とう明めいのジェル状の中身を指先で掬すくい取った。そうして、そうっと俺の背後へと指を忍しのばせる。

「……ひゃ…っ」

「冷たい？」

「…っていうか……やっぱり…触っちゃ駄目だよ、先輩っ」

「平気だよ」

　囁ささやいて、彼は俺にキスをした。その優やさしさにふっと緊きん張ちようが解ほぐれた途と端たん、ぬるっと体内に指が沈しずみ込んできた。

「──ん……っ」

　きゅっと彼の首にしがみつく。

「力入れないで、城野くん。フーッて息吐はいて」

　言われるとおりに息を吐くと、ゆっくり指が蠢うごめきはじめた。







　気の遠くなるような恥ずかしい時間をかけて、越前先輩は俺を崩くずして蕩とろかしていった。汚いから嫌いやだと拘こだわっていた気持ちまで、彼がちょっとずつ消していってくれる。

　もう、なにかを考えている余よ裕ゆうなんかない。

　ただ、先輩が与あたえてくれるものを受け止めて、ぎこちなく応こたえるのが精せい一いつ杯ぱいで──。

「いい？」

　耳をくすぐる声に、うん、と頷いた。

　あてがわれる熱い脈を感じる。

　次の瞬しゆん間かん、 それは勢いよく、俺の中に捩ねじ込まれてきた。一瞬、関節がズレるような鈍にぶい痛みが走って、身体からだの奥に栓せんをされたみたいな圧あつ迫ぱく感かんと異物感に同時に襲おそわれる。

「う──う、うっ……」

　ごめん、と彼は言った。言いながら身体を僅わずかに引いて、それからさらに奥へと深く突つき上げてくる。

　腰こしを緩ゆるく回しながら、彼の手が俺の前へと移動する。掌に包まれて、萎なえきっていたものがひくりと反応するのがわかった。

「城野くん、痛い？　ごめん…」

　平気、と俺は答えた。

　事実、もう痛みはどこかに紛まぎれて麻ま痺ひしてしまったみたいだ。じわじわと広がるのは、息苦しいような熱さと、言葉にできない奇き妙みような感覚。先輩が動くたびに、直接身体の内側から振しん動どうが伝わってきて、俺を震ふるわせる。

　今、俺の中にいるのは越前先輩──。

「先…ぱ──……気持ち、イイ？」

　俺は、彼を気持ちよくさせてあげられているだろうか、と不安になって聞いてみる。

「もちろん。すごく……いい」

　強く身体をかき抱いだかれた。

　ぐっと密着した部分から、なにかが流れ込んでくる気がする。そして、俺の中からもなにかが溢あふれてくる。

　それらが溶とけあって、混ざりあう。

　感じたことのない嬉しさが俺の中を満たしていく。幸せだなーなんて、あらためて思った。

　大好きな人の身体を抱きしめて、抱きしめられて、自分でも知らないような奥底で交わった。それがこんなに嬉しいなんて、思ってもみなかった。

　きっと俺たちはこの瞬間、恋こいの翼つばさで軽々と乗り越こえたのだ。今度こそ本当に、二人を隔へだてていた高い壁かべのようなものを。

　でも、これはゴールじゃない。

　今ならわかる。先輩の言ってた〝最初も最後もない〟って意味も。俺たちの前には、まだ永遠に続く道が見える。

　そして、これから先、また俺たちの前に障しよう壁へきが現れたとしても、二人でならきっと乗り越えられる。階段を一段一段上って、転げ落ちてもまた立ち上がる。先輩と手を繫つないで、高く飛んでみよう。

　時々立ち止まって、お互いの顔を凝み視つめて。

　それだけで、俺はこんなにシアワセ──。










絶ぜつ対たいの領りよう分ぶん２




口く説どかれ上じよう手ずの恋こい人びと








鹿か住ずみ　槇まき
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